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プラン・インターナショナルは、世界中の子どもたちの権利と女の子
の平等の推進を目指しています。私たちプランは、すべての子どもに
能力と可能性があると考えています。しかしながら、貧困や暴力、疎
外や差別によりその力を発揮できないことも少なくありません。そし
て、その影響を最も受けるのが女の子たちです。独立した開発・人道
支援組織として、私たちは子ども、ユース、支援者、関連団体ととも
に、女の子と弱い立場に置かれたすべての子どもたちが直面してい
る現実の根底にある問題の解決に取り組んでいます。子どもが生ま
れてから成人するまで、その権利を守り、危機と困難に備え、対応で
きる力を身につけられるよう支援しています。その知見と影響力を活
かして、私たちは地域・国家・地球レベルで人々の行動変容と政策の
変革を促します。設立から80年以上、私たちは子どもたちとの強い
絆の下、世界75ヵ国以上で活動を続けています。 

女性難民委員会（WRC）は、紛争や危機によって避難した女性、子
ども、ユースの生活を改善し、その権利を保護する活動を行っていま
す。 私たちは、彼らのニーズを調査し、解決策を特定し、彼らのレジ
リエンス（心的回復力） を強化し、人道的実践に変化をもたらすため
のプログラムや政策を提唱しています。

TF（Transforming Fragilities Inc.）は、調査、モニタリングと評価
（M&E）、能力開発、組織開発を中心に活動するフィリピンのNGOで
す。技術・経営のスペシャリスト、平和と開発のエキスパート 、および
定性的・定量的データ収集に経験豊富な地方の現地調査員の幹部
で構成されています。彼らは、国内外の開発機関に質の高いモニタ
リングと評価、調査と学習、能力開発、組織開発支援を提供し、ま
た、ミンダナオ島やルソン島・ビアサヤ諸島の一部の州で、脆弱なコ
ミュニティや状況の変革を支援するプログラムにも参加しています。

サイネフィン・カンパニー（The Cynefin Company、旧コグニティブ・
エッジ）は、応用複雑系科学の限界に挑む行動研究・開発拠点です。
世界中に分散する実務家のネットワークと協働する学際的なチーム
で、2005年にDave Snowdenによって設立されました。理論 を重視
し、複雑系適応システム理論や他の科学分野の英知を 社会システ
ムに適用するための方法、ツール、能力の構築に力を注いでいま
す。

免責事項：本レポートで使用している写真は 、あくまでもフィリピンの
子どもや女の子たちを総体的に表したもので、早すぎる結婚の当事
者の経験を示すものではありません。
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フィリピンでの本調査は、フィリピンのプラン・インターナショナ
ル、Transforming Fragilities、WRCの共同研究の成果であり、ドイツ、
フィリピン、USA、カナダ政府からの多大なる協力によって実現した。

本研究は、プラン・インターナショナルが実施する一連の多国間研究の一部で
あり、「人道的環境における早すぎる結婚」イニシアティブの下、人道的環境に
おける早すぎる結婚を防止し、対応するための証拠に基づくプログラミングを提
供するための段階的な取り組みに位置づけられる。フェーズ1は、オランダのプ
ラン・インターナショナルとWRCの支援により実現した。

本報告書は、Transforming FragilitiesのAhmed Harris Pangcoga共同代表研
究員とWRCのKatherine Gambir共同代表研究員によって共同執筆された。ま
た、Transforming FragilitiesのJovar Pantao、Lolymar Jacint-
Reyes、Judy Ann Lubiano、フィリピンのプラン・インターナショナル
Cirez de LeonとRabia Mustapha、 プラン・インターナショナル国際本部
のClare Lofthouse、サイネフィン・カンパニーのEleanor Snowdenと
Anna Panagiotou、WRCのJanna Metzlerに寄稿いただいた。

調査チームは、プロジェクトを通してリーダーシップの発揮 と技術支援を行った
Selena FortichとRyan Lander（フィリピンのプラン・インターナショナル）、研究
代表者Janna Metzler（WRC）、Alexandra ShaphrenとColleen 
Fitzgerald（USAのプラン・インターナショナル）、Eleanor Snowden と Anna 
Panagiotou（サイネフィン・カンパニー）に感謝したい。さらに、 Janna Metzler 
and Alexandra Shaphren for conceptualizing this study. 特に この研究のコ
ンセプト作りをしてくれたJanna MetzlerとAlexandra Shaphrenに感謝する。

また、調査チームは、Transforming FragilitiesのJemiema Dagadasが、各州
の集計チームを管理する上でリーダーシップを発揮してくれたことに感謝した
い:. Norshid Tali、 Hairia Kilam、 Hasna Kadil、 Raff Abdilla、 Fahad Agak、 
Ronilo Mamudsod、 Ofelina Makiri-Indag (マギンダナオ州); April Jane 
Romuros、 Ana Leah Orandang、 Maymarie Saplid、 Asraf Sarip、 Nashief 
Dibansa、 Johaiber Madid、Sameeha Ali（ラナオ・デル・スル州）。Jemiema 
Dagadas、 Sitti Nadzma Buisan、 Aida Abba、 Hadjison Tandih、 Samir 
Ismael (バシラン州); Jocelyn Sumail、 Fhadzra Karim、 Nedzma 
Abdukadil、 Alkhalid Bassaludin、Saddam Sakud (スールー州)。. 

また、ボランティアとして調査に参加してくれた思春期女の子と男の子を含むコ
ミュニティの人々、そして、私たちと一緒に時間を過ごしてくれた地元NGOの
パートナー、地方行政機関の職員、子どもの保護とジェンダーに基づく暴力合
同ワーキンググループ（JCPGVBWG）のメンバー団体に感謝したい。 彼らの
参加と洞察力によって、この調査は可能になったのである。

謝辞
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ABBREVIATIONS
AFP			
ARCHES		
ARMM			
ASRH			
BARMM		
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CEFMU			
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GAD			
GBV			
GCED			
IDP			
INGO			
IRB			
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NCIP			
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QIP			
PSA			
SEM			
SGBV			
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SRHR			
TF			
TJRC			
UIC			
UNHCR		
UNICEF		
UNFPA			
VAW			
WEF			
WRC			

フィリピン軍

ARMMにおける生殖に関する健康サービスのアクセス性の向上

ムスリム・ミンダナオ自治区

思春期の性と生殖に関する健康h

ムスリム・ミンダナオ・バンサモロ自治地域

バンサモロ紛争監視システム

バンサモロ・イスラム自由戦士団

強制された早すぎる結婚 および婚姻

コミュニティ・アンド・ファミリー・サービス・インターナショナル

子どもの保護

内務・地方行政局

災害リスクの軽減と管理

社会福祉・開発省

ジェンダーと開発

ジェンダーに基づく暴力

地球市民教育

国内避難民

国際NGO

組織 審査委員会

地方自治体

モロ・イスラム解放戦線

モロ・ 民族解放戦線

モニタリングと評価
メンタルヘルスと心理社会的支援

ミンダナオ島ユース育成プログラム

女性、平和、安全に関する国家行動計画

先住民国家委員会

フィリピン・ムスリム教徒国家委員会

非政府組織
市民登録局
小規模な即効性のあるプロジェクト

フィリピン統計局

社会生態系モデル

性暴力・ジェンダーに基づく暴力

性的指向、性自認、性表現、および性的特徴 

性と生殖に関する健康と権利

脆弱性の変革

過渡的正義と和解の委員会

無原罪の聖母大学（ダバオ市）

国際連合難民高等弁務官事務所

国際連合児童基金

国際連合人口基金

女性に対する暴力

世界経済フォーラム

女性難民委員会
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用語集

早すぎる結婚
強制された早すぎる結婚および婚姻（CEFMU）と
は、民法、宗教法、慣習法のもと、正式な登録の有
無にかかわらず、配偶者の一方または両方が18歳
未満で、かつ/または当事者の一方または両方に対
し十分 かつ自由なインフォームド・コンセントを行っ
ていない場合の結婚および婚姻のことである （プラ
ン・インターナショナル、2021年）。「強制された早す
ぎる結婚」という包括的な用語は、多くの異なるシナ
リオを包含している。

「早すぎる結婚」とは当事者の少なくとも一方が
18歳未満であり、それゆえ双方の 完全な同意
が得られていない正式な結婚または非公式な婚
姻のことである。早すぎる結婚の大半は、年齢
やその他の条件から、子どもの同意権が制限さ
れているため、強制されたものと考えられてい
る。

「早期結婚」とは、「早すぎる結婚」と同じ意味で
使われることが多く、成年年齢（成人とみなされ
る年齢のこと）が18歳より早い国や、結婚時に
当事者が18歳未満である結婚や婚姻のことを
指す。また、早期結婚とは、配偶者がともに18歳
以上であっても、身体的、感情的、性的、心理社
会的発達の度合いや、その人の人生の選択肢
に関する情報の欠如など、他の要因によって結
婚に同意できないことを指すこともある。

「強制結婚」とは、年齢に関係なく、パートナーの
一方または両方が、結婚または婚姻に完全か
つ自由に同意をしていない、またはしなかった場
合であり、強要または社会的もしくは家族からの
強い圧力の結果など、結婚から逃れる ことがで
きない場合を指す。強制結婚は、身体的、心理
的、金銭的な強制を伴うことがあり、人身取引
や、見合い結婚、早すぎる結婚など、さまざまな
状況で発生する可能性がある。大人も子どもも
強制結婚を経験する可能性がある。

「シビルユニオン 」とは、結婚の法的地位はない
ものの、どこから見ても正式な結婚に相当する
非公式な結婚または自由な結婚のことを指す。. 

シビルユニオンは、国や宗教当局によって正式
なものではないことが多く、この件 についての説
明や十分なデータの収集が困難である。シビル
ユニオンを区別して表現するために、合意また
は自発的なるユニオン、早期ユニオン、同棲な
ど、いくつかの異なる用語が使用されている。

この調査と報告書では、「早すぎる結婚」という言葉
は、少なくとも当事者の一方が18歳未満である結
婚、正式または非公式なシビルユニオン、同棲を指
すものとして使用される。早すぎる結婚の大半は、
力関係や代替手段の欠如から強制されたものであ
ると考えられている。

思春期
思春期は、子どもから大人への移行期であり、身体
や心、世界との関わり方など、さまざまな面で劇的な
変化を経験する時期である。思春期は、仲間とのつ
ながりを強く持ち始める一方で、親や家族からの自
立を求める。ジェンダー規範は幼児期から形成され
るが、ジェンダー規範がより確立することになる思春
期は、ユースのジェンダー規範、役割、期待に影響
を与える重要な時期である1。思春期に経験する変
化は普遍的なものだが、思春期に対する理解や定
義は文化的背景によって様々だ。

思春期とは、10～19歳までの期間を指し、以下の年
齢定義と合わせて考える。思春期 前期：10～14歳、
思春期後期：15～19歳。15～19歳（プラン・インター
ナショナル, 2020;人道支援活動におけるユースの
ためのコンパクト）。
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これは、人道的局面にある早すぎる結婚の防止に向け、エ
ビデンスに基づいた実践的プログラムを段階的アプローチ
を用いて行うものである。 この取り組みは、フィリピンのバン
サモロ・ムスリム・ミンダナオ自治地域（BARMM）の紛争下
で強制移住を余儀なくされている各コミュニティ、並びに極度
の食糧不足に陥っているジンバブエChiredziの各コミュニ
ティで女の子が中心となって行ったコミュニティベースの調
査で構成されている。この調査やプランとWRCのプログラム
実施と調査で得た知見、その他関連するエビデンスを活か
して、今後、人道的局面にある早すぎる結婚への対処、結
婚年齢の引き上げ、防止方法について方策がまとめられて
いくだろう。この報告書は、そのプロセスとフィリピンで実施し
た調査結果をまとめたものである。

プラン・インターナショナルは2019年、
人道的局面にある早すぎる結婚への

取り組みをスタートした。
BARMMのラナオ・デル・スル州、マギンダナオ州、バシラン
州、スールー州で実施されたこの調査は、プランの委託で
WRCと連携して行われ、国内での実際の調査には
Transforming Fragilitiesが当たった。 これは、BARMM
の特定地域に暮らす思春期のニーズと優先事項に関する
調査だが、全体としては、早すぎる結婚の防止に向けた女
の子主導型のコミュニティベースのアプローチを開発し、さら
には、女の子たちと彼女らの暮らすコミュニティを、支援を受
ける側から、自ら参加する高い能力を持ったリーダーへと成
長させる目標の下、実施されるものである。
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背景



早すぎる結婚が生む現実
早すぎる結婚は人権侵害のひとつだが、他の権利侵害と関
わりながら、女の子と女性の人生全体に重大な影響を及ぼ
す。これには、暴力のない生活を送る権利、到達可能な最高
水準の健康を得る権利、教育を受ける権利などが含まれる

が、これらに限定されるものではない（国連、1989年）。また、
女の子の自由を奪い、経済、社会、政治の分野に貢献する
可能性を低下させるため、こうした分野の発展にも、広範囲
に影響は及ぶ。

早すぎる結婚は、個人、対人、家族、社会の各レベルで深刻
な悪影響を及ぼす（Glinski 2015; OHCHR）。個人レベルで
は、早すぎる結婚の悪影響は心身の健康に及ぶ
（Gage、2013年; Godha 2016年）。

調査によると、既婚の 思春期の女の子は、第一子の出産前
に現代的な避妊法を利用する可能性が低く、そのため早期
妊娠や望まない妊娠、STI （性感染症）、HIVのリスクが高
まっている（Ghoda、 2013年; Santhya、 2007年）。セック
ス、その他性と生殖の健康上の決定に関するものも含めて、
人との関わりの中で女の子たちの交渉する力が低いことが、
早すぎる結婚に関係していることも少なくない。（Presler-
Marshall、Jones, 2012年）。

また、18歳になる前に結婚する女の子は、パートナーから 身
体的、性的、心理社会的な暴力を受けるリスクも高い
（Kidman、2017年; Tenkorang, 2019年; Yount、 他, 2016
年）。早すぎる結婚と教育水準の低さにも関係性がある。た
だ、早すぎる結婚と妊娠が、中途退学の理由にも結果にもな
りうることを考えると、この関係性は複雑である。（Psaki、
他、2019年; Nyugen、Wodon 2012年; Birchall、 2018年）。

女の子が妊娠したり結婚したりすると、学校を続ける可能性
は低くなる。と同時に、女の子が結婚および/または妊娠する
可能性は、学校を中途退学 している女の子ほど高くなる
（Birchall、2018年） 最後に、調査では、既婚の女の子は未
婚の女の子に比べて社会的・物理的に孤立しやすく、そのた
め、意思決定やより広い市民社会への参加が制限されてい
ることが明らかになっている。（Glinski、 2015年）。

家庭やコミュニティのレベルでは、早すぎる結婚と早すぎる妊
娠や妊娠回数の多さには関連性があり、それが母親の健
康、子どもの健康、 家族のウェルビーイング（幸せ） に悪影
響を及ぼす（Yaya、他, 2019年; Glinski、他, 2015年）。例え
ば、早すぎる結婚は、母親の死亡率や罹患率だけでなく、乳
児死亡率（Raj、2013年）や、早産、、子どもの栄養不良など、
子どもの健康に対するさまざまな悪影響を招いている（Fall、
他、2015年）。早すぎる結婚をした女の子たちの教育水準が
低く出産率が高いことが、女の子たちとその子どもたち、さら
に家族全体に不利な結果をもたらしている。教育水準が低く
出産率が高いことで、適切な労働市場に参加しにくくなり、そ
のため、生涯賃金が低下し、家庭の生活レベルも低下してし
まう。Wodon、他 2017年）。

早すぎる結婚はさらに、その国の 経済、社会、政治的発展に
対して、より広く影響を及ぼす。 女の子が学校を中途退学す
ると、経済的な機会を得ることが非常に 難しくなり、女の子自
身の生産性に影響が及び 、家族、コミュニティ、社会への貢
献度が低下してしまう のだ。W女の子たちの公的生活へのア
クセスが制限されれば、彼女たちが社会的政治的意思決定
プロセスに参加する可能性が低下し、国の経済・社会・政治
的発展に力を発揮する機会が少なくなる。（Glinski、他 2015
年）。
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人道的局面にある
早すぎる結婚

世界では、思春期の女の子
のおよそ5人に1人が18歳に
なる前に結婚している。これ
は、毎年1200万人の思春期
の女の子が早すぎる結婚を
していることを意味する（ユ
ニセフ、2020年）。

世界的には早すぎる結婚への取り組みが進んでい
る（ユニセフ、2014年; Lo Forte、他）とはいえ、世界
の一部の地域では、主に危機や移住を背景として、
早すぎる結婚率が依然として上昇している
（UNFPA、2021年; ICMCEC、2013年）。COVID-19
の大流行の影響により、22年ぶりに学校閉鎖や極
度の貧困が増加したことも、早すぎる結婚率の上昇
と関連している（OCHA、2021年; ユニセフ、2021
年）。ユニセフ（国連児童基金）は、COVID-19が女
の子の心身の健康、教育へのアクセス、家庭やコ
ミュニティの経済的不安に与える影響により、2030
年までにさらに1000万人の思春期の女の子が早す
ぎる結婚をし、世界全体では1億人以上になると予測
している（ユニセフ、2021年）。

紛争とそれに関連する移住の結果、早すぎる結婚の
リスクが大幅に上昇していることを示す証拠が増え
ている（Hunersen、他 2020年; Rialet、2019年; 
Buchanan、2019年; ユニセフ、2017年;
UNHRC、2020年）。学校の閉鎖、サービスの不足
と/あるいはサービスへのアクセス不能、治安の悪
さ、生計手段の喪失、性・ジェンダーに基づく暴力
（SGBV）のリスクの増大は、紛争、自然災害、病気
の流行など人道的にさまざまな状況下で早すぎる結
婚を増加させている要因のごく一部にすぎない。
（OHCHR、プランインターナショナル、Girls Not 
Brides, 2020年; ユニセフ、2021年）。

フィリピンとBARMMの人道的
背景

フィリピン
2021年、フィリピンは、国際平和武力紛争法研究所（IFHV）
の世界リスク指数において、172カ国・地域中8番目に災害の
多い国としてランク付けされた。この指標は、地震やサイクロ
ンなどの自然災害のリスクを考慮した上で、それらに対する
社会の対応能力を算出したものだ。 島国であるフィリピンは、
海面上昇、台風、地震に加え、武力紛争などの影響に常にさ
らされている。毎年、フィリピンには平均6～9個の台風が襲
来し（Blanc、Strobl、2016年）、南部では武力紛争が長引
き 、2019年には民間人にとって世界で4番目に 危険な国と
なっている（Bergonia、2019年）。

BARMM
BARMMは、フィリピン南部に位置する自治地域であ
る。BARMMは、フィリピン政府とモロ族の分離独立派との50
年にわたる武力紛争を経て締結された和平協定の一環とし
て、2019年に設立された。BARMMは開発が遅れ、ガバナン
スも脆弱で、不公平な富の分配が日常的に行われている、
フィリピンで最も貧しい地域である（Abuza、Lischin, 2020年;
ACAPS; フィリピン統計局（PSA）、2018年）。

BARMMでは繰り返される武力紛争と周期的に発生する自然
災害により、2021年以降移住を強いられた住民は470万人
に上っている（OCHA、2016年）。 T本研究では、武力紛争と
周期的な自然災害の影響を受けているBARMM内のマギン
ダナオ州、ラナオ・デル・スル州、バシラン州、スールー州に
焦点を当てて調査を行った。

BARMMにおける武力紛争と人権侵害
BARMM は、フィリピンで最も多くの武力紛争の舞台となり、
国内のどの地域より多くの人権侵害と強制移住が行われて
きた。 1970年代以降、フィリピン政府はモロ族や「ルマド」と
呼ばれる先住民族とともに、BARMMで反政府勢力と戦って
きた。また、 1960年代後半から政府は、政府を打倒して労働
者階級が主導する新しい国家の樹立とフィリピンに対する米
国の影響力を立ち切ることを目標にフィリピン全土で活動して
いるフィリピン共産党の武装組織「新人民軍（NPA）」とも衝突
を繰り返している。

ミンダナオ島では2000～2013年の間に、約350万人が紛
争による避難を余儀なくされたが、避難民の大半はBARMM
に集中しており（IDMC、 2013年）、BARMM の5つの州はす
べて国内の人間開発指数（SHDI）で下位にランクされてい
る。

背景 13



マギンダナオ州
マギンダナオ州は、BARMMの中で最も武力紛争の影響を
受けてきた州である。2000～2004年の間に、またさらに
2008年にも再び強制移住を経験した住民は成人人口の半
数以上に上った。2000～2010年の間には、同州の5世帯に
4世帯（82％）が強制的に移住させられた。さらに、国内避難
民（IDP）の75%が強制移住を2回以上経験している（WFP & 
Worldbank Group、 2011年）。

ラナオ・デル・スル州
B2000～2010年の間に 、ラナオ・デル・スル州では全世帯
の約半数（47%）が 強制移住の影響を受けている
（WFP、World Bank Group、2010年）。 また、同州では
2017年のマラウィ包囲網に端を発した危機が長期化してい
る。2017年5月23日、「イスラム国」と呼ばれる武装集団に忠
誠を誓う戦闘員らが州都マラウイ市を襲撃した。これらの武
装集団には、マウテ・グループやASGが含まれる。包囲は5
カ月間続き、戦闘員920人、兵士165人、民間人47人が命を
落とした。 同市と隣接する自治体からの移住を余儀なくされ
た住民は約36万人に上った（アムネスティ・インターナショナ
ル、2017年11月17日）。

バシラン州
バシラン島を領地とするバシラン州では、政府軍とMILFや
ASGとの衝突、あるいは周期的に繰り返すリド（部族間抗争）
などの戦闘により、過去10年間で人口の約80％が避難生活
を強いられている。

スールー州
BARMMで島を領域とするもう一つの州、 スールー州でも、
各コミュニティで強制移住が繰り返され、毎年何千もの住民
が 避難生活を余儀なくされている。スールー州の紛争と 社
会不安のほとんどは、フィリピン軍（AFP）とスールー州に拠
点を置く2つの武装グループ、MNLFとASGとの間の武力紛
争によって引き起こされている（UNHCR、IOMフィリピン）。

これら4つの州とそれぞれの危機的状況については、付属文
書Cに詳述されている。

MINDANAO

MAGUINDANAO

LANAO DEL SUR

BASILAN

SULU

背景

この指標は、所得、健康、教育レベルとともに 、国内の 社会
経済的発展度を評価した参考指標である。2006～2018年に
かけてフィリピン全体の貧困率は低下しているにもかかわら
ず、BARMMの貧困率は47.1～61.3％増加し、国の貧困率と
BARRMの率の差は広がっている（20.5％から 44.7％）
（UNDP、2021年）。平均寿命（国家統計局、2011年）、就学
率（UNDP、2021年）、数字と識字率（PSA、2020
年）、BARMMの所得水準（UNDP、2021年）は国内最下位で
ある。COVID-19と関連する行動制限 の結果、所得と教育対
策は大幅に悪化すると予測されている（UNDP、 2021）。

モロ族の自治領についてフィリピン政府とモロ・イスラム解放
戦線（MILF）との間で取り決めた先祖代々の土地に関する合
意覚書（MoA-AD）の差し止め により、2008年、フィリピン政
府とMILFとの紛争が再開された。紛争の結果、ミンダナオ島
全域、特にBARMM内に暮らす75万人が移住を強いられ、何
十万もの人々が避難所、再定住先、または受け入れ先での
生活を余儀なくされた（DSWD、2009年）。 

その後2012年、政府とMILFの和平交渉の結果、枠組み合意
が締結。この合意により、2016年までにARMMに代わる新た
なバンサモロ政府を創設することが可能となった。Tしかし、こ
の合意は、バンサモロ民族の自決権を最初に主張した武装
組織モロ民族解放戦線（MNLF）と政府との間に摩擦を引き
起こし、2013年、MNLFは1996年の和平 協定を不服として、
「バンサモロ共和国 」の独立を宣言した（PhilStar, 15 August 
2013）。その直後、ザンボアンガ市でフィリピン軍とMNLF が
衝突、衝突はバシラン州に広がり、ザンボアンガ市を広範囲
に破壊し、 約12万人が避難民となった（NDRRMC、2013年
10月1日）。

BARMMにはその他に、アブサヤフ・グループ（ASG）とバン
サモロ・イスラム自由戦士（BIFF）という2つのイスラム系武装
集団がある。ASGは、Abdurajak Janjalanによって結成さ
れ、アルカイダの影響を受けたイスラム分離主義運動 の組
織である。2012年、MILFの分離派であるBIFFは、マギンダ
ナオ州とノースコタバト州でフィリピン軍を攻撃。この衝突によ
る避難民は6万人に上り、2013年には、北コタバトでBIFFに
よる攻撃により、さらに2万人が避難した（Rappler、2013年9
月23日; Philippine Inquirer, 2013年8月13日）。
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災害
フィリピンは世界で最も気象災害や地震災害に脆弱な国の
一つである（World Bank、2005年）。地理的に台風、地震、
火山噴火、土砂崩れ、モンスーン、洪水などの災害が起こり
やすく、BARMMも例外ではない。実際、災害の影響に加
え、武力紛争、治安の悪さ、貧困が重なり、経済的な負担が
重くのしかかっている。 （世界銀行）。例えば、2012年の台風
Bophaでは、ミンダナオ島で100万人を超す住民が避難。こ
の地域のココナッツとバナナの農園のほとんどが破壊され、
何千人もの人々が生計手段を失い、家族を養うことができな
くなった。（IMDC、 2013年）。

フィリピンとBARMMにおけ
る早すぎる結婚

フィリピン
2009年、フィリピン政府は、女性や特に先住民、モロ人、障
害者、移民労働者など、社会的・経済的に非常に困難な状
況下にある人々に対する差別の撤廃を目的とした「女性のた
めの大憲章」を制定した（PSA、2010年）。フィリピンで今なお
根深いジェンダー不平等の後ろ盾となっている古い抑圧的な
法律と共存する形とはいえ、この法律は女性の権利にかなり
大きな影響を与えている。

背景 15

ただし、国としてジェンダー平等に向けて前進しているとはい
え、特に極度の貧困や人道的な危機を背景に移住を余儀なく
されている住民の間では早すぎる結婚が今なお行われ続けて
おり、その実像は複雑で矛盾したものとなっている。

フィリピンでは、過去10年間、早すぎる結婚の撲滅に向けた歩
みが停滞している。 2017年の国民生活基礎調査（NDHS）に
よると、18歳までに結婚したと答えた25～49歳の女性の割合
は2013年～2017年の間は15％と変わらず、1993年の19％
からわずかな減少にとどまった。 15～19歳の思春期の女の
子の約10人に1人（9%）が出産を経験 。同様に、思春期の妊
娠の動向についても、過去10年間、実質的な進展は見られな
い。実際のところ、思春期の妊娠は 、1993年の7％から2017
年には9％と全体的に増加している。BARMMでは、2017年の
思春期の妊娠は、発生 率が15～18％（ソックスカルゲンが
15％、北部ミンダナオが15％、ダバオが18％）と比較的高い
水準であった。 しかし、これらの統計では、自宅出産が多い実
態や出生登録の遅れ（または無登録）についての詳述は行わ
れていない。（PSA、ICF、2018年）。

フィリピン
BARMMは、人口の大半がイスラム教徒であり 、その自治的
な統治システムを背景に、住民はイスラム教の影響を受けた
個別のガイドラインと ルールに従う。フィリピンの家族法では、
法律上結婚できる最低年齢を18歳と定めているが、BARMM
では、結婚に関する法律は大統領令1083号やイスラム個人
法のきまり （PD 1083）が適用されることが多い。そのため、こ
の法律の規定により、12歳の女の子でも、月経が始まること
で判断される思春期に達しており、ワリ（保護者）がシャリーア
地方裁判所を通じて請願すれば、結婚式  を行うことが合法と
されている。Tフィリピン・ムスリム教徒国家委員会（NCMF）
は、PD1083へのいかなる修正にも公然と反対している。法が
定める結婚最低年齢を変えることは、伝統的なモロの宗教上
の規範に「西洋的な」価値観を押し付けるものだとして、結婚
最低年齢を変える法案を、新しく設立されたバンサモロ移行局
（BTA）議会メンバーらが支持しない可能性がある（リチャード
ソン、ウイルソン、2019年）。

バンサモロ族はBARMMの人口の大きな割合を占めているた
め、求婚や結婚に関する決定にもモロの文化的慣習が影響を
及ぼす。



背景

彼らの慣習にはイスラム教とイスラム教以前の要素が入り
混じっており、

(a) 結婚の最終的な決定は両親が行うことが多い

(b) 結婚は、その家のコミュニティ内での地位に基づ
いて行われる

(c 女性は実家の社会的階層や宗教の異なる男性
と結婚することは許されず

(d 結婚は新婦が15歳、新郎が17歳でもすることが
できる

(e 持参金の額は、（教育水準を含めて）コミュニティ
内での新婦の位置づけと、この地位に見合った額を新郎の
家が交渉して調達できるかどうかで決まる

等、結婚のプロセスも独特なものになっている。また、新郎の
家から新婦の家へ金銭または 物品を贈るという決まりもあ
る。こうした内容を厳格に守るかどうかは、民族や種族によっ
て異なり、昔は決まりに厳しく従ってきたが、現在ではある程
度守られているに過ぎない。（Perdon, 2013年）。

BARMMのいくつかの自治体では、こうしたモロ族の伝統と
イスラム法の影響を背景に早すぎる結婚が行われていると
の報告があるが、ラナオ・デル・スル州、マギンダナオ州、
スールー州、バシラン州には早すぎる結婚の割合に関する
体系的な記録がなく、これらの州で早すぎる結婚がどの程度
行われているかは不明である。2017年のNDHSによると、
フィリピンでは初婚年齢の中央値は22.5歳だが、BARMMで
は20.8歳、2%の女性が15歳までに、そして15%が18歳まで
に初婚を経験している。（PSA、ICF、2018年） しかし、この
調査では、BARMMでどの程度早すぎる結婚が広がっている
かに関するデータは得られない。

2018 年10月、Bernadette Herrera-Dy下院議員とEdcel 
Lagman下院議員は、早すぎる結婚の行為とその助長、結婚
式の挙行 を " 公的犯罪 " とすることを求める法案をフィリピ
ン下院に提出した。この法案が成立すれば、早すぎる結婚は
すべて法律上無効となり、存在するすべての早すぎる婚姻関
係が認められなくなることは明白である。

Herrera-Dy代表は、NCMFとNCIPに対して、「結婚の慣習
に関する合意形成と変更義務化に向け注力する」ことを求め
た（Cervantes, 2018）。 これは、この法案が成立しても、イ
スラム教徒は対象外とされる恐れがあるためだ。例えば、
PD1083の第3条（1）では、イスラム法の規定と一般に適用さ
れる法律との間に矛盾がある場合は、前者が優先されると
明記されている。この法案は両院で承認され、今後署名を経
て、成立が予定されている。

激しい紛争下にあるBARMMで最も翻弄されるのは、若い女
性と女の子たちだ(Dwyer、Guiam, 2013年)。 だが、肉体
的・精神的暴力に苦しんでいる彼女たちのニーズと優先事項
は、プログラム設計に反映されていない。 彼女たちは、紛争
の度に繰り返される強制移住で学校教育を継続することが
できず、絶望的な貧困生活を強いられ、セクシュアルハラスメ
ントや暴行など人権侵害のリスクにさらされている。
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社会的経済的に困難な状況下にある彼女たちが、生きてい
くためにはつらい下働きをする以外に道がないことも多く、
人間の日常的な要求を満たし、基本的人権を行使できる状
況からは程遠く、多くの課題が山積している
（Dwyer、Guiam、2013年）。BARMMの思春期の女の子た
ちが抱える早すぎる結婚のリスク・その要因と影響を理解す
ることはもちろん、彼女たちの支援・ケア・保護に関する現
行の地域システムがどの程度早すぎる結婚から彼女たちを
守り、既婚の女の子たちのニーズを満たしているか、その
実態を知ることが急務である。現行のシステムは、家族や
ソーシャルワーカー、教師などの人材と、各レベルが連携し
て活動する組織で構成されている。

実態を知ることは、極度の貧困と人道的危機の広がる
BARMMにおいて現行の法的環境の中で早すぎる結婚の
防止に向けてより効果的に活動する上で、より良いヒントと
なるだろう。



調査方法



本調査の目的と各目標
早すぎる結婚の防止と対応において何が有効で何が有効で
ないかを裏付けるエビデンスは乏しく、プログラムを通して思
春期の女の子と彼女らに影響を与える人びとをどのように支
援するべきか、また、個人、家庭、コミュニティの各レベルで
早すぎる結婚の要因となっている問題にどう対処するべき
か、その道筋は見えない (Chandra-Mouli、 Plesons, 2021
年; Rife他 2012年)。MalhotraとElnakib (Malhotra、 
Elnakib 2021年）が、過去20年間に行われた早すぎる結婚
に関するプロジェクトの効果を体系的に評価した結果、特に
思春期の女の子の能力と機会の強化に焦点を当てたものな
ど、テーマをひとつに限定したプロジェクトの方が、複数の
テーマを扱うプロジェクトに比べると、規模の拡大や持続可能
性の点で投資効率が良い場合があるとの結論に達した。 し
かし、Chandra-MouliとPlesons（Chandra-Mouli、Plesons、 
2021年）は、今後の行動について提言を行うには、複数テー
マのプロジェクトの計画設計について実施と評価に関する課
題の影響をさらに調査する必要があると主張している。 現時
点では、エビデンスが出始めたところで、緊急事態下で一層
あいまいなものとなっている。（Chae and Ngo、 2017年）。し
たがって、早すぎる結婚を効果的に防止し、既婚の思春期の
女の子たちを支援するプログラムのコンセプトを固めるため
には、早すぎる結婚の背景となっている様々な要素も含め、
人道的局面にある思春期の女の子のニーズと優先事項を
しっかりと把握することが急務である。

この調査では、BARMMなど、早すぎる結婚が人道的局面
で拡大しているその要因についてエビデンスを固め、思春期
の女の子のニーズと優先事項、さらに早すぎる結婚を防止
して人道上のリスクを軽減する上で必要な支援システムを
体系的にまとめることを目指した。この基本に根差した本調
査は常に女の子とコミュニティを活動の中心に置き、実際に
活動にあたる者にとって、より適切なアプローチ法を築く上
で重要な学びとなる。

 BARMMに住む思春期の女の子たちの
ニーズと優先事項は何か

BARMMにおける早すぎる結婚の主
な拡大要因は何か

思春期のユースの強みと適応能力のう
ち、女の子たちのリスク軽減と健康の向
上を促進および/または保護するものは
何か

本研究では、今後のプログラ
ム開発と政策提言に向けたエ
ビデンスを提供するために、
具体的に以下の課題を中心
に調査に取り組んだ。

01

02

03

調査方法
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思春期の女の子を早すぎる結婚から守る
ために、家族、コミュニティ、システムには
どのような適応能力やリソースが存在する
か。
早すぎる結婚のリスクにさらされている女
の子と、すでに結婚している女の子の両方
の状況 を改善 するために、それらの能力
をどのように活用することができるか。

既存のプログラムとサービス
は、BARMMの思春期の女の子の
ニーズにどのように応えているか

思春期の女の子が既存の思春期向けプロ
グラムを利用・アクセスする上で、主に何
が障壁と保護要素になっているか。

04

05

06

この調査では、複数の方法を取り入れた参加型をとり、女の
子を中心としたコミュニティベースのアプローチを用いた。
女の子を中心としたコミュニティベースのアプローチとは、調
査ツールの設計やデータ収集・分析、さらに調査結果から実
施可能なコミュニティ主導の解決策を導き出すまで、さまざま
な局面で思春期の女の子と大人のコミュニティ住民らが参加
することを意味する。 方法としては、デスクレビュー（振り返
り）、Sensemaker®を用いた参加者主導のストーリーテリン
グ、思春期と大人のコミュニティ住民らによる参加型グルー
プ活動、主要情報提供者による関連する組織関係者へのイ
ンタビュー（KIIｓ）などがある。早すぎる結婚の影響を受ける
思春期は、女の子が圧倒的に多い。そのため、思春期の女
の子と女性の視点をより多く取り入れ、彼女らの体験とニー
ズに焦点を置くように努めた。しかし、ジェンダー 力学、力の
不均衡、結婚が男の子に与える影響などを今後のプログラ
ム開発や行動変容のための行動に確実に 反映させるため、
思春期の男の子たちの声も取り上げるように努めた。

早すぎる結婚という問題に対するBARMMの各コミュニティ
の住民の意識を考慮し、参加型の活動では、早すぎる結婚
というテーマを直接取り上げず、参加者が各自のニーズを把
握し、優先順位をつけ、コミュニティ内での実際の結婚習慣
についてそれぞれの考えを共有したり、コミュニティの思春期
の女の子を保護・サポートする人材や組織などのリソースに
ついて話す形にした。

データ収集は2020年1～4月にかけて行われた。COVID-19
の感染リスクを低減するため、自治体の保健指導や新興感
染症対策機関（IATF）に従い、方法は一部変更して行った。
マギンダナオ州でのKIIは、対面ではなく、オンラインで実施。
家庭内での意思決定にCOVID-19が与える影響と
COVID-19が早すぎる結婚のリスクの上昇あるいは低下に
どう影響しているかを把握し、また早すぎる結婚の防止活動
にコミュニティ外部の者がどのような形でかかわることができ
るかを知るために、インタビューの手引きにも変更が加えら
れた。
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参加型グループセッションは、自治体の保健指導に基づ
き、IATFのプロトコルに従って、参加者6人または8人未満の
対面式で行われた。

調査の正当性
この調査は、人道的局面にある思春期の若者のニーズと優
先事項について、現在進むエビデンスの集積の一翼を担い、
今後、フィリピン、さらに全世界で人道的側面から早すぎる結
婚に取り組む際に、女の子中心のコミュニティベースのアプ
ローチについて情報を提供していく。 ユースが自らの課題を
決め、リスクとサポートを特定し、取り組むべきことに優先順
位をつけ、ユースの声が高まることを目指して、参加型の方
法が選ばれた。 こうした方法により、ユースとケア従事者、そ
の他女の子の人生に影響を与える大人たちは、健康で回復
力があることの意味を明確にする機会を得ることができた。こ
の手法の目的は、子どもを対象にした、より広範な保護シス
テムの中で誰がユースの力の回復に注力するべきかを把握
することだった。そして、この手法を通して、現行の子どもの
保護システム、ユースの支援にとって、さらなる強化の可能
性も含めた非常に重要な連携、さらにその間の溝を埋めるた
めのユース主導の解決策が何かを、ユースとケア従事者が
協力して明確にするよう働きかけた。 早すぎる結婚の根底に
は、不平等なジェンダー規範と力関係があるため、分析の際
には適した社会規範の枠組みが用いられた。プログラムの実
施が、早すぎる結婚のリスクと拡大要因にいかにダメージを
与えられるかを理解することが、その目的だった。.また、その
枠組みを通じて、思春期の女の子と家族、より広い地域シス
テムの適応力が、人道的背景に内在する社会的構造的要素
を含む社会のあらゆるレベルで思春期の女の子たちの健や
かな成長をどのようにサポートするのかも探る。

デスクレビュー
2019年11月～2020年1月にかけて、出版済の論文、未出版
の文献、さらに早すぎる結婚の広がりと習慣・BARMMとフィ
リピン国内における防止プログラムに関する入手可能な統計
データのデスクレビュー（再考察）を行った。この作業としてさ
らに、武力紛争と災害の両方を背景に繰り返される強制移住
を含む、ミンダナオにおける人道的状況の評価も行い、計87
の資料を再考察。調査で行う質問や方法、研究結果に影響
を与える数値・統計の母数（パラメーター）が一貫したものに
なるよう、デスクレビューが行われた。

重要な情報提供者とのイン
タビュー  (KIIs)
KIIは、コミュニティベースの組織（CBO）、国内の非政府組織
（NGO）、国際NGO（INGO）、市民社会組織（CSO）、サービ
ス提供者、国連関係者、政府関係者に実施した。



調査方法

ユースのニーズや優先事項、早すぎる結婚の慣習、対象コ
ミュニティにおける既存のサービスやプログラムを利用する
際に何が障害あるいは促進要因になっているかを考察する
ために、KIIの手引きが作成された。ラナオ・デル・スル州、マ
ギンダナオ州、スールー州、バシラン州の紛争下で避難を余
儀なくされたコミュニティにおける早すぎる結婚の慣習と/また

はプログラムについて深く考察するため、意図的に選んだ個
人を対象にKIIを実施した。ラナオ・デル・スル州でのKII 
は、2020年1～2月に対面で実施した。ラナオ・デル・スル州
以外のKIIは2020年2～4月に、あらかじめ決まった質問と自

由裁量で行う質問を通して対話を深める方法で、パートナー
組織の状況に合わせた形で実施された。ほとんどのKIIは1
対1で行われたが、1回のみ同じ組織の3人対1人で行われ
た。インタビュー時間は1～2時間であった。すべてのKIIは、

インタビュアーと回答者が合意した視覚的・聴覚的にプライ
バシーが保たれる場所、主に回答者のオフィスで実施され
た。KIIは録音され、訓練を受けた記録係がインタビュー中に
現地の方言で一字一句書き取った。Aインタビュー終了後、

録音した音声をインタビュアーが聞いて逐語録を完成させ、
確認後、現地語から英語に翻訳して分析に使用した。

SENSEMAKER®
SenseMaker®によるデータ収集は、2020年2月14日～3月
6日にかけて実施された。SenseMaker®は、回答者や語り
手が自分の実体験 について短い自由な語りを記録すること
ができる調査・分析ツールである。 SenseMaker®では、回
答者が自分のストーリー（体験談やエピソード）を解釈した
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り、意味づけしたり、意味のフレームワークと呼ばれる質問を
通して、その重要性を伝えることができるため、女の子主導
の調査に使われる手法のひとつである。意味のフレームワー
クは調査のテーマに沿った一連の質問項目で、それを通し
て、語り手が自身のストーリーを分析できるようになる。（Van
der Merwe SE他 2019年）。SenseMakerr®は、情報収集と
ストーリーの記録に使用され、思春期の女の子のニーズと優
先事項、早すぎる結婚の要因に関する理解を深め、彼女たち
の生活を主に誰が支援しているかを知る上で役立った。 ま
た、思春期の女の子とその家族、コミュニティが思春期の女
の子をケア・保護するための適応力を探るためにも使用され
た。SenseMaker®は、回答者自身が自分のストーリーを分
析できるようにすることで、分析の中で回答者の見解に優先
順位をつけることができる。このアプローチは、a) 解釈や文
化的なバイアスを軽減し、b) 回答者の視点をプロセスの中心
に据えることで、調査プロセスがより偏りの少ないものとな
る 。 意味のフレームワークに回答することで、大量のデータ
（メタデータ）が引き出され、何千もの視点を収集してパターン
認識が行えるようになる。

SenseMaker®インタビューツール（＝意味のフレームワー
ク）は、既婚・未婚の思春期の女の子、ケア従事者や他の大
人のコミュニティ 管理層と共同で設計された。I意味のフレー
ムワークの核となるコンセプト を特定するため、2020年22月
8日にBARMMのラナオ・デル・スル州イリガン市で、27人の
大人のコミュニティ住民と既婚・未婚の思春期の女の子4人を
集めて共同デザインワークショップが開催された。

SenseMaker®の「調査外」共有プロセス

発話の促し・ストーリーの開始

エピソードや実体験に関する自
由回答式の質問
今回の質問：「地元出身者でな
いことを知っている誰かとあな
たが話していると想像して、若
い女の子や男の子がここで暮
らすことがどんなことかを、その
人にもわかってもらうために、ど
んな話をしますか」

解釈

これは常にストーリーに対する
ものであり、ストーリーを共有し
ている人がその瞬間に外部の
介入を受けずに行うものであ
る。解釈の中にはいろいろな要
素がある。

３つの要素 

参加者には、従順性・自立・脆弱性のという３つの要素
のバランスの中で、自分のストーリーがどこに位置付け
られるか、参加者自身が選択する）3つの要素のバラン
スを考えながら、ストーリーを三角形の中のどこに置い
てもよい。すべての参加者のストーリーの置かれた位
置をまとめると、ストーリーの裏に隠れている概念パ
ターンが示される。

2つの要素 

スライダーを両極端の間で動かす
ことで解釈を行う。スライダーの位
置がどこにあるかで、ストーリーに
おける相対的な重要性がわかる。
偏りを避けるため、要素 の片方が
プラス、片方がマイナスということ
はほとんどない。

選択式問題

より標準的なフォーマットであり、
状況に関して集まった情報を数値
化するだけでなく、パターン化の
フィルターとしても機能し、後に
データをさまざまな方法で 細分化
することが可能になる。

結果 

参加者自身の言葉や実体験か
ら明らかになった概念や自らの
解釈に基づいた考えを地図化し
た視覚的パターンが完成する。



自治体/市町村/バランガイの選定では、現在、ユー
ス対象のプログラムを実施している所としていない
所が混在するようにする。

社会経済的な背景や社会サービスへのアクセスの
違いが調査結果にどのように影響するかをより深く
理解するために、各州で少なくとも1つの都市部を選
び、同じ州内の農村部の状況と比較・対照できるよ
うにする

断続的または長期的な人道的緊急事態が発生して
いる 地域を優先する

早すぎる結婚が非常に多いことが分かっている地
域を優先する。

1.

2.

3.

4.

各自治体の中で、断続的あるいは長期的な避難生活を強
いられているバランガイあるいは避難民の受け入れ世帯の
あるバランガイが、コミュニティ管理層の協力で特定され、
調査活動への参加が呼びかけられた。

調査方法

まず、エピソード・グループ（グループでのストーリーテリング
など）とドリームマッピングなどの参加型グループ活動を、対
象コミュニティのユースが直面している中心的課題を引き出す
ために実施 Tデスク・レビューと調査でおこなった質問によっ
て浮かび上がった課題とコンセプトに基づいて、コア・コンセプ
トが設定された。最後に、意味のフレームワークを組み立て、
英語から現地の主な 言語であるタガログ語に翻訳し、アプリ
ベースのソフトウェアに組み込んだ。

データ収集に先立ち、ユースを含むコミュニティ住民らを対象
にSenseMaker®の試験的運用が行われた。 そして、
SenseMaker®アプリベースのツールで作業するための訓練
を受けた若い男女の集計チームにより、タブレット端末を通じ
てデータ（ストーリー）収集が行われた。   男性の集計員は男
の子と男性に、女性の集計員は女の子と女性にインタビュー
した。回答者から聞いたストーリーは、タブレット端末を通して
録音された 。その後、回答者は一連の視覚的なヒントと複数
選択式の質問に答えて、自分のストーリーを分析し、自分と同
じ層の情報を共有した。 インタビューは約15〜35分で、回答
者の 自宅の屋内または屋外 にあるプライベートな空間で行
われた。 また、それぞれの話の特徴を集計員がテキストで記
録し、それをソフトウェアにアップロードした。 調査の中心は、
主に思春期の女の子が語るストーリーであったが、より広く、
家族 、コミュニティ、社会における早すぎる結婚に対するコ
ミュニティの考え方について、あらゆる視点を含めることが重
要であった。 そのため、思春期の男の子、両親、保護者、信
仰指導者を含む地域の指導者からも話を聞いた。

参加型グループ活動
既存の子ども保護システムが、それぞれの環境下で思春期
の女の子をケア・サポート・保護する強みと限界を把握するた
めに、12～19歳のユースとその両親または保護者、その他の
コミュニティ管理層（宗教指導者、コミュニティリーダー、教師な
ど）を対象に参加型グループ活動を実施した。ファシリテー
ターが回答者らを参加型活動に取り組ませる際には（1）思春
期のウェルビーイング活動（World Vision)が地元の暮らしの
中でユースの幸せに影響を与える要素を回答者が探る上で
役立ち(2) 必要なサポートや保護といったものを受けていない
可能性のあるユースに関する対話からSpider Diagramや
Web of Support Activity（World Vision）を通して前進できる
よう、(3)さらに、回答者が、やはりSpider DiagramやWeb of 
Support Activityを通して、各コミュニティにあるユースをサ
ポート・支援する地元のリソースを探り、見つけることにつなが
るよう設計されたツールを使用した。また、参加者が主なコ
ミュニティ・リソースの位置に加え、思春期の女の子にとって安
全でない可能性のある地域を特定するコミュニティ地図づくり
が実態に即した物になるよう、参加型アプローチが用いられ
た。
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地図の作成後には、ファシリテーターが中心となって、女の子
たちがコミュニティ内で行ける場所と行けない場所について質
問を行い、その理由を録音し、サービスへのアクセスとサービ
ス間の違いについて話し合った。(調査ツールは付属書Aを参
照)こうした活動は、これまでは他の人道的局面で行われてい
たが、BARMMの状況に合わせて実施された。

グループ活動は、NGOや地方自治体の建物にある 換気の
良い部屋や、視覚・聴覚的にプライバシーの確保された女性
にとって 安全な空間で行われた。さらに、子どものグループ

は、配偶者の有無と年齢層で、12～14歳、15～17歳、18～
19歳に分けられ、20～45歳は成人の男性・女性グループに
なった。各グループの回答者数は4〜13名であった。 

女性ファシリテーターは思春期の女の子と女性を対象に、男
性ファシリテーターは思春期の男の子と男性を対象に調査活
動を行った。訓練を受けた記録係が各セッションを録音 し、
活動の成果物（図面、コミュニティマッピングなど）を写真に収
め、回答者らの話し合いを書き起こした。.写真、文書、録音
音声 は、各参加型セッション終了後、その都度パスワードで
保護され暗号化された安全なサーバーにアップロードされ
た。その後、ファシリテーターらは、その結果をまとめた活動
報告書を英語で作成した。

調査地の選定
調査チームは、バランガイ（市や町の下にある最小行政単
位）を含む市町村 の選定に、意図的サンプリングを行った。
緊急事態下におけるユースのニーズと優先事項、さらに早す
ぎる結婚の拡大要因についてエビデンスの集積に寄与すると
いう調査目的を果たすために、サンプリングの枠組みは以下
の点を考慮して作成した。
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表1. 早すぎる結婚調査の調査地

サンプリング
重要な情報提供者とのインタビュー  (KIIs)
選定された調査地においてコミュニティの発展と/あるいは
ユースの健康と成長の促進に向けて活動している国内の
NGO、CSO、CBO、INGO、MRL(イスラム宗教指導者)、社
会サービス提供者、国連関係者、政府関係者を特定するた
めに、サービスマップの作成を実施した。この活動で特定さ
れた重要な情報提供者（KI）たちに対し、新たな話が出てこな
くなるまでインタビューを実施した。本調査では、対象4州に
おいて、サブグループごとに最大6名のKI（①国内NGO、
CSO、CBO、②INGO、③MRL、④社会サービス提供者、⑤
国連関係者や政府高官）を対象とした。

SenseMaker® 
SenseMaker®でも、主要な参加者のサブグループに基づい
て、データを分解しても、各サブグループの目標サンプルサ
イズを十分達成できるように、意図的サンプリングとスノー
ボール・サンプリングが採用された。SenseMaker®に参加で
きるのは、12～19歳の男女のユース、両親と保護者、信仰/
信仰とは関係のない 指導者やその他のコミュニティ管理層
（例：地域の保健福祉事務所の職員、地域の聖職者）、自治
体の職員とCBOのメンバー（例：地域の首長） とした。サブグ
ループごとの参加者候補リストは、フィリピンのプランのバラ
ンガイの窓口が作成した。サブグループごとの追加回答者
は、女性のためのスペースやサービスを運営するファシリ
テーターなど、地元のCBOを通じて特定。さらに、集計員もス
ノーボール・サンプリングを用い、既婚のユースにコミュニティ
内の他の既婚のユースに集計員を紹介してもよいかどうか
尋ねる形で、既婚のユースをさらに追加した。参加者の性別
（女性、男性、その他）は、参加者の外見と質問に対する回
答に基づいて、集計担当者が分類した。

本報告書では、わかりやすくするために、参加者の性別は、
参加者のジェンダー（女性/女の子は女性、男性/男の子は男
性、その他）と等しいと仮定し、この点について参加者が明確
にすることは求めなかった。例えば、性別が女性と分類され
たユースから得たデータは思春期の女の子からのデータとみ
なしている。

母集団から1度に100個のデータを取り出す場合、サンプル
サイズは100、サンプル数は1として、各州のサブグループの
サンプルサイズ（n=50）が50あれば、SenseMaker®のデー
タ分析ダッシュボード（グラフや表などで様々なデータを一覧
で確認できる掲示板）で図や表などで視覚的にデータを表す
ことができた。したがって、この調査では、未婚、既婚、離婚、
非公式な婚姻関係、障がい者、さらに多様な性的志向、ジェ
ンダー・アイデンティティ（性自認）、性表現、身体的性
（SOGIESC）を持つ女の子を含む思春期の女の子たちの語
る848のストーリーを含めて、合計2,000件のストーリーを収
集することを目標とした。 さらに、既婚・未婚の思春期の男の
子からの424のストーリー、思春期の女の子と結婚した男性
からの212のストーリー、子どもを持つ思春期の親（男女）か
らの424のストーリー、コミュニティの指導者と管理層（男女）
からの424のストーリーの収集にも努めた。

参加型グループ活動
参加型グループ活動については、主要な参加者のサブグ
ループに基づいてデータを分解しても各サブグループの目標
サンプルサイズを達成できるように、意図的サンプリングが用
いられた。SenseMaker®によるインタビュー終了後、各自治
体の各サブグループの目標サンプルサイズに達するま
で、SenseMaker®回答者から参加者を募集した。サブグ
ループごとのサンプルサイズは、思春期の女の子とその人生
に影響を与える大人の多様性を反映するように設計された。
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図1. 危機における早すぎる結婚の社会的・ジェンダー的規範
と権力の中心性を強調する、採用された概念的枠組み 

さらに、情報を加え、早すぎる結婚が保健・保護・福祉・教育、
さらに経済分野を含む生活のあらゆる領域にどのような影響
を与えているかを評価した。その結果、このフレームワーク
は、早すぎる結婚が人道的局面でどのように発生するかを探
る研究や、早すぎる結婚に関するプログラムの設計・評価に
対する1つのアプローチとして活用できる可能性がある。

KII分析
KIIは、一語一語メモで記録し、文字に起こし、インタビュー後
すぐに現地語から英語に翻訳された。調査チームは、繰り返
し現れる名称や言葉を一覧にしたコードブックを作成し、試行
後コード化した。各記録は、NVivo 12 Plus（QSR 2020）に
アップロードされ、テーマ内容の分析が行われた。コード化に
おける問題は話し合いで意見を一致させたり、コードブックを
修正して解決した。さらに、データの関連性をさぐるために、
主要なテーマについて州全体、回答者が属す組織全体で調
査を行った。

SenseMaker®分析 
データ収集とデータクレンジング（データを修正して最適化す
る作業）の終了後、Cognitive Edgeがレポートをまとめ、数値
化したSenseMaker®のデータのパターンから主要テーマが
浮かび上がった。レポートの目的は、メタデータのパターン分
析に基づいて、ストーリーブックを書き起こし・翻訳するために
必要な部分を見つけて調査チームをサポートすることだった。
テーマは、より幅広い活動プログラムに関する質問と関連さ
せて定義し、主に思春期の女の子たちが直接語るストーリー
に焦点が置かれた。本研究の目的を考慮した結果、結婚との
関連を自ら示す関連メタデータのみを分析対象とした。

調査方法

参加型グループ活動に参加できるのは、１２～１９歳の男
女のユース、ユースの両親と保護者、信仰の/信仰とは関係
のない指導者やその他のコミュニティの管理層（例：地域の保
健・社会福祉事務所の職員、地域の聖職者）、そして自治体
の職員とCBOのメンバー（例：地域の首長、自治体職員） とし
た。

全体として、最560名の参加型グループ活動を目指した。本
調査には、未婚、既婚、離婚、非公式な婚姻関係、障がい者
や、多様なSOGIESCを持つ女の子を含む、122歳～19歳の
思春期の女の子は最大240人まで参加できるようにした。. さ
らに、12～19歳の既婚・未婚の思春期の男の子は最大160
人、子を持つ思春期の親と保護者（男女）は最大80人、コミュ
ニティ・リーダーと管理層（男女）は最大80人の参加を目指し
た。

分析
分析の枠組み
この調査の基本的な分析フレームワークとしては、社会規範
と思春期の性と生殖に関する健康（ASRH)との関係を明確に
する概念的フレームワークが用いられた。このフレームワーク
は、Bronfenbrennerの人間発達の生態学的枠組み
（Bronfenbrenner、 2004年; Bronfenbrenner、 2009年）を
ベースにしてCislaghiとHeiseが低所得国で保健を推進する
ために確立した社会規範理論（Cislaghi、 Heise, 2018年）を
適用したものだ。 このフレームワークの中心となるのは4つの
要素であり、本レポートで収集したデータを解釈する上で非常
に重要である。第一が権力。これは、社会規範、行動、保健
の基盤となり、強制力を持つ重要な要素である。第二に、ジェ
ンダーの役割を理解するには、社会生態学的システムをあら
ゆるレベルで理解することが必要である。社会規範の一部
は、関連するルール(関与、関係、責任) を決定する。これら
のルールは 、力関係の形成につながり、その結果、取り組み
にとっては、脅威にも機会にもなりうる。第三が、このフレーム
ワークで焦点を当てている各領域（個人、社会、リソース、組
織）間の多くの関係性だ。これらの領域が交わるところに、崩
壊、 成長、変革の機会が存在する。 第四が社会規範。社会
規範はASRHの成果に大きな影響を与えるため、このモデル
の中心となっている （Pulerwitz、他、2019年）。

この調査では、このフレームワークを用いて、BARMMにおけ
る早すぎる結婚の拡大要因に対する危機と人道的背景の影
響に取り組むと同時に、早すぎる結婚のリスクを軽減し、既婚
の思春期の女の子たちのニーズにこたえるための、思春期
の女の子と家族、コミュニティ、さらには、より広い地域支援シ
ステムの適応力、あるいは回復力に危機と人道的局面がど
のように影響しているかを分析した。このフレームワークを用
いることで、社会規範の持つ非常に大きな役割が明らかにな
る一方で、システムの各要素がジェンダーその他の社会構造
を形成し、危機的状況の中で早すぎる結婚に影響を与えなが
ら非常に重要な役割を持つことも示している。元々のフレーム
ワークに人道的背景を加え、人道的背景が持つ社会的・構造
的要素がフレームワークの各領域（個人・社会・組織・リソー
ス）全体とどのように作用しあっているかに取り組んだ。
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パワー
社会規範と
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組織
例：政策・法律、教育制度、
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調査方法

2021年1月、マギンダナオ州で、大人のコミュニティ関係者（ケ
ア従事者、MRL、コミュニティリーダーなど）14名、13～19
歳の未婚の思春期の女の子14名、16～19歳の既婚女の子8
名によるコミュニティ・センスメーキング（または「参加型コミュ
ニティ分析」）ワークショップが開催された。ワークショップの目
的は、コミュニティメンバーと共同でデータを分析し、その結果
を共有・検証することで、特定された課題に対して女の子主導
のコミュニティベースの解決策を見つけることである。 参加型
コミュニティ分析では、参加者は選ばれたストーリーを読み、
次のような自由回答式質問を通して、自分たちのグループの
解釈について一緒に考えるよう求められた: 「もし、このような
パターンが何の変化もなく続くとしたら、どのような影響 がある
のだろうか。」そして、 次のような質問に答える形で、読んでい
るストーリーの状況下で状況を改善させる可能性のある行動
の「本質について考える」ことを求められた。「どんな小さな変
化が起きれば、一人の女の子としてあなたの、あるいは若い
女の子たちの役に立つだろうか？」。そして、大人たちには、
「女の子たちが求める小さな変化を実現するために、どのよう
な行動や決断ができるだろうか」と尋ねた。

2021年7月、フィリピンのプランは、BARMMの主要な組織関
係者と オンラインでワークショップを行い、調査結果に関する
フィードバックを実施。BARMMで効果的にアドボカシーを行
い、早すぎる結婚への取り組みを実施するための協働に向け
た優先分野と次のステップを特定した。

参加型グループ活動分析
参加型グループ活動は、セッションごとに、訓練を受けた特定
の 記録係によって、文書作成ガイド や、描画やコミュニティ
マッピングの活動の写真を用いて記録された。各セッション終
了後、現地6カ国語の記録を英語に翻訳し、報告書にまとめ
た。調査チームは、内容分析による詳細な活動報告の分析を
行った。内容分析は、各州に暮らすユースと大人の中の異な
るグループが、思春期にとって健康で回復力があることの意
味をどのように定義するのか対比・比較するために、さらに、
状況に応じた子どもの保護システムに対するサポート（人材、
組織、プログラム、サービス等）とこうした子どもの保護サポー
トとリソースの利用に対する障壁と促進要因を把握するため
に、実施された。

倫理
本研究は、フィリピン・ダバオ市のUniversity of Immaculate 
Conception Research Ethics Committee (Reference no. 
FO_0059) から研究手順に関して 倫理的な承認を得て実施
された。調査チームは、すべてのデータ収集活動に先立ち、イ
ンフォームド・コンセントと承諾 を得た。募集時に使用した氏名
やその他の個人情報は、調査データとは別の文書に記録し、
その 文書はデータ収集後すぐにシュレッダーで処分した。調
査チームは、各回答者に調査チームとプラン・インターナショ
ナル・フィリピンの連絡先、WRCとプラン・インターナショナル
のセーフガーディング（子どもと若者が安心・安全に過ごせる
環境づくり）に関するポリシーに従った匿名で通報できる手段
を記載した用紙 を配布した。 活動は、回答者の同意を得て、
録音された。調査活動中に言及された氏名は、文字起こしの
際に削除した。データ収集と関連する活動が、以下の規定を確
実に守るためにあらゆる措置が講じられた。
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「Ethical Guidance for Working with Displaced 
Populations」（WRC、 2016年）、「Child and Vulnerable 
Adult Safeguarding Policy」（WRC）、「Global Policy on 
Safeguarding Children and Young People」（プラン・イン
ターナショナル、2017年）、「The Practitioner's Guide to
Ethical Conduct of Research on Child Marriage in
Humanitarian Setting」（Robinson、2020年）。

さまざまな制約
定性的研究には、人道的状況や世界的なCOVID-19のパン
デミック下での調査に関連した特有の制約が存在する。

まず、コミュニティ関係者にも参加を募り、コミュニティ住民ら
を調査に巻き込むための意識喚起を行ったにもかかわらず、
既婚のユース、特に12～14歳の既婚の女の子と12～17歳で
既婚の男の子を把握する際にさまざまな困難に直面した。そ
のため、既婚のユースについては、男女とも、方法ごとに目
標としたサンプルサイズに達することができなかった。しかし、
この調査では多様な調査方法が用いられたことを考えれば、
調査員たちはさまざまな方法で得た調査結果を1つの観点で
はなく、別の観点からも測定することで、BARMMに暮らす既
婚の女の子のニーズと優先事項の実像を明確にとらえること
ができたと言える。また、調査員は、参加者の正確な年齢を
把握することが困難だったと報告している。社会的望ましさの
バイアスで、既婚と報告した思春期の女の子は当然18歳以
上であることを我々は期待する。したがって、既婚の思春期
の女の子として18歳以上の女の子が調査対象になり、既婚
だと自己申告した女の子の数より多くなってしまった可能性
がある。また、この研究では、障がい者のサンプルサイズを
少なくとも全体の10〜15％にする という目標を達成していな
い。 したがって、この研究は、障害とともに生きるユースの特
別なニーズと優先事項を十分に記録しているとは言えない。

第二に、データ収集活動の大半は、COVID-19の発生前 、つ
まり COVID-19関連の移動制限が実施される前に完了し
た。COVID-19が早すぎる結婚の意思決定に与える影響の
全容は、今回の調査では把握できておらず、またその意図も
なかった。COVID-19の制限により、調査チームはラナオ・デ
ル・スル州、スールー州、バシラン州でコミュニティメンバーと
の参加型グループ分析を実施することができなかった。従っ
て、ここで述べるコミュニティとの共同分析ワークショップで得
られた結果は、マギンダナオ州に住む思春期の女の子と大
人のコミュニティ住民の視点と洞察に限られたものである。

また、分析にも制約があった。SenseMaker®のサンプルサイ
ズは、代表性（サンプルが全体の様子を反映している）のない
調査としては大きかったが、扱ったデータが、結婚との関連を
自ら示したものに限られていることを考えると、民族やその他
の因子で州やサブグループごとに意味のある分類をするに
は、サンプルサイズが小さすぎた。研究者は 可能な限り、サ
ブグループ、地理的な場所、その他の主要な特性（例：婚姻
や強制 移住の状況、宗教・民族的なアイデンティティ）ごとに
細分化したデータを報告した。



調査結果



表2. 調査方法別の回答者数の概要

女性 男性 既婚 未婚
大人

(20歳以上) ユース（12～19歳） 合計

方法 12-14 15-17 18-19

SenseMaker® 1,127 1,047 1,049* 1,112 861 598 361 353 2,147**

参加型グループ
研究活動

230 197 254 166 154 65 95 113 427

重要な情報提
供者とのインタ

ビュー

24 5 N/A N/A 29 0 0 0 29

1,151 1,052 1,049 1,112 890 598 361 353 2,203***

*SenseMaker®の既婚者カテゴリには、婚約中1名、寡婦/寡夫 40名、離婚者29名が含まれる。.
**配偶者の有無について開示しないことを希望した13人を含む。
***参加型グループ参加者は、SenseMaker®参加者の中から募集した。

調査結果

参加者の特性
ユース、大人 、主要な関係者を含む合計2,203人のコミュニ
ティ住民がデータ収集活動に参加した。 参加者の50％強
（n=1,151）が女性であるのに対し、男性は1,046人であっ
た 。また、 参加者のうち、既婚者は1,049人、未婚者は
1,112人であった。合計で大人890名、ユース（12歳～19
歳）1,312名が参加した。表1は、回答者総数の内訳を調査
方法別に示したものである。

KII
MRLだけでなく、調査地で多様なサービスやプログラムを提
供しているさまざまな組織や異なる立場にある29人に対し
て、合計26回のKIIを実施した。女性が24人で大多数を占
め、男性は5人だった 調査チームは各州で、66～7名のKIに
インタビューを行い、その中には、政府職員5名、NGOや
CSOのスタッフ8名、INGOのスタッフ22名、社会サービス提
供者9名、MRL2名が含まれている。 Iラナオ・デル・スル州で
は、NGO/CSOのスタッフ4名、INGOのスタッフ2名、社会
サービス提供者1名、計7名のKIにインタビューを行った。
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マギンダナオ州では、政府職員4名、NGO/CSO職員1名、社
会サービス提供者1名、計6名のKIにインタビューを行った。
スールー州では、MRL1名、NGOスタッフ3名、社会サービス
提供者3名、計７名のKIにインタビューを行った。島を領域と
するバシラン州とスールー州では、INGOへのインタビューは
行われなかったことは注目に値する。

SenseMaker® 
SenseMaker® の活動には、4つの州で女の子と女性
1,1227 人、男の子と男性1,047人、合計 22,174 人のコミュ
ニティ住民が参加した（表3参照）。参加者には、既婚の女の
子220名、既婚の男の子57名が含まれる 。共同デザイン
ワークショップには、12～19歳のユース3名と大人10名、計
13名のコミュニティ住民 が参加した。

大人の参加者のうち、1人は精神的な障害をもっていることが
判明した 。さらに、国連関係者、サービス提供者、国やコミュ
ニティベースの組織など、５つの実施パートナーが参加した。
マギンダナオ州では、48人のコミュニティ住民が3回の参加型
分析セッションに参加した。参加者は、既婚・未婚の女の子
22名と、ケア従事者やMRLなど影響力のある人物を含む大
人の男女26名であった。



表3. SenseMaker®の回答者の概要（自治体 別、年齢別、ジェンダー別）

ラナオ・デル・スル州

マラウィ

12-14 15-17 18-19 20-24 25-29 30-35 36-39 40-49 50 合計

男性 16 5 14 8 5 7 7 10 10 82

女性 34 15 18 1 1 2 5 6 4 86

ブティグ

12-14 15-17 18-19 20-24 25-29 30-35 36-39 40-49 50 合計

男性 15 9 8 10 9 8 5 7 11 82

女性 29 24 10 0 1 2 2 9 3 80

ピアガポ

12-14 15-17 18-19 20-24 25-29 30-35 36-39 40-49 50 合計

男性 15 11 10 7 6 2 3 8 7 69

女性 34 18 18 1 2 2 4 7 5 91

サギアラン

12-14 15-17 18-19 20-24 25-29 30-35 36-39 40-49 50 合計

男性 16 6 10 17 4 0 5 8 10 76

女性 29 13 23 0 0 4 4 8 6 87

マギンダナオ州

ママサパノ

12-14 15-17 18-19 20-24 25-29 30-35 36-39 40-49 50 合計

男性 21 16 10 5 7 6 3 16 13 97

女性 17 26 24 1 2 3 4 7 5 89

シャリフ・セイドナ・ムスタファ

12-14 15-17 18-19 20-24 25-29 30-35 36-39 40-49 50 合計

男性 15 9 9 10 3 6 2 16 7 77

女性 27 12 12 3 0 4 3 3 1 65

ダトゥ・サリボ

12-14 15-17 18-19 20-24 25-29 30-35 36-39 40-49 50 合計

男性 12 14 13 9 5 8 5 9 9 84

女性 22 23 13 0 5 3 2 5 4 77
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ダトゥ・サウジ・アンパチュアン

12-14 15-17 18-19 20-24 25-29 30-35 36-39 40-49 50 合計

男性 17 4 8 7 8 6 9 9 2 70

女性 28 23 14 3 5 7 4 5 4 93

バシラン州

スミシップ

12-14 15-17 18-19 20-24 25-29 30-35 36-39 40-49 50 合計

男性 19 13 10 17 7 3 4 13 17 103

女性 45 23 21 6 1 2 4 6 7 115

ハジ・モハメッド・アジュル

12-14 15-17 18-19 20-24 25-29 30-35 36-39 40-49 50 合計

男性 22 10 12 4 13 5 4 15 13 98

女性 43 25 15 1 0 7 4 11 5 111

スールー州

パティクル

12-14 15-17 18-19 20-24 25-29 30-35 36-39 40-49 50 合計

男性 27 19 14 14 4 7 6 9 13 113

女性 44 18 25 1 1 5 2 13 10 119

パラン

12-14 15-17 18-19 20-24 25-29 30-35 36-39 40-49 50 合計

男性 19 8 11 13 10 3 7 7 18 96

女性 33 17 31 0 1 4 6 11 11 114

参加型グループ活動
47の参加型グループ活動には、合計427人（53.9％が女の
子・女性）が参加した。参加者の大半（273人）は12～19歳の
ユースで、残りの参加者は大人のケア従事者、親、コミュニ
ティリーダー、その他のコミュニティの管理層であった。スー
ルー州では、427人の参加者のうち、32人が12～19歳の思
春期の男の子、50人が12～19歳の思春期の女の子、16人
が成人男性のケア従事者/コミュニティの管理層、17人が成
人女性のケア従事者/コミュニティの管理層であった。バシラ
ン州では、111人の参加者のうち、33人が12～19歳の思春
期の男の子、42人が12～19歳の思春期の女の子、18人
が成人男性のケア従事者/コミュニティの管理層、18人が成
人女性のケア従事者/コミュニティの管理層であった。ラナオ・
デル・スル州では、118人の参加者のうち、26人が12～19歳
の思春期の男の子、50人が12～19歳の思春期の女の
子、22人が成人男性のケア従事者/コミュニティの管理
層、20人が成人女性のケア従事者/コミュニティの管理層で
あった。

マギンダナオ州では、83人の参加者のうち、17人が12～
19歳の思春期の男の子、23人が12～19歳の思春期の女
の子、24人が成人男性のケア従事者/コミュニティの管理
層、19人が成人女性のケア従事者/コミュニティの管理層で
あることがわかった。

ユースが直面している主な
問題
様々な方法で得られたデータにより、BARRMのユースが
抱える様々な課題が明らかになった。SenseMaker®と参
加型手法は、ユースと大人のコミュニティ住民が、自分自身
の抱える不安について話す機会を提供した。
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司会（ M ): こうした状況下で、コミュニティが直面して
いる最も差し迫った問題は何だとお考えですか？

参加者（ P）: やはり早すぎる結婚です。 Iここでは若い
子たちはいまだに、本人にその気がなくても結婚を強
いられているからです。いいなずけや見合いなどがあ
る、この国のイスラム教の文化を考えれば、親が結婚
を決めた らもう子どもは何も言えません。 本人がした
くて結婚する者も、たまにはいますが。 

(バシラン州政府保健担当者、KII) 

分析したストーリーのおよそ3分の1が、SenseMaker®から
引き出された「結婚」の持ついくつかの側面を浮き彫りにし
た。 ランダムに選ばれた結婚に関するストーリーのほぼすべ
てが早すぎる結婚をめぐるものだった。

私たちはある町の町角で出会いました。 . その後 、彼
が我が家を訪ねてきました。彼は私の友人の一人が
好きだから 、その橋渡しをしてほしいと言いました。 し
かし、数日後、彼が本当に好きなのは私であることが
わかりました。付き合って 2ヶ月ちょっとの時に、「結婚
したい」と言われました。それから1カ月余り、私たちは
一緒に暮らし始めました。 イード (注 :  ラマダンの終わ
りに、モスクへ行き、祈りを捧げること )の後、私たちは
結婚しました。以上です。結婚した時、私は12歳でし
た。私の夫は 20歳を過ぎていました。

 (思春期の既婚女性、 12～14歳、マギンダナオ州、 
SenseMaker®)

サムは結婚していますが、それは親が決めた結婚や
強制された結婚ではないです。夫婦おのおので勉
強し、それぞれの家族から支援を受けています。サム
の両親は、自営業で既製服のビジネスをしています。

 (既婚ユースの男の子、18～19歳、バシラン州、
ユースのウェルビーイング活動)

図2：母親 とコミュニティリーダー（マギンダナオ州キタンゴ）。
思春期のウェルビーイング活動「特に問題のない思春期」の
グループイラストは、15歳の未婚の思春期の女の子、マリア
ンである。

また、結婚の意思決定における選択権や教育へのアクセス
があるかどうかも、早すぎる結婚に対して地域住民の持つマ
イナスイメージを和らげる要素になっていた。 上述のユース
の男の子グループの説明では、お見合いでも強制結婚でも
ない結婚と、ユースのウェルビーイングには関係があるともし
ており、これは、自分の意思による結婚は、強制された結婚
より好意的に受けとめられていることを示している。共同分析
ワークショップの参加者らは、結婚へのプロセスをスタートす
るのも自分の結婚を決める力を持っているのも、女の子より
男の子である傾向が強いと指摘した。

調査結果

グループや州を問わず参加者は、早すぎる結婚がユース、
特に女の子が直面している中心的課題だと認識した。その
他、早すぎる妊娠、質の高い教育へのアクセス不足、差別と
スティグマ、子どもの人身取引や違法労働を含む児童労
働、コミュニティのサポート体制の不足、助けあう関係がな
いこと、リスクの高い行動、特に違法薬物の使用などが主な
不安として挙げられた。薬物使用を除き、こうした問題がど
のような形で思春期の女の子のリスクを高め、そして/あるい
は結婚とどのような因果関係があるのか、貧困と不公平な
ジェンダー規範というより広い文脈の中でたびたび話し合い
が行われた。

早すぎる結婚
早すぎる結婚は、KIとの会話でも、SenseMaker®で明かさ
れたストーリー、さらに、ユースのウェルビーイング活動（幸
せ）の本質を把握してユースの保護リスクに優先順位をつ
けるための参加型グループ活動でも、BARMMのユースが
抱える最も差し迫った問題として浮かび上がった。回答者
たちが働いているコミュニティでの早すぎる結婚の慣習につ
いて直接尋ねたところ、すべてのKIが早すぎる結婚が広く行
われていることを認めた。
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ユースのウェルビーイング活動で各参加グループが「問題を
かかえている」ユースについて語る際に決まって「既婚」という
表現が使われた。しかし、ユースが結婚しているかどうかは、
ファシリテーターが "このユースは既婚か未婚か"といった質
問をして初めて明らかになることが多かったのだ。

3つの参加グループ（ラナオ・デル・スル州の18～19歳の既
婚ユース男の子、バシラン州の18～19歳の既婚ユース女の
子、バシラン州の女性ｹｱ従事者・ コミュニティリーダー）は、
既婚のユースの中には「特に問題を抱えていない」ユースも
「問題を抱える」ユースもいることを明らかにした。どのグルー
プでも、「特に問題がない」と言われた既婚ユースは、家族か
ら経済的な支援を受けていた。これは、経済的支援が早すぎ
る結婚のどんなマイナス面をも補って余りあることを暗に示し
ている。既婚の思春期男の子のグループは次のように説明し
た:



その女の子は私のクラスメートだった。彼女には私た
ちと同い年の彼氏がいた。  ある日、彼女と彼氏  は公
共の場で待ち合わせたが、そこに親戚の人がついて
きていることに気づかなかった。  彼女は妊娠し、それ
を知った家族はその親戚の男を恐れるあまり、2人は
強制的に結婚させられた。 今、彼らはマニラにいて、
女の子と彼女の夫は勉強を中断しています。 

(未婚の思春期の女の子、18～19歳、
ラナオ・デル・スル州、SenseMaker®)

調査結果

バシラン州の女性ケア従事者とコミュニティリーダーのグルー
プは、「親が決めた結婚やお見合い」で結婚した思春期の子
どもは「特に問題を抱えていない」のに対して、「問題を抱え
る」思春期の子どもは 「貧困のためや、生活を支えるために
無理やり結婚させられている」という点で一致した。 しかし、
バシラン州の既婚の思春期の女の子たちは、「特に問題を抱
えていない」ある既婚の思春期の女の子は、本人と その夫
が「ともに豊かな家庭の出身」であると説明した。 こうした話
し合いから、結婚の意思決定権や教育へのアクセス、経済的
な安定という要素には、早すぎる結婚に対する地域住民の
考え方を変える力がある可能性が読み取れる。

紛争に関連した強制 移住と不安
コミュニティメンバーの多くは紛争に関連した強制移住を経験
しており、その内 半数近くが自ら移住したか、強制移住した
人と同居していた。結婚のリスク要因として、経済的な要素
ほど多く挙げられてはいないが、強制移住についてはストー
リーでもコミュニティの共同分析ワークショップの話し合いで
もたびたび触れられ、生活のあらゆる面に著しく大きな影響
が及んでいた。これは、他のデータソースから得た結果にも
同様に表れている。参加型コミュニティ分析では、強制移住
の間は、親の意見やアドバイスが少なくなる一方で、同意の
あるなしにかかわらず性的関係や、ユース同士の付き合いを
持つ機会が増える傾向があるとの意見が出された。様々な
方法で得られたデータからも、強制移住や生活の不安で教
育や生計を継続できなくなることが結婚の可能性を高めてい
ることがわかる。また、KIとSenseMaker®のデータも、強制
移住と生活の不安を背景に、親が家族の名誉を守り地域内
での力やリソースを固めるため、また、避難先を提供してくれ
たことへの感謝として、娘を嫁がせる決心をすることで、女の
子たちの結婚のリスクが高まることを示している。（37ページ
「4.4早すぎる結婚の原因」の紛争関連の移動と不安の項を
参照）。

思春期の妊娠
思春期の妊娠は、思春期の女の子にとって大きな問題であ
ることが、どの州のKIにも確認され、SenseMaker® でも一
致した回答となった。思春期の妊娠は、原因や結果が何であ
れ、本質的に早すぎる結婚と関連する形で言及されることが
ほとんどだった。 I結婚前に妊娠していないとしても、結婚後
まもなく妊娠する。
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KIは、思春期の女の子のセクシュアリティに対するスティグマ
（恥辱）が原因で、未婚の女の子が性と生殖に関する健康と
権利（SRHR）教育やサービスにアクセスできず、その結果、
かえって無防備なセックスや望まない、 または計画外の妊娠
につながる可能性があることを強調した。KI によると、早すぎ
る妊娠の影響は特に 15～19 歳の ユースが受けているとい
う。フィリピンでは、中絶はいかなる状況でも違法であり、
ユースが利用できる避妊法はほとんどない。 スールー州とバ
シラン州のKIは、早すぎる妊娠が思春期の女の子が中途退
学する要因になっていると指摘した。

参加型グループ活動では、早すぎる妊娠そのものはBARMM
のユースが直面している中心課題として浮かび上がってこな
かった。しかし、早すぎる結婚に関連した話し合いの中で、
「子どもたち」をケアする立場の大人の責任についてたびたび
話題になった。むしろ、結婚や子どもに関する問題以上に参
加者が強調したのは栄養価の高い食べ物の必要性だった。
注目すべきは、スールー州を除くすべての州で、「問題を抱え
る」ユースは「健康的な食べ物」の不足、「十分な食べ物」の
不足に直面している、あるいは「1日1回しか食事がとれてい
ない」ことが非常に多いと述べられていることだ。.ラナオ・デ
ル・スル州の18～19歳の既婚の思春期の女の子は、早すぎ
る結婚がいかに彼女の栄養面に悪影響を与えたかを説明し
た: 「私は14歳で結婚しました。結婚前は、1日に3回食事をし
ていました。」 栄養不良や食糧不足に関する話し合いは、貧
困問題につながっていた。スールー州の参加者は、各コミュ
ニティで「問題を抱える」ユースが直面している中心課題とし
て「不健康」あるいは「病気」を挙げた。

質の高い教育へのアクセス不足
ユースの抱える中心課題として、3分の1以上（8人）のKIが質
の高い教育の不足を挙げている。情報提供者 は、思春期の
成長における教育の重要性をインタビュー中ずっと強調した。
KIとの協議やコミュニティ住民の話、さらに参加型グループ活
動でも、中途退学が早すぎる結婚の原因にも結果にもなって
いる現状が浮かび上がった。また、参加型のグループ活動で
は、教育も重要なテーマとして挙げられた。ユースが問題を
特に抱えていないことと、教育へのアクセスがあって教育上
必要なサポートを親からうけられることには、相関関係があっ
た。
参加者は、「武力紛争」を含め、中途退学の理由として次の
ような理由を挙げた(「武力紛争」（男女のケア従事者・コミュ
ニティリーダー、マギンダナオ州）、「彼ら（両親）に経済力がな
かった」（女性、ケア従事者・コミュニティリーダー、マギンダナ
オ州）、「彼ら（家族）に生計手段がなく教育にお金がかけられ
なかった」（未婚女性、15～17歳、ラナオ・デル・スル州）、「...
生活を支えるため」（既婚男性、18～19歳、スールー州）ま

た、思春期のウェルビーイングについての話し合いの中で、
いくつかの思春期のグループが、いじめや嫌がらせが思春期
の子どもたちの中途退学を招いていると述べ、学校で嫌がら
せを受ける主な理由として、早すぎる結婚と先住民の出身で
あることを挙げた。 例えば、図Xは、農作業の費用にあてるた
めに親がダウリー（持参金）目的で娘を嫁がせ、それが原因
で学校でいじめられ「問題を抱える」思春期の女の子を描い
たものだ。



参加型のグループ活動から得られたデータは、これらの発見
を裏付けるものであった。強制移住したユースのグループ の
参加者は、"いじめのない "環境を望んでいると打ち明けた。
また、SenseMaker®のデータから、参加者がどのように差別
を受け止めているかが明らかになった。これは図4に見られる
ように、どのコミュニティから来たか（60％）が偏見の要素とし
て圧倒的に大きく、宗教（12％）、民族（10％）ははるかに小さ
いことがわかる。この結果は、KIIのデータを裏付けるもので、
コミュニティ住民の間では、避難民という立場と民族性が差別
とスティグマを生む大きな要因になっていることがわかった。
さらに、スールー州の思春期の女の子の参加型グループの
参加者の中には、少数先住民グループであるバジャオ族の
一員であるというアイデンティティによって、支配的な民族/先
住民グループ（例えば、スールー州の支配民族グループであ
るタウスグ族）から差別を受けていると報告した者もいた。バ
ジャオ族のユース参加者らも、学校を休みがちなこと、いじめ
のために学校を中途退学した者がいると報告した。KIは、バ
ジャオ族のユースはタウスグ族のユースに比べて結婚してい
る可能性が高いことを指摘した。

ISenseMaker®のデータでは、いじめや差別が直接的な原因
で学校を辞めた、という回答は比較的少数（11人）であった。
しかし、結婚や妊娠を機に学校に戻るのが怖い、恥ずかしい
ということは、たとえ 学校を辞める直接の原因でなくても、ス
トーリーや参加型コミュニティ分析でも語られている。参加型
コミュニティ分析では、この点については、年齢が上の グ
ループよりも、思春期の女の子グループに大きく取り上げら
れていた。 参加者の話し合いから、教育システム、特に 学校
でのいじめや差別（あるいは単に差別への恐れ）が、学校に
通い続けていたかもしれない既婚者を中途退学に追いやって
いることがわかった。思春期の女の子は、仲間が差別されて
も、嫌がらせを止めようとすれば自分も嫌がらせの対象にな
るのが怖くて、女の子は仲間を守ろうとしない、と説明した。
嫌がらせやいじめの種類（性的、身体的、言語的、心理社会
的など）についての詳細は、分析によって明らかにされなかっ
た。

図3 18~19歳の未婚の思春期の男の子。ラナオ・デル・スル
州。「問題を抱える」 15歳の既婚の思春期の女の子マリヤム
のグループイラスト

参加者は、マリヤムについて次のように話してくれた。

「別 のグループが、問題を抱えたこのユースを「マリヤム」と
名付けました。 15歳。彼女の人生は苦難の連続です。両親
は農民でした。貧しさのあまり、両親は彼女が家計を助け、
結婚前に将来の夫から受け取る「ダウリー（持参金）」によっ
て、自分たちが 農業の費用を工面できるようにと、彼女を結
婚させることを 決めました。しかし、マリヤムは結婚したこと
で、さらなる苦しみを味わうことになりました。学校でいじめに
遭っていると言われ、学校に行くのが恥ずかしいのです。 結
婚するにはまだ早いと言われ、勉強をやめることにしました。
だから今、彼女は農民ですが、農業の稼ぎは日々の生活で
消えてしまい、買いたいものも買えません。マリヤムの父親
は、 1日  1回しか食事をしないこともあったため、「潰瘍」で亡く
なりました。現在、マリヤムは夫と二人で働いて生計を立てて
います。」

また、早すぎる結婚の背景には教育へのアクセス不足がある
こともデータからわかった。KIやSenseMaker® のストーリー
から、早すぎる妊娠、家庭や子育ての責任、経済的事情な
ど、早すぎる結婚には様々な要因が絡み合い、中途退学せ
ざるを得ない状況を作り出していることがわかった。

差別とスティグマ
様々な方法から得られたデータは、社会的スティグマと、いじ
めや嫌がらせなど、様々な形の差別が、BARMMに暮らす
ユース、特に思春期の女の子が直面している問題の中心で
あることを示唆していた。調査結果によると、ユースたちは、
イスラム教徒という宗教的アイデンティティ、民族、年齢、社
会経済的地位、能力レベル、IDPの境遇 、婚姻歴 、出産
歴 、就学状況など様々な要因で差別されていることが明らか
になった。

KIが提起した課題のうち、IDPのユースの多くは、受け入れ
先コミュニティ、特に学校の生徒からいじめや嫌がらせを受け
ている。回答者の説明によると、こうしたユースたちは、コミュ
ニティ内で避難民という立場にいるため 嫌がらせのターゲッ
トにされたとのことだった。
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また、いじめやスティグマの理由は、IDPという立場 や文
化、結婚といったものだけでなく、経済的な事情や肌の
色、民族性も背景となっていることがデータから読み取れ
る。マギンダナオ州、バシラン州、ラナオ・デル・スル州の
思春期の参加型グループ参加者は年齢層にかかわら
ず、仲間にいじめられる理由として社会経済的な地位の
低さを挙げた。

図5: 「問題を抱えた」16歳の思春期の男の子ベンを描いた
グループイラスト。(思春期の未婚女性たち、15歳～17歳、
ラナオ・デル・スル州ピアガポ)  参加者は、ベンについて次
のような説明をした 

「彼は貧乏だからいじめられる」
「彼の家は全焼し、焼け跡には何も残っていませんでした」
「彼は学校を休みがちでした 。」
「生計手段を失い、教育にお金をかけることもできず、学校
をやめざるを得なくなりました。」
「制服は傷んでボロボロ、焦げ臭いし、寝る場所を求めて
転々としています。」
「新しいスリッパ を買うお金がなく、身に着けているのは
ずっと同じスリッパだけです。今は遠くで暮らしています。」

児童労働（児童の人身取引と不法就労を含む）
KIIや参加型グループディスカッションでは、子どもの人身取
引と不法就労が関連したテーマとして取り上げられ、
SenseMaker®のストーリーでも不法就労が頻繁に言及さ
れている。さまざまなデータソースから得られた調査結果に
よると、子どもの人身取引は、収入創出の機会の不足、ジェ
ンダーや宗教による差別を背景に行われていることがわか
る。ラナオ・デル・スル州、マギンダナオ州、バシラン州のKI
は、女の子、特に既婚の 女の子は、経済的な必要性と女の
子や女性が家事を行うことを期待するジェンダー的規範か
ら、タイ、アラブ首長国連邦、サウジアラビアなどのイスラム
教徒の多い外国や近隣コミュニティの外で「家事労働」に雇
われる傾向が男の子よりも強いと説明した。 マギンダナオ
州でコミュニティ参加型分析に参加を呼びかけられた22人
のユース女の子のうち、2人は家事労働のために海外に渡
航したため断り、また 1人は家事労働のために海外渡航す
るための書類を手続き中であった。思春期の女の子たちの
多くが、海外で働くために合法的に渡航しているのか、それ
とも違法に渡航しているのかは不明である。人身取引され
る女の子たちが直面する恐れのある性的、身体的、精神的
暴力についてKIは以下のように 説明した。

15～ 19歳の (思春期の )  女の子は、特に弱い立場に
あると私は思います。この年齢になると、身体的な特徴
が大人っぽくなり始めるので、人身取引の対象になり
やすいのです。そして、生計を立てる  機会がない
中、より良い未来を約束されて人身取引の話に簡
単に乗ってしまい、被害に遭いやすいのです。私
の経験では、人身取引やレイプの被害に遭ったユース
の中には、心に大きな傷を負い、限界を超えてしまう場
合もあります。戻ってきた彼女たちに、以前の姿はあ
りません。私たちが扱うレイプ事件のうち、5件中3件が
先住民族のコミュニティの子どもたちです。

(政府系CSO、マギンダナオ州、KII)

貧困のため、家族は子どもを海外に働きに出しま

す。未成年の女の子も、18〜20歳と偽れば パスポー
トを取得することができます。
マラウィでは、強制移住を背景に、さらにその傾向が
強くなります。フィリピンの他の場所、あるいは海外で
働いているのです。マラナオ族の文化を考慮する と、
海外に行く人の方が多いです。フィリピン国内で家事
使用人としての仕事に就けば、家族のプライドを傷つ
けることになります。 認めるのは一部の家庭だけかも
しれませんが、この不名誉な傷についての投稿 [SNS
での共有 ]があって初めて、家庭内に家事使用人とし
て働いてい人がいることがわかります。 実際にどこに
いるのかは誰も知らないです。どこかの家庭にいるの
か、あるいは斡旋業者と一緒にいるのかもしれませ
ん。

(国連機関、ラナオ・デル・スル州、KII)

望まない結婚した知り合いがいます。彼女は妊娠を
機に、そんな姿を人に見られるのが恥ずかしくて、
学校を休みがちになりました。結婚後は泣いてばか
りで、子どもができると学校には完全にいかなくな
り、彼女は自分の州に帰っていきました。周りの人
に彼女は どこに行ったのか聞いてみると、マランタ
オに戻ったと。なぜ学校に行かなくなったのかと聞く
と、妊娠してしまい、そのせいで人に会うのが恥ず
かしくなったとのこと。夫となった人もまだ15歳で、と
ても若いです。妊娠しているのを見られるのが恥ず
かしいし、先生と顔を合わせるのも恥ずかしいという
ことでした。

(思春期の未婚女性、12～14歳、
ラナオ・デル・スル州、SenseMaker®）
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図6. コミュニティマッピングの活動 
(思春期の既婚女性、15～17歳、マギンダナオ州 )

参加者は以下のことを確認した：

• 思春期の女の子がよく行く場所（ピンク）：家、イスラム教
教育機関 、学校
• ユースがSRH情報を得る場所(赤): 地域保健所、バランガ
イの保健所
• ユースが支援やサービスを受ける場所(オレンジ） : 市役
所、バランガイの役場、学校
• 思春期の子どもが行かない場所・危ない場所（紫） : ピソ
ネット /インターネットショップ、農地 

コミュニティマッピング活動 (思春期の未婚女性、15歳～17
歳、ラナオ・デル・スル州 )

支えあう関係の不足
参加型のグループ活動やSenseMaker®のストーリーは、
ユースの社会性の不足を浮き彫りにしている。 また、どちら
の情報からも、ユースが、主に親や同世代の仲間など、彼
らの人生に大きな影響を与える者や支えてくれる者と、複
雑な緊張関係にあることがわかる。例えば、話し合いの中
でも、参加者たちは、ユースがなぜ深刻な差別や嫌がらせ
に遭うのか様々な理由を挙げた。SenseMaker®のストー
リーの中には、同世代との友情や支えあいに関するものも
いくらかあったが、ストーリーでも参加型グループ活動で
も、噂話や悪口のほうが圧倒的に多く、

調査結果

思春期のウェルビーイング活動では、どのサブグループや州
の参加者も、非正規労働に従事するユースは 「問題を抱えて
いる」と強調した。参加者は、ユースは家計の苦しさから働い
て収入を得るために、学校を中途退学せざるを得ないと説明
することが多かった。 参加者は、ユースの従事する収入創出
活動として、以下のようなものを挙げた : 「牛飼い」（未婚男
性、15～17歳、ラナオ・デル・スル州）、「彼女は早起きしてバ
ロブド（この地方で作られる伝統的な餅）を売る」（未婚男
性、18～19歳、ラナオ・デル・スル州）、「野菜や果物を育てて
生計を立てている」（既婚女性ケア従事者、コミュニティリー
ダー、18～19歳、バシラン州）、「洗濯」（既婚女性、18～19
歳、バシラン州）、「海藻や農作物の栽培」（既婚・未婚男
性、15～17歳、スールー州）。一方、スールー州の3つのサブ
グループ（18～19歳の未婚男性、女性のケア従事者とコミュ
ニティリーダー、15～17歳の未婚・既婚のユース男性）は、
「特に問題のない」ユースは働いて家計を助けているという意
見で一致していた。しかし、教育の代わりに働くことがあって
はならないことは、話し合いの中でも明らかだった。

コミュニティ支援体制の不足
コミュニティマッピング活動 の結果、ユース、特に女の子が集
い、交流し、遊び、社会とつながる場がコミュニティにはほと
んど存在しないことがわかった。 また、思春期の女の子がコ
ミュニティで専門的な支援サービスを利用できていないこと
も、活動の中で浮き彫りになった。コミュニティマッピング活動
を通じて、どの年齢層の参加者も、思春期の女の子にとって
安全でない場所が共通していた。それらは、紛争や暴力行為
が行われ、兵士や武装集団員がいることに加え、思春期の
男の子と女の子が交流できる場所であるため、参加者たちに
安全でないと考えられていた。スールー州（ヌヌカン、カンナ
ウェー、マウボー、ガンダルーシ）、マギンダナオ州（東リブタ
ン、キタンゴ）、バシラン州（ツブラーン、ベンベンガン）では、
政府軍／警察といくつかの非政府武装集団が通る、あるいは
頻繁に武力衝突が起こる道路 、橋、町の境界やチェックポイ
ント、農地などが安全ではない場所 として挙げられた。他の
地域（東リブタンとキタンゴ、マグナドナオ）では、兵士や武装
集団員も食事をしたりすることがあるため、レストランや食堂
も女の子にとって安全でないとする回答もあったが同時に、こ
うした場所の多くを、どの年齢層の参加者も「思春期の女の
子がよく行く場所」として挙げていた。思春期の男の子がよく
利用する場所 としては、「インターネットショップ」が挙げられ
た。思春期の女の子たちは、インターネットショップや「ピソ
ネット」（1ペソのインターネットカフェ）は「狭い空間」なので、
親はそういう場所で男の子たちと付き合ってほしくないため、
自分たちが行くのを許してくれないと報告している。大人と
ユースのグループは、インターネットショップは安全ではなく、
イスラム教徒のコミュニティでは推奨されない場所であると認
識した。 なぜなら、ユースは友達と付き合ったり、インター
ネット上で性に関する不適切な情報に アクセスするためにそ
こに行くという考えから、早すぎる/強制結婚の「温床」とみて
いるからだ。
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近所に住む2人の友人の話で す。この兄弟はとも早く
に結婚しました。母親は、二人の将来のために、そし
て二人の必要を満たすために 忙しく働きすぎていた
のかもしれません。 母親が仕事で忙しすぎたため、彼
らはネグレクトされていました。 父親はすでにおらず、 
彼らには母親しかいませんでした。 現在、二人は結
婚し、それぞれの家庭を持っています。この話が彼ら
の話で あることは、私にとっては（聞き取れない）こと
ではありません。私のようなユースにとって、すでに自
分の家庭を持っている人のプラス面は、一人前になる
方法について考え始めることですが、それは簡単なこ
とではありません。私にとっては、たとえまだ自分の家
族がいないに しても、一番大切なのはアドバイスであ
り、考える手助けをしてくれる人、悩みを聞いてくれる
人、必要を満たす方法を見つけてくれる人なのです。
貧乏だから難しいと言ってしまえばそれまでですが、
私たちユースにとって物質的なものはそれほど重要
ではありません。ただ、私たちが放置 されない限り、
悪いことをしようと思う機会がない限り、すべては (聞
き取れない）最近のユースはパサウェイ（「冷静」）だ。 
ある問題が起きると、彼らは尊大に振る舞い、暴れ、
酒を飲み、間違った友人と時間を過ごすようになる。
でも、ちょっとしたきっかけで彼らはつけあがり、暴れ
まわり、酒を飲み、悪い友達とつきあうようになる。良
い友達に巡り会えればラッキーです。私たちにとって
本当に大切なことは、それなのです。家族がいてもい
なくても、いい友達に恵まれることが私たちを導いてく
れるのです。そして、私たちがまともな考え方ができる
よう後押しできるのは、両親です。

(思春期の未婚男性、18～19歳、スールー州、
SenseMaker®）

どのサブグループや参加型グループ活動でも、ユースの
支援、ケア 、保護における親子関係の重要性が共通し
て強調された。 親からの経済的支援や道徳的アドバイ
スがないことは、つまりユースが 「問題を抱えている」と
いうことなのだ。

親は若い世代に助言し、指導し、精神性と信仰を教
える努力をすべきです。今、若い世代の大半はテクノ
ロジーやソーシャルメディアに注目しています。親は
子どもに神を畏れる心を教えるべきです。これは、若
い世代に欠けているものです。

参加型クループ分析の中で、既婚の女の子の参加者たち
は、思春期の女の子と両親やほかの家族との間に信頼関係
がないことが、思春期の女の子たちを、結婚して家の外に居
場所を見つけたいという気持ちにさせていることを強調した。
また、親や家族の中に支えようという気持ちがない場合、
デートや結婚前の恋愛について周囲の噂のほうを信じること
が多く、親が子どもと向き合い、悩みや不安について話すこ
とはないと説明した。親は家の名誉を守るために、娘に結婚
を強要するのだ。また、SenseMakker® のストーリーでも、
主に親から家庭内虐待を受けている女の子は虐待に耐え続
けるよりも、結婚して夫に安らぎや保護を求めたいと考える
ようになることが明らかにされている。

高リスク行動
高リスクの行動、特に違法薬物の使用は、KIIや参加型グ
ループ活動を通じて、ユース、特に男の子が直面している課
題として浮かび上がった。違法薬物の使用は、スールー州と
バシラン州のKIが、ユース、特に15～19歳のユースの男の
子が直面している最も大きな 問題として報告した。参加型の
グループ活動では、違法薬物の使用、喫煙、ギャンブルなど
の高リスクな行動は、思春期の男の子たちだけの問題として
とらえられていた。 これらの行動をきっかけに、窃盗などの
犯罪や社会的逸脱行為を行うギャング集団などに加わる傾
向があると、参加者は認識していた。参加者の説明による
と、これらの男の子の親は、子どもと別居していたり、すでに
亡くなっていたり 、安定した収入源がなかったり/または、子
どものニーズを満たすことができなかったりすることが多いと
いう。

U問題を抱える」思春期の男の子の様子を描いたグループ
イラスト。思春期のウェルビーイング活動。
(未婚の思春期の男の子たち、15～17歳、マギンダナオ州)

また、親は心を開いて、子育てに気を配り、子どもた
ちに向き合う必要があります。子どもたちの心を惑わ
し、心を奪うものは、家の外はもちろん家の中にもた
くさんあるのです。 

(女性ケア従事者、コミュニティリーダー、バシラン州）

調査結果

「悪い影響」といわれる同世代からの圧力は、ストーリーにも
コミュニティ参加型分析、参加型グループ活動にも頻繁に登
場する。「社会生活の不足」と「仲間からの悪い影響 」は、思
春期のウェルビーイング活動において、どのサブグループや
州でも共通して取り上げられ、特にスールー州では、「授業を
サボる」などの逸脱行動や、盗み、ギャンブル、ドラッグ、ア
ルコール、嘘などの「悪行」につながっていた。このように思
春期の仲間や友人を信頼できないことが、時に「親しか信用
できない」という次の話題につながることもあった。
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小さい頃から 、生活のために洗濯をしていました。今
は結婚していますが、今も安定した収入源はありませ
ん。私たちはいつもお金を借りています。夫 には仕事
がないので、食費のためにお金を 借りなければなら
ないこともあります。借金を返すためにサリサリストア 
(注 :食品雑貨店のような店のこと ) で他人の洗濯物を
洗ってい るのです。今では、お金を借りたくても、もう
貸してくれません。

(思春期の既婚女性、12～14歳、スールー州、 
SenseMaker®)

私は19歳です。早くに結婚しました。夫には仕事がな
く、自分たちの居場所を確保できていません。 誰か奨
学金を出してくれないかなと願っています。私も仕事が
なく、生計を立てられないのはつらい。いつまでも親に
頼り続けるのは嫌です。子どもの未来のためにも。

(思春期の既婚女性、18～19歳、スールー州、
SenseMaker®)

中途退学
SenseMakker® のストーリー分析から、ほとんどの女の
子が結婚後も勉強を続け、生活を向上させて家族を助け
るために教育を修了したいと望んでいることがわかった。

昔は学校に通っていましたが、8年生の時にやめまし
た。昔、誤った噂が広まって、 結婚させられました 。
母がその人と私を 結婚させようと思ったのは、そうい
う噂で私の女性としての尊厳が傷つけられ、それを止
めるために私は結婚するしかなかったからです。今の
夫は、まだ私たちが 学生だった頃に私を気に入り、
やってもいないことをやっているといった噂が広まりま
した。 
だから、勉強を中断して、ただ 結婚に応じようと思った
んです。現在、私も夫も無職で、実家に頼っている状
態です。勉強に集中し、男の子と仲良くしないようにし
ていれば、こんなことにはならなかったのにと、叱られ
ることもあります。でも、まだ学生だったころは、合格
点を取っていたので、頭が悪いとかそういうことはあり
ませんでした  。総合点が100点なら、64点を取ってい
ました。恥ずかしくて、もう勉強を続けられなくなりまし
た。もし噂を聞いた当時の私の気持ちがわかってもら
えれば、もしかしたら、私に同情してくれるかもしれま
せん。

(思春期の既婚女性、15～17歳、ラナオ・デル・ス州、
SenseMaker®)

結婚した女の子とその子どもの健康とウェルビーイングに及
ぶ悪影響
SenseMakker®と参加型グループのデータから、女の子は結
婚後すぐに子どもを産むようにという圧力を家族や周囲から
受け、母親が病気がちになるなど、性と生殖に関する健康に
悪影響が及んでいることがわかる。また、既婚の 女の子の中
には、流産や子どもの死亡の経験を話してくれる者もいた。
妊娠によって身体を壊し、それが引き金となって心や精神を
病むストーリーもあった。 さらに、夫からの虐待やネグレクト、
また時には、義理の両親や夫の家族からの虐待で結婚生活
が難しくなるというストーリーを語る既婚の女の子たちもい
た。既婚の女の子の中には、虐待から逃れるために夫と別居
したり、離婚したりする者もいて、実家を頼って出戻ることが
多いという。

調査結果

既婚の女の子が抱える主な課題
早すぎる結婚は、女の子から健全な成長のチャンスを奪い、
結婚後彼女たちが貧困から抜け出すこともできず、早すぎる
妊娠をして中途退学し、自身とその子どもの健康が脅かさ
れ、孤立とスティグマにより心を病み、社会の中で精神的に
追い詰められていくという破滅的な結果をもたらすことが、調
査結果から明らかになっている早すぎる結婚に関する543の
ストーリーのうち、約半数（45％）が自分自身のストーリーを
否定的または非常に否定的に受け止めており、早すぎる結
婚が思春期の女の子やその家族、コミュニティに悲惨な影響
を及ぼすことを示している。さらに、参加者が前向きに受け止
めているストーリーの大半も、やはり思春期の子どもたちの
悩みが中心であった。

貧困の連鎖
データからは、大半の親と一部の女の子たちが結婚を、貧困
に歯止めをかけ、自分たちの新たな道を開く手段と受けとめ
ていることが読み取れるが、SenseMaker®と参加型グルー
プのデータでは、早すぎる結婚は女の子と家族に終わりのな
い貧困の連鎖をもたらしていることが明らかになった。多くの
場合、女の子も夫側も結婚前から経済的に安定しておらず、
経済的に自立する前に子どもが生まれているというデータが
ある。ストーリーにも、結婚した女の子が、自分や子どもの
日々の生活をまかなうことができず、父方の実家に戻る話が
いくつもある。特に既婚の女の子は、経済的な必要性と女の
子や女性が家事を行うことを期待するジェンダー規範のため
に、未婚の女の子や男の子よりも海外やコミュニティ外で家
事労働に雇われる 可能性が高い、とKIは説明した。
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また結婚を、時には夫や義理の両親の支援を得て、教育を
続けるための道や方法と考える女の子もいる。しかし実際に
は、学費を払う財源がないことや新妻としての家事の義務、
育児などを理由に、多くの女の子が結婚後、学業の中断を
余儀なくされていることが、さまざまなデータで示されて
いる。また、SenseMaker®のストーリーに、思春期の男の子
が結婚後、家族を養うためのお金を稼ぐことに専念するため
に学校を中途退学するかもしれないという話があったが、こ
れが収入の道を狭め、その結果貧困の連鎖に再び陥ること
につながっている。 前述のように、女の子たちの中には結婚
後、嫌がらせや恥ずかしさから逃れるために中途退学する者
もいるが、特に強制されて結婚した女の子にとって、学校に
通い続けることは極めて困難なのが実状だ。



結婚して子どもを授かったのですが、その子は亡く
なってしまいました。あの時は辛くて泣いたけど、その
後子どもができて、元気に生きています。夫は漁師
で、借金することもありますが、お金ができたら返済し
ています 私も生活のために 魚を売っています。私た
ちの子どもはまだ学校に通っていません。

 (思春期の既婚女性、18～19歳、スールー州、
SenseMaker®)

スティグマと社会的孤立
SenseMaker®のストーリーやコミュニティ参加型分析から、
結婚かつ/または妊娠している女の子は一層深いスティグマ
に苦しんでいることが明らかになった。データでは、早すぎる
結婚や妊娠は社会的に必ずしも高く評価されておらず、特に
結婚は家族の恥を軽減する手段にされることが多かった。
女の子の中には家族からも仲間からも差別とスティグマを受
けている者もいることがわかっている。 例えば、女の子はコ
ミュニティの噂をなくすために若いうちに親に結婚させられ、
その後、学校ではこうした状況を理由にいじめや嫌がらせを
受ける場合がある。夫や義理の両親、夫の兄弟、そして下
の話のように 夫の他の妻から馬鹿にされ、精神的虐待を受
けたというストーリーも、既婚の女の子たちから語られた。

また、調査結果によると、既婚の女の子は、結婚と/あるいは
妊娠したことで、家族や仲間、より広くコミュニティなど、社会
からの孤立に苦しんでいることもわかる。結婚をめぐる女の
子たちのストーリーでも、実家を離れて夫や夫の家族と暮ら
すようになったいきさつと、そのために物理的にも心情的に
も実家と距離ができ、サポートが受けにくくなっていることが
語られている。 また、社会的孤立が、経済的機会その他コ
ミュニティの生産活動に参加する機会の不足など、他の様々
な機会の喪失につながる可能性があることも、データが示唆
している。例えば、様々な方法で得たデータをいくつかの角
度で分析した結果、既婚の女の子の多くが学校に通ってお
らず、非正規の教育も受けていないことが確認された。この
ことは、結婚した女の子が仲間から孤立しているだけでなく、
学習の機会からも切り離され、雇用機会や、保健教育や心
理社会的カウンセリングなど、学校を基盤とした社会サービ
スやプログラムへのアクセスも制限されていることを示唆し
ている。さらにストーリーは、結婚後女の子が家事労働だけ
でなく、子どもや家族の世話を一手に担っている姿を浮き彫
りにしている。

結婚したのは18歳の時でした。これは私たちの話で
す。まず、付き合い始めてから、正式に私の家に行っ
て求婚し、同棲して子どもが生まれました。私が子ども
を産んでから、彼は（他の女性に）手を出すようになり
ました。子どもがまだ4ヶ月の時に、彼は私たちを置い
て出ていきました。親と同居していないこともあり、私と
子どもは転居を繰り返しました。子どもが8カ月くらいの
とき、ザンボアンガに行きました。私は仕事に行き、下
宿を借り、その後ジョロに戻り、子どもを両親に預ける
という、犠牲を払わなければなりませんでした。その
後、再びザンボアンガで仕事をするようになりました。
きちんとケアしてもらえなかったので、子どもにとっては
大変でした。

子どもを養うために必要な仕事は何でもやりました。子
どもを親に預けました。就職後、別の夫も見つけました
が、結局は同じで、どちらかというと態度が変な人でし
た。最初は優しくて仕事も真面目でよかったのですが、
やはり子どもがいることを受け入れられないということ
で、別れることになりました。もういいんだ、そういう運
命なんだ、辛くても受け入れるしかないんだ、と子ども
が一緒にいる限り、すぐに大丈夫です。

(エヌム：あなたも別居したのですね。 でも、彼はあなた
が妊娠していることを知っているのでしょうか？)
私は妊娠6ヵ月の時にジョロに行き、その後ザンボアン
ガに戻ったので、彼は知っているのでしょう彼は（他の）
奥さんとよりを戻したのです。

(エヌム:奥さんがいたんですか？) 
はい、それは いいんです。奥さんは ライバルがいるの
が嫌だったので離婚を切り出したのは私です。彼女は
KCC（ショッピングモール）で私に恥をかかせましたが、
夫は私をかばい、私が妊娠しているから傷つけないよ
うにと言いました。大勢の人の前で恥をかかされて辛く
ても受け流したからいいんです。私は何もできず、結局
は 2番目の妻ですから、負けることを受け入れるしか
なかったのです。だから、たとえ妊娠していても、別れ
ることにしました。
今は、サウジアラビアで働いている兄姉も少し助けてく
れています。両親を支え、私や子どもたちの暮らしも助
けてくれています。兄姉とも、産後は私が仕事を探すと
いう話をしていましたが、人の手を借りないと進まない
し、収入もなかなか得られません。

実は、もう一緒にいなくてよかったと思ってるんです。
頭痛の種が減りました。何しろ、子どもがいるし、もう一
人生まれるので、どんな困難も乗り越えて行きたい と
願うばかりです。Iもし、奨学金などで復学を支援してく
れる人がいれば、子どもたちが私と同じ道を歩まない
ように、彼らの将来のためにも復学したいです。

結局、壊れた家庭を作ってしまったという現実 。私の
話は、大体こんなところ です。誰かが助けてくれるとい
いのですが、子どもたちが一緒にいてくれることが幸せ
です。もし誰かが奨学金や生計プログラムを通じて私
たちを助けてくれるなら、それは大きな助けになるで
しょう。 
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(思春期の既婚女性、18～19歳、スールー州、 
SenseMaker®)

早すぎる結婚の拡大要因
早すぎる結婚の根底には、女の子と女性たちをジェンダー
差別等のリスクにさらす有害なジェンダー規範と家父長制の
力学に根差したジェンダー不平等があることは、調査結果か
らも明らかだ。 早すぎる結婚の根本的な要因は一貫してい
るが（例：ジェンダー差別、貧困）、拡大要因の強さは、人口
の多様性と危機の性質（例：紛争、避難、COVID-19 封じ込
め策）を反映して、環境ごとに異なっている。 SenseMaker®
の結果とKIIのデータから、BARMMで早すぎる結婚が拡大
している主な要因は、思春期の性と生殖に関する健康と社
会規範の関係を明確にするために用いたフレームワーク内
の各領域（個人、社会、組織、リソース）にまたがって存在す
ることがわかった。 調査の結果、新たなリスクが発生する中
で、紛争の影響や強制移住の状況がどのように要因を悪化
させているかが明らかになった。主な要因には、家族の名誉
が傷づくことを恐れて行う思春期の性のコントロール、家族
への義務感、思春期の女の子の意思決定力不足、貧困、他
の選択肢がないこと、さらに結婚について言及しているコー
ラン（ハディースなど）の解釈や現在の法的環境などがあ
る。

私は13歳です。夫の家族が我が家に（結婚を）申し込んだとき、私は学校にいました。家に帰ると、(夫の家族と私の家
族が)サラ（居間）に座り、箪笥の中にお金やその他の品々を入れて話をしていました。これは何だろうと母に尋ねると、
後で私の婚約のことだと知りました。母は「(そのお金は)借金を返すため」と嘘をつきましたが、実際は私のダウリー（持
参金）だったのです当時、私は若かったし、母が嘘をつくはずがないと思っていたので、信じてしまったのです。 

そのうち、「そろそろ結婚するんじゃない」とからかわれるようになり、疑うようになったのですが、彼らの言っていること
が 信じられませんでした。学校に行こうとしたら、今までより多いお小遣いをくれたんです。なぜ50ペソもくれたのかと
聞いても、母は何も答えない。学校にいたときに 、「もうすぐ結婚するんだ」という話を聞いて、「おめでとう」と言われた
ことがあります。家に帰ると、「ガウン」と書かれた箱が置いてありました。母に「誰が結婚するの」と聞くと、「あなたよ」と
答えました。私の知識では、そのお金はバイク代にしかならないのに、母は結婚の代金だと言うのですから、ショックで
した。 

いよいよ結婚式の日を迎えましたが、こんなに 若くして結婚することが受け入れられず、写真撮影 の時も涙が止まりま
せんでした。結婚して数日後、私はまだ夫がいることに慣れませんでした。いつも父と母のそばで寝ていた私は、両親
の「もう結婚したから、そばで寝られない」という言葉を聞いて、涙があふれてきました。 

私にはすでに夫がいることを受け入れることができませんでした。 夫のそばにいると、私は恥ずかしくなり、また怒りも
わいてきました。それは、夫のせいで結婚することになったと分かったからです。彼は以前から私に好意を抱いていた
ことがわかり、私を手に入れる方法を考え出したのです。学校に戻ると、友達から「結婚したのか」と聞かれましたが、
何を言われるか分からないので否定し、事実を隠しました。私が早く結婚したのは、私 のせいだという噂もあったくらい
です。 結婚してから、友達にも避けられるようになりました。結婚したために、友達は もう一緒に遊んでくれず、悲しい
です。

 (思春期の既婚女性、12～14歳、ラナオ・デル・スル州、SenseMaker®)
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その他、早すぎる結婚のリスクを高める要因として参加者ら
は、結婚生活に対する誤解、テクノロジーやソーシャルメディ
アを挙げた。COVID-19のパンデミック下で、マギンダナオ州
で実施したKIIでは、（貧困、教育へのアクセス不足、収入創
出活動と他の選択肢の不足など）これまで州内で早すぎる結
婚を拡大させてきた要因がCOVID-19でさらに深刻化してい
ることがわかった。また、ラナオ・デル・スル州やマギンダナオ
州に特有の要因として、政治力とリソースの強化・拡大、一族
の争いによる分裂と暴力などがデータから明らかになっ
た。IDP特有の要因としては、受け入れ先へ感謝を示すため
の親族との結婚や人道支援を背景としたものなどが挙げられ
た。

思春期の女の子の意思決定力不足
SenseMaker®のストーリーやKIから得られたデータによる
と、BARMMの多くの思春期の女の子は、女の子と女性を差
別するジェンダーや社会規範を背景に、いつ、誰と結婚する
かなど、人生にかかわる事柄について決定する力を与えられ
ていないことが分かった。KIIやストーリーからも、女の子の行
動、セクシュアリティ、身体、社会性と心の健康、リソースや機
会へのアクセスは、両親に、そして結婚後は夫にコントロール
されていることがわかる。これは、ダウリー（持参金）の習慣を
はじめ、結婚の意思決定プロセス全体に反映されている。

SenseMaker®のメタデータパターンでは、個人には相応の
影響力や責任があると考えられていることが示された。 しか
し、ユース女性が結婚を望んでいない場合でも、通常は彼女
に決定権がないことが強く示唆されるストーリーもあり、複雑
なものとなっている 。



図9：左の三角形 では、左端に
「出来事はあらかじめ決まってい
る」と考えていることを示す大き
な集団 （43％）があり、右の三角
形では、上部に「ストーリーの中
で起こったことは個人の責任で
ある」と考える別の大きな集団
（54％）が存在する。

コミュニティ参加型分析でSenseMaker®の話を分析した結
果、一人称で語られる話は通常受動的であり、個人の主体
性から距離を置いていることを反映しているという研究チー
ムの推測が裏付けられた（上記の図9「なぜ、そのような経
緯でストーリーは生まれたのか。」の通り）。一方、三人称で
語られる話の多くは、ユースの主体性が強く、いかに意図し
た選択と行動が結婚につながっているかを強調している。紹
介されたストーリーのなかで共通していたのは、女の子が自
分で結婚につながる行動 を選択することで、実際に結婚が
決まるということであった。女の子が男の子と交際したり、交
際の気配が あったりすると、親から結婚を迫られることを、
さまざまな方法で得たデータが示している。結婚が彼女の
「したこと」であると見なされ、そのため、彼女の話がコミュニ
ティ内の非公式なネットワークを通じて共有されることで、責
任は彼女にあると考えられるのだ。

今話せるのは、早く結婚した女の子のストーリーです。
それは その女の子の母親が交際を知って、「勉強が
先だ」と子どもを叱り続けたけど、女の子は聞き入れな
かったのです。 女の子の母親は相手の男の子を探
し、男の子は怖くなり、女の子はまだ若く、学校に行っ
ているので、すぐに結婚する予定はないと言ったそうで
す  しかし、「勉強が先だ」と言い続ける母親の言うこと
を聞かないので、2人の両親が話し合って結婚すること
になりました。

(思春期の未婚女性、15～17歳、
Maguindanao、SenseMaker®)

「交際は禁止されているので、親が結婚させます。 昔
は、付き合っているのがわかると子どもを殺していたそう
です。親は結婚を段取りして、子どもには早く結婚してほ
しいと思っています。 道徳的には、若いうちに結婚する
ことが認められています。 ノーと言えば（家族の）評判が
悪くなってしまうため、親は（結婚に）イエスと言わざるを
得ないのです. 今でも強制結婚はあります。

 (NGO、ラナオ・デル・スル州、 KII)

ほとんどの KI は、ユースには自分の結婚について「主体
性」と「決定力」が不足していると述べた。 むしろ、結婚を含
むユースの人生における主要な意思決定者は親であった。
また、思春期の男の子は、思春期の女の子に比べて結婚の
決定権をより強く持っているという意見も少数ながらあった。

結婚生活に対する誤解
数名の KI は、思春期のユースが子どもとして結婚を選択し
ている状況について説明した。KIは、思春期の女の子が親
の干渉を受けずに結婚することを選んだ場合、それは結婚
によって 貧困や/または実家での虐待から逃れられるといっ
た、結婚に対する非現実的な期待を持っていることが多いと
述べた。思春期の女の子たちが結婚生活に対して抱く理想
や夢は実現されていないと、KIIで指摘されたこのこと 
は、SenseMakker® のストーリー、参加型コミュニティ分
析、そして比較すると少ないが、参加型グループ活動におい
ても明らかであった。

調査結果

SenseMaker® のデータ（下図）では、ストーリーの中の出来事の責任の大部分（54%)が個人にあるとされている一方で、
出来事の結果はあらかじめ定められたもの（運命として受け入れられる）と考えられている（43%)ことが、パターンとしてはっ
きり示されている。このことは、結婚の意思決定における力と選択についての話し合いで、逆説や矛盾につながっている。
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なぜ、そのような経緯でストーリーは生まれたのか。

人びとの行動により

あらかじめ決められた
それがここ の
やり方なのです

あなたのストーリーで起こったことの責任は、
誰に、あるいは何にあるのか。

本人が全責任を負う

人びとの意識 権力や権威を
持つ人たち



 私は18歳です。まだ勉強を続けていた頃、ジョロで叔
母と暮らしていました。サヤワン（コミュニティ・ディス
コ）に行って、遅く帰ることもありました。同居していた
叔母が、「私が勉強に本腰を入れず、男とばかり付き
合っている」という噂を流しました 勉強もしっかりやっ
ていて、親に恩返しをしたいと思っていたのに、彼女
に悪者にされてしまいました。彼女は、ダウリーをもら
うために私に結婚してほしかったのです。

そもそも、叔母が私の学業を支えてくれたのはお金が
目当てでしたから。まだ 同居していた時に私が恐れ
ていたのは、叔母が両親に嘘の噂を流すことでした。
口答えすれば「失礼な人間だ」と言われるのでどうしよ
うもなく、状況 を受け入れるしかなかったんです。 何も
悪いことをしていないのに、ある人の言葉によって突
然彼氏が悪者にされたとき、彼氏のところへ行くことに
しました..ただ、ただの嫌な噂のせいで、他人から見た
自分のイメージを下げたくはなかったんですそれが嫌
で、仕方なく彼（彼氏）の家に行ったんです。私は勉強
を中断せざるを得ませんでした...。

学校には戻れませんでした。お義母さんが受け入れて
くれて、本当にありがたかったです。彼らは、『ヒハ（娘）
よ、入ってきなさい。どうしたの』と。そこで私は、自分
の状況と叔母の事情を話しました。 彼女は『それにつ
いてはほとんど何もできないけど、いずれは私の息子
と結婚してもらう』と答えるだけでした。

夫が受け入れてくれたことに本当に感謝しています。
私の勉強を続けるために、誰かが助けてくれることを
願っています。1〜2ペソのバオン（お小遣い）だけで
は学校に通うのは難しく、交通費も払えません。今で
は、夫と子どもがいて、私は まだ勉強を続けることが
できません。でも、勉強を 再開し、いつか学校を卒業
して、就職して、そして親に恩返しをしたいと今でも 
願っています。また、夫が学校に戻れるようにしたい
です。両親のために生計を立てたい。これが私たち
のここでの生活です。お米もなかなか手に入れること
はできません。

 (既婚女性、18～19歳、スールー州、 
SenseMaker®)

ストーリーに登場する娘たちは、親の経済的負担を軽減す
るために結婚を受け入れ、その結果、親は娘のきょうだい
によりまともな暮らしをさせることができるようになる。
SenseMaker®のデータから、思春期の女の子や女性は、
早すぎる結婚をあらかじめ決められたこと、あるいは運命の
一部と受け止めていることが明らかになった。ただ、ここに
地域参加型分析に参加した大人の住民が加わると、話は
複雑になる。

発生するすべての状況は、アッラーの運命にある
のですが、その運命には3つの種類があると考えら
れます。 第一は、神によってあらかじめ定められた
運命（健康、人生、祝福など）です。  第二は、自分で
決めた運命（例えば婚前交渉であるとか、無謀な運
転による交通事故など）です。第三は、強制的な運
命-本人は望んでいないのに、強制結婚のように周
囲が強制的にそうさせるもの。それはハラーム（「禁
止」）[または]私たちのなかでは許されないことです。
なぜなら、それについてまず女性の意見を聞かなく
てはならないと明言されているからです。 それでも、
家族や私たちのコミュニティがその慣習を続けてい
るから、彼女は結婚に踏み切る。それは逆らえない

運命なのです。

 (大人の参加者、コミュニティ共同分析ワークショッ
プ、マギンダナオ州)

結婚における親の意思決定
すべてのデータソース（SenseMakker®、FGD、KII）におい
て、早すぎる結婚の主要な意思決定者は親であることが確
認された。調査結果によると、親は娘と主に年上のユースを
強制的に結婚させるという伝統的な慣習を続けている。 よく
挙げられるのは、思春期の女の子とユース男性（19〜2525
歳）との強制結婚だが、もっと年上の男性との強制結婚もあ
る。ラナオ・デル・スル州のあるNGOのKIは、両親が10歳の
娘を90歳のスルタン(注: イスラム教主権者)であるバランガ
イの長との結婚を強制し、彼の30番目の妻にさせたという
話を紹介した。. ストーリーやKIIでも、娘に結婚を強要する
理由は、参加者の居住地によってさまざまだった。

調査結果

参加型コミュニティ分析では、すべてのサブグループが、結
婚生活の現実を知り、理解を深めてほしいと述べた。ユース
と大人 の参加型グループの参加者は、ユースは貧しい生活
から逃れるために結婚を選択すると明言した。ラナオ・デル・
スル州の18～19歳の既婚のユースは、「チト（コミュニティで
「問題を抱える」ユースの仮名 ）は、自身の選択で結婚しまし
た」と話す。「生活が苦しく、父方の実家が経済的に困窮して
いたため、妻を持ちたいと考えたのです」

自己犠牲と義務感
SenseMakker®や参加型ディスカッションを通じて集められ
た多くのストーリーは、思春期の女の子たちには両親や家族
に対する義務感があり、そのため、強制結婚に対する恐れ
や目的、ためらいがあるのは仕方ないと考えていることがわ
かる。女の子が親への義務感から自己犠牲を払って家族の
名誉を取り戻し、あるいは支えるというストーリーである。思
春期の女の子たちの両親や家族に対する義務感や自己犠
牲の意識と、調査結果を通じてさまざまな形で現れる恥の感
情は密接に関連している。参加型グループは、ユースが周
囲や仲間の影響でデートをしたり、他の不適切な行動をとる
など、厳しい性的規範に反する「負の価値観」と「悪癖」に陥
ることが、早すぎる結婚を拡大させていると明らかにした。
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(子どもを）お見合い結婚させるのは、政治的な理由
からかもしれません。政治家は家族の結婚にも力を
及ぼすものです。市長は、自治体への強力なルートを
持ちたいと考え、弟や兄も皆、バランガイの家庭に婿
入りしているので、そこで票を得て、（彼らの）政治生
命が延びるのです。

(NGO, ラナオ・デル・スル州, KII)

一方、コミュニティ参加型分析セッションに参加した大人のグ
ループではほぼ逆で、今の時代、ユースが持つ選択肢は増
えているため、親は影響力やコントロール（あるいは保護）が
及ばなくなっていると感じていた。コミュニティ参加型セッショ
ンに参加した様々な年齢層のグループによると、携帯電話の
せいで、ソーシャルメディア上で子どもたちがどんなコミュニ
ケーションをしているか親は監視しにくくなっていると語った。

家族の名誉を脅かされないように思春期の性をコントロール
する
SenseMaker®のストーリーや一部のKIによると、早すぎる結
婚は、思春期の女の子の性をコントロールする必要があると
いう大人の意識の現れであり、それ自体、ユースの交際に関
して何が許され、何が許されないかという強い社会規範に基
づいているという。KIの説明によると、親は思春期の娘の性
的行為が家族の名誉を傷つけることを恐れ、コミュニティに噂
が広まるのを避けるために子どものうちに結婚させるのだと
いう。KIや思春期の女の子のストーリーでも、女の子が男の
子と手をつないでいれば、瞬く間に噂になりうることが明かさ
れた。イスラム社会では、未婚者間の性的関係（ジーナ）は違
法とされている。思春期の女の子たちは、実際に男の子と性
的関係を持ったか、あるいは持ったと思われた結果、どんな
風に両親に男の子との結婚を強要されたかという話をどの州
でも同様に紹介した。 マギンダナオ州の12歳〜19歳の思春
期の女の子は、「私は駆け落ちしたと噂されました...私はお見
合いには反対だったので、家を出ましたが、無駄な抵抗でし
た。やはり結婚させられました。」と語った。 多くの女の子が
結婚に不満をこぼしても、彼女たちは強制結婚を正当な罰と
して、あるいは家族の尊厳を損なわないようにする手段として
受け入れているようだった。

以前は学校に通っていましたが、8年生の時に通わな
くなりました。若すぎる年齢で結婚したのは、間違った
噂のせいです。 噂で私の女性としての尊厳に傷がつ
いてしまったから、噂を止めるためにこの男性と私を
結婚させようと、母は考えたのです。夫は学生時代、

私のことが好きだったのですが、このような噂が広ま
り、やってもいないことをやっていると非難されたので
す。 だから、学業を中断して結婚に応じようと思ったん
です。

現在、私も夫も無職で、私は両親に頼っている状態で
す。勉強に集中し、男の子と仲良くしたりしなければ、
こんなことにはならなかったのにと、叱られることもあ
ります。. でも、まだ学生だったころは、合格点を取って
いたので、頭が悪いとかそういうことはありませんでし
た。 I総合点が100点なら、64点を取っていました。恥
ずかしくて、もう勉強を続けられなくなりました。 

噂を聞いた当時の私の気持ちを知れば、もしかした
ら、みんな私に同情してくれたかもしれません。

(既婚女性、15～17歳、マラウィ（ラナオ・デル・スル
州）、SenseMaker®)

Kまた、親やコミュニティのリーダーは、10代の妊娠、交際、
駆け落ち、レイプを社会的逸脱行為とし、それらに対する一
種の罰として、かつ、さらなるもめごとを避け、女の子の家族
の名誉を守るために結婚という手段で対応していることが、
KIによって明らかにされた。例えば、性暴力を受けた思春期
の女の子は、家族やコミュニティに恥をかかせないために、
加害者との結婚を強制される。

マラウィでの活動中に話を聞いた女の子の中には、
性的虐待にあっても、スルタンやイマン（道徳的・精神
的指導者）が間に入ってきて女の子や男の子の親に
話すのが怖くて話せないと言う子もいました。彼ら（ス
ルタンまたはイマン）は両親に和解を持ちかけ、事を
収めるために結婚を強制するのです。例えば、男性
が女の子をレイプしたら、その子はその男性との結婚
を強制されます。 裁判でも、弁護士は『女の子を結婚
させて決着をつければいい』と言うでしょう。 あるい
は、男性の親に『女の子の親にお金を払えば、一件落
着ですよ』と言うでしょう。

(NGO、ラナオ・デル・スル州、KII)

貧困と安定した収入創出活動へのアクセス不足
どのデータソースから得た結果も、貧困と安定した収入創出
活動に参加できない現状が、BARMMにおける早すぎる結婚
の主な拡大要因であることを示している。 また、貧困と生計
手段がないことを、どの州のKIも参加型グループ参加者も共
通して早すぎる結婚の要因として挙げた。.早すぎる結婚につ
いてファシリテーターに質問された大人とユースの参加型グ
ループの参加者は、早すぎる結婚の主な要因として経済的
な要素を挙げた。ラナオ・デル・スル州の女性ケア従事者・コ
ミュニティリーダー・グループの参加者は、こう説明した:
「親が娘を早く結婚させるのは、家計の負担を軽くするため。
なぜなら、結婚すれば、彼女自身の世帯で別々に暮らすこと
になるからです」
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特に避難民にとっては、生き残ることが最も重要なことだ
と言えるでしょう。 しかし、一般的には生計手段へのアク
セスが優先されます生計手段は、子どもたち、特に女の
子にとって学校に行くこととイコールだと言えるでしょう。
教育を受け、十分な情報を得ることで、「ノー」と言えるよ
うになったり、自分自身でより良い判断をすることができ
るようになるのです。 また、他のことをしたり、追求したり
する人生の機会も与えてくれます。貧困から抜け出せな
いとしたら、海外に出るか（人身取引を受け入れるか）、
早く結婚するしかないでしょう。

(政府CSO、マギンダナオ州、KII)

SenseMaker® のストーリーでは、貧困と早すぎる結婚の
一層複雑な関係が明らかになった。 早すぎる結婚をめぐる
多くの話の根底には、貧困があった。

学費を捻出できない家庭で、女の子は早すぎる結婚を強い
られたり、家族を養うという義務感から早すぎる結婚を受け
入れざるを得なかったりすることが、KIによっても裏付けら
れており、図10にも示されている。データ分析参加者の話
し合いは、既婚未婚問わず、義務と生計手段とのバランス
に集中し、特に親の役割について多く語られた。またストー
リーから、女の子を結婚に追いやる慣習や規範があること
も浮き彫りになった。いまだにダウリー（持参金）や結婚を
めぐる金のやり取りなどの慣習に頼る親がいる実態があ
る。ダウリー制度は、娘を嫁に出すのと引き換えに、夫の家
から金や宝石などの財産が得られるため、親は娘の強制
結婚へと駆り立てられている。

6年生の頃、ある同級生がいました。彼女の父親が病
気で病院に入院していることがわかりました。病院代
が払えないので、妹が結婚しなくてはならないと話して
いました。彼女の妹は結婚を望んでいませんでした。
彼女はまだ幼かったし、頭もよく、勉強もまじめにやっ
ていました。病院代は5万ペソほどでした。

彼女の妹は仕方なく結婚に同意しました。5万ペソのダ
ウリーで結婚しましたが、その全額が病院代になりまし
た。その女の子は5年生までしか修了していませんが、
その若さで結婚するのが恥ずかしいので、学校には戻
りたくないそうです。 

でも、そもそも自分の意思で結婚したのではないし、父
親も亡くなってしまったのだから、彼女は恥じることは
ないと思います。 彼女の家族は父親の治療費として5
万ペソを支払いましたが、それでも父親は亡くなってし
まいました。そのため、彼女は『今まで真面目に頑張っ
てきたのに、何のためにもならなかったから、学校に
戻っても意味がない』と思うようになったそうです。

（未婚女性、15～17歳、ラナオ・デル・スル州）

質の高い教育へのアクセス不足
すべてのデータソースにおいて、質の高い教育へのアクセス
不足が早すぎる結婚の主な要因として挙げられている。農
村部や紛争下の地域では、校舎は存在するものの、学校に
教師や資材がないことを数名のKIが伝えた。質の高い教育

が受けられる場所であっても、思春期の女の子は、主に学
費を支払う経済力がないことが障壁となって、教育を受ける
のが困難になっていることが、データから示された。

SenseMaker®の調査結果では、経済力の不足が、ユース
の就学を左右する主な要因として挙げられてい
る。SenseMaker®参加者のうち、719名（全体の3分の1）が
「経済的な不安があるため、学校に通っていない」と回答し
た。

図10:上の三角形でストーリーを
解釈・分析すると、生存がすべ
ての行動の主な要因であること
がわかる（左の三角形では
44%、具体的に結婚に言及した
ストーリーを示すために抜きだし
たもの）特に、経済的な理由で
学業を中断したケースでは、「生
存」が強く意識されている（右の
3つの角のうち、一番上の
54％）。これは、義務、結婚、生
存、教育の中断という各要素が
潜在的につながっている可能性
を示している。

調査結果

l貧困と教育は本質的に結びついており、その先に早すぎ
る結婚という現実が生まれていると、KIは説明する。貧困
だけでは早すぎる結婚は起きないが、収入を得るための活
動ができないために学費を捻出できず、学校を中途退学す
ることになる。教育が受けられなければ、女の子たちには
早すぎる結婚以外の選択肢はほとんどないのが現状なの
だ。
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「ストーリーの中でなぜそういう行動をとったのか？」

結婚にまつわるストーリー 経済的な理由で教育を中断

生存・生計手段 生存・生計手段

義務・責務 義務・責務地位/権力 地位/権力



 (マラウィ包囲網による）避難生活の最中、人々はマラ
ウィを包囲する武装集団のFacebook投稿を共有し、
女の子たちは応援のコメントを送った。ソーシャルメ公
共の場では声を上げない女の子たちは夢中になり、応
援コメントを送っている。武装集団内での役割が
どんなものだったのかは不明ですが。 

(国連機関、ラナオ・デル・スル州、KII)

親が娘に早すぎる結婚をさせたとする大部分のKIとは対照
的に、これらのKIは、思春期のソーシャルメディアの利用が
早すぎる結婚の原因であると表明した。マギンダナオ州の数
人のKIは、COVID-19の感染拡大下でユースによるソーシャ
ルメディアやテクノロジーの利用が進んだことで、ユースが
異性と出会い、その後結婚する頻度が上がった可能性を指
摘した。早すぎる結婚の慣習に対するCOVID-19の影響に
ついて、マギンダナオ州のKIは次のように述べた。

家にいてやることがないので、ほとんどの時間をネットや携
帯電話で、知り合いかどうかわからないような人とおしゃべ
りして過ごしているのです。ストレスや退屈を軽減するた
めに、ネットで友人を探したり、あるいは会ったりする
傾向があるようです。 特に「テキストメイト」がいたり、
誰かと付き合っていることがわかると、親は強引に結

婚させようとするのです。 

(政府CSO、KII、マギンダナオ州)

この種のテクノロジーの利用が、交際、噂、駆け落ち、早す
ぎる結婚へとつながっているが、多くの場合、各個人の選
択によるものと受け止められていることが、データからわか
る。

彼女が結婚したのは18歳の時です（まだ勉強中であっ
たため、両親は若くして結婚することに反対していた）。 

彼氏（現夫）と一緒に家出し、現在は義理の両親と
同居しています。まだ10代の頃、彼女は勉強ができ
なくて、集中力もありませんでした。その代わりに、彼
女は携帯電話やメールなどに夢中になり、そこで夫と
出会いました。2カ月の交際を経て、結婚を決意しまし
た。ラナオ・デル・スル州マグィングの出身の彼女は、
夫の住むブティグに移り、現在妊娠中のため、学校は
中断しています。

夫が殴られるのが怖くて、故郷に行けません。そして、
自分が選んだ人生を悔やんでいます。

(既婚女性、18～19歳、ラナオ・デル・スル州、 
SenseMaker®)

調査結果

各ストーリーにおいて、経済的ニーズは、教育費から家計を
助ける必要性まで、さまざまな要素に関連している。 コミュニ
ティ参加型分析では、学費を払えないことが早すぎる結婚の
要因として最も頻繁に挙げられた。家計を助けるために中途
退学する現実の根底には、他の家族を養うという義務感があ
り、これについては参加型グループ活動やコミュニティ参加型
分析でも話し合われた。結婚であれ仕事であれ（多くの場合、
農業や野菜などの販売、海藻養殖、運転手）、家計を助ける
方法として、ユースは教育を中断するというのが参加者たち
の意見だった。

ラナオ・デル・スル州とマギンダナオ州の大人とユースの女性
たち（既婚・未婚）は、特に長女が弟妹を含む家族を養わなけ
ればならないという圧力を感じていると指摘した。ラナオ・デ
ル・スル州の未婚の思春期の女の子は、彼女のコミュニティ
で「問題を抱えている」といわれている思春期の子どもは長女
だと説明した。「もし売り上げからもうけが出なかったら、家族
は食事を抜くことになります。」。同時に、思春期の女の子の
グループや女性コミュニティリーダーらは、「問題を抱えてい
ない」ユースは一人っ子だと説明した。

SenseMaker®とKIIの結果は、教育の欠如が結婚と密接に
関係していることを明確に示している。女の子が何らかの理
由で学校を中途退学すると、親は彼女たちを強制的に結婚さ
せた。 思春期の女の子たちは、結婚しか教育に代わる選択
肢はないと考え、こうした強制結婚に応じる傾向があった。注
目すべきは、コミュニティ参加型分析セッションに参加した8人
の既婚思春期の女の子のうち6人が、学費を払えなくなった
ために親に強制的に嫁がされたと話していることだ。彼女た
ちは、教育を受けていない自分たちにはこれ以上の選択肢
がないと考え、両親の結婚の決断に「同意」したと話してい
る。

テクノロジー、ソーシャルメディア、「恋愛結婚」
KIIとSenseMaker®のストーリーから、早すぎる結婚の意思
決定に至る経緯の中でソーシャルメディアとテクノロジーが複
雑に関係していることがわかる。両親が強制した結婚にしろ、
ユース自身がソーシャルメディアを通じて社会とつながる中で
結婚を選択するにしろ、ユースによるテクノロジーやソーシャ
ルメディアの利用が早すぎる結婚のきっかけになっていること
が、データで示されている。 

スールー州、ラナオ・デル・スル州、マギンダナオ州の8人の
KIは、ユースがネットで出会い、その後結婚していくため、テ
クノロジーとソーシャルメディアの普及が早すぎる結婚を拡大
させていると述べた。このように、これらのKIは、ソーシャルメ
ディアとテクノロジーの「逸脱した」利用が結婚を促進している
と非難し、もしソーシャルメディアを利用していなければ、ユー
スたちは出会わなかったし、その後結婚もしなかっただろうと
暗に伝えている。あるKIは、過激派と子どもの花嫁に関する
最近の調査結果を次のように報告した。
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結婚したとき、私は学校に通っていました。7年生でし
た。経済的に厳しくても勉強を続けました。 今、私は
9年生です。携帯電話を使って、メッセージを交して、そ
れがきっかけで結婚したんです。夫の家族から結婚を
申し込まれました。 だから、どうしようもなかったんで
す。何をやってもダメなんです、だって [間]。だから今は
結婚していますが、まだ子どもはいません。 [遠い距離
を]歩く歩き方がわからないんです。苦境に立たされて
いますが、それでも勉強を続けます。私たちの生活をよ
り良いものにしたいのです。 この世からあの世まで。平
和でありますように。

(既婚女性、15～17歳、マギンダナオ州、 
SenseMaker®)

最初はただの同級生でした。Facebookでお互いのこと
を知るようになって、そこで関係が深まり（そこでお互い
好きになり）、それで結婚することになったんで
す。セブでRTW（既製服）のビジネスを始め、その後、
地元ラナオ・デル・スル州に帰り、儲けたお金で農業
（カンバソック）を始めました」。以上です。

(既婚男性、18～19歳、ラナオ・デル・スル州、
SenseMaker®)

特に大人の共同分析ワークショップ参加者は、子どもたちが
ネット上で何をしているか監視できないことから、携帯電話
の利用について非常に神経をとがらせ、恐怖を抱いている
と述べた。どのグループも、こうした流れはすでに広がって
おり、変えるのは困難だと述べた。

今、子どもたちは携帯電話やノートパソコン、　
Facebookを利用することができますが、親はこれらの
新しい機器（あるいはインターネット）の使用に慣れて
いません。中にはメールすら読めない人もいます。子
どもたちは、学校教育のために（そして無知でないた
めに）これらの機器を使う必要があるため、この流れ
を変えるのは困難です。Facebookや携帯電話で男の
子と女の子が出会い、デートを重ね、交際を始めるの
ですから、強い影響力を持っています。

 (大人のワークショップ参加者、マジンダナオ州)

ここの女性たちが抱える問題のひとつは、自分の意思
に反して早く結婚してしまうことです。同級生もそうでし
た。当時、私はマニラから帰郷したばかりで、帰郷後、
彼女がもう結婚していることを知り、びっくりしました。さ
らに悪いことは、誰かがあなたに興味があると言って
家に来た場合、あなたはそれを拒否することができな
いことです。 姉が結婚を嫌がって、末っ子が代わりに
結婚することもあります。T彼女の場合がそうでした。
お姉さんには彼氏がいましたが、同級生ではなかった
ので、彼女が結婚する羽目になったのです。 T家に来
た人はどうしてもお嫁さんを見つけたいということだった
ので、彼女にその気がなかったとしても、承諾せざるを
得なかったのです。 まだとても若いのに、もう結婚して
しまったという感覚、辛いですね。彼女はこのことが

あったので、彼女は私たちを避けて、会うと隠れてしま
うんです.。自信をなくしている様子が見て取れました。
結婚は秘密のはずだったので、私たちが知ったことに
驚いていました。同級生のケースでは、本当に本人の
意思に反していることがよくわかりました。

(思春期の未婚女性、15～17歳、ラナオ・デル・ス州、
SenseMaker®)

調査結果

SenseMakker®のデータや参加型グループ分析の結果で
は、早すぎる結婚の要因は噂やそれによる社会の圧力では
なく、テクノロジーそのものであると考えられている。なぜな
ら、交際が始まれば結婚することは避けられないと受け止め
られているからだ。コミュニティ参加型分析で成人女性の参加
者が指摘したように、「恋愛 = 結婚 」なのだ。参加者が「恋愛
結婚」と呼ぶユース自身が決めた結婚は、社会的に評価され
ておらず、結婚したユースは未熟で準備ができていないとみ
なされ、スティグマにつながる場合があることをデータは示し
ている。
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上述の通り、早すぎる結婚を決定するのは主に親であること
は、参加者も認識しているが、SenseMakker®とKIIのデータ
から、「恋愛結婚」の事例もいくつか明らかになった。” KIIは、
「恋愛結婚」について、ユースが親密なパートナーに強い感情
的なつながりを抱き、互いの結婚の約束を確認するために駆
け落ちする場合に起こるユース同士の結婚であると説明し
た。 ストーリーでも、コミュニティ住民らは「恋愛結婚」と「駆け
落ち」を同じ意味で使うことが少なくなかった。駆け落ちする
女の子に関するストーリーやKII、参加型グループディスカッ
ションでも、女の子に結婚したいと決める力があることは裏付
けられている。しかし、早すぎる結婚を親が勧める伝統や、家
族の経済的負担を減らす、あるいは男性との「不適切な」行
動によって家族に恥をかかせないために結婚しなくてはなら
ない、という、家族・コミュニティ・社会レベルでの結婚への義
務感を考えると、親や同世代の仲間、さらに広く社会規範が
思春期の女の子たちの駆け落ちの意思決定にどのような影
響を与えているかは、依然としてはっきりしない。

参加者は、思春期の男の子が親から早すぎる結婚を強要さ
れたストーリーも紹介したが、その圧倒的多数は年上の配偶
者と結婚する可能性が高い思春期の女の子のストーリーで
あり、女の子に比べて思春期の男の子の方が結婚に関する
意思決定において力を発揮する可能性が高かった。女の子
が結婚を望んでいなくても、男の子が女の子の親に結婚の許
可を求めるという話もあった。 このような場合、親は男の子の
申し込みに同意して、娘を無理やり結婚させるのである。



これは、早すぎる結婚のストーリーです。彼は大人
の男性で、交際中でした。 T二人は結婚を予定してい
ましたが、女の子の両親は彼をボーイフレンドとして
認めていませんでした。それで、女の子は家出をした
のです。そのため娘の両親は、好むと好まざるとにか
かわらず、娘をその男の子と結婚させるしかなくなりま
した。そして女の子の両親の立ち会いなしで二人は結
婚しました。

(既婚男性、 20～24歳、ラナオ・デル・スル州、 
SenseMaker®)

私たちのバランガイは、SPMS（シャリフ・アグアク, パ
ガティン, ママサパノ, およびシャリフ・セイドナ）という
紛争地域に位置して おり、小競り合いが頻繁に起こる
ため、住民たちが頻繁に避難しているということが、
ユースにとって問題になっています。避難所では若い
人も男女別にはならないため、異性と出会って一緒に
過ごします。時には、互いに惹かれ合うこともあり、そ
こからメッセージのやりとり が始まり、やがて結婚へと
つながっていくのです。

そうやって、早すぎる結婚や10代の妊娠が起こるので
す避難所では、みんなが出会い・ 集まる機会があるの
で、私たちのところでは そのようなことが起こっていま
す。そして、しばらくして若い女の子が妊娠していること
がわかるのです。また 、早すぎる結婚の場合、男の子
も女の子もまだ若く、生計に関する知識も乏しい た
め、生計を立てるのに苦労します。 結婚すると、学校
に行かなくなり、女の子が妊娠すると、当然ながら学校
に通う機会も失います。生計を立てるという点 では、ま
だ未熟なのです。

そこで、親が日々の暮らしを手助けすることになりま
す。紛争がよく起こるので、私たちはこうした問題を抱
えています。

(既婚男性、18～19歳、マジンダナオ州)

早すぎる結婚をめぐるイスラム教のさまざまな解釈
早すぎる結婚は望ましいとする一方で、現実には、結婚し
た子どもは見下され、スティグマを受けており、早すぎる結
婚に対するコミュニティの受けとめ方には矛盾があること
を、様々なデータが示している。 参加型分析の話し合いや
SenseMakker®のストーリーの中でも、宗教が正面から登
場することは少ない。

だが、SenseMaker®のストーリーでも、早すぎる結婚に肯
定的な意見（伝統である、あるいは誘惑を回避するため）か
ら否定的な意見（イスラム法の解釈による、あるいは早すぎ
る結婚を法律的にも宗教上も認めないという意見）まで、さ
まざまな視点の根拠になっているのは宗教だった。 P参加
型グループ活動では、各州の大人のコミュニティ住民、スー
ルー州のユースたち、ラナオ・デル・スル州の18～19歳の
未婚のユースの男の子たちに、日常生活におけるイスラム
信仰の重要性が強く訴えられた 。忠実で献身的なムスリム
であることは、思春期の正しい在り方とみなされる一方でイ
スラムの信仰や教義に従っていないユースは「問題を抱え
ている」、規範から逸脱しているとみなされていた。

「問題を抱える」思春期の男の子の様子を描いたグループイ
ラスト(既婚・未婚の 思春期の男の子、12～14歳、ラナオ・デ
ル・スル州、ウェルビーイング活動)

参加者は、以下のように話した。「子どもはアッラー（神）に祈
り、問題を抱えているから助けを求めているのだ」と説明した。 
ウスマンは、マニラで働く両親と離れ、叔母と暮らしています。
両親からの仕送りは生活費にしかならないため、ウスマンは
勉強することができません。お金は叔母が管理しています。ウ
スマンは生活必需品を買うために、今、三輪車の運転手とし
て働いています。彼は苦難を経験したにもかかわらず、倫理
観が高く 、信心深いのです。」

KIIやSenseMakker®のストーリーのなかには、コミュニティの
人びとがイスラム教やコーランでは早すぎる結婚が容認・奨
励されていると解釈していると指摘するものもある。また、大
人のコミュニティ住民のなかには、イスラム教の信仰にした
がって子どもを結婚させた という話もあった。KIからは、コミュ
ニティ住民がイスラム教は早すぎる結婚を奨励していると信じ
ているのは、結婚の許容年齢に関するコーランの一説を誤っ
て解釈しているからだとする意見が出された。KIは、コミュニ
ティの人びとがコーランを誤解していること、イスラム教は早
すぎる結婚を奨励していないと、はっきりと述べた。KIは、
コーランに書かれていること、特に結婚年齢については様々
な解釈があり、結婚の適齢期についても宗派により、さまざま
な考え方があると説明した。
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また 、子どものいるユースやすでに結婚しているユースも、
「問題を抱えている」と見られることがほとんどだった。



 私には 18歳という若さで結婚した娘がいます。 26
歳の方と結婚しました。若くして結婚させたのは、「シ
ヤップ・カヌ・アガマ・タノ・アガマ・イスラム」（イスラム
の教義を守る行為）として早い 結婚がスンナ（推奨）
されているというイスラムの考え方があるからです。 
現在、二人の間には子どもが一人いますが、二人と
も仕事がないため、経済的に苦しい状況です。ここ
で、私の話は終わります。

(既婚男性、40～49歳、ラナオ・デル・スル州、 
SenseMaker®)

宗教は、（早すぎる結婚プログラムを実施する上で）
一番の障壁となるでしょう。ジェンダー平等の話題も、
宗教上はタブーなのです。私がコミュニティのリー
ダーたちにジェンダー配慮 のトレーニングを行うと、
彼らはいつも「西洋思想的な概念を押し付けないでく
れ」と言うのです。 彼らは変化を拒む、そう私は考え
ています。そしてそれは、宗教書で男女の役割がど
のように解釈されているか、ということに起因している
のです。コミュニティが心を開かなければ、新しいアイ
デアを導入したり、理解してもらうことは難しいです。
MILFや軍と話をしても、難色を示されることが多いで

す。一夫多妻制の話を持ち出して、非常に無神経な

会話や言い合いが始まってしまう。でも、イスラムを人

権的な視点で見たり、ジェンダー公正に焦点を当てた

りして、そういう会話に対抗できるようになったのは良
かったと思います。言葉の使い方の問題 である場合

もあります。私はジェンダー平等というより、ジェン

ダー公正の方を使っています。

(政府CSO、マギンダナオ州、KII)

法的環境の整備
KIIのデータは、早すぎる結婚に関連する法律間に矛盾があ
ることや、早すぎる結婚を扱う明確な法律がないことが、各コ
ミュニティの早すぎる結婚を減らす上で障害となっていること
を示している。何人かのKIは、プログラムスタッフがコミュニ
ティで早すぎる結婚を防ぐ対策を実施する際に法的根拠が
持てるように、フィリピン国内での早すぎる結婚を公式に排
除する法律の制定に向けたアドボカシー活動と、そうした法
律の必要性を述べた。ラナオ・デル・スル州のKIは、結婚可
能年齢に関する法律間に矛盾がある現状について説明し
た。

フィリピンの法律では、親の同意がなくても18歳で結婚
できます。ただ、イスラム教徒のフィリピン人が従うイス
ラム教の大統領令では、イスラム教徒のフィリピン人
は、男の子は15歳、女の子は思春期になれば結婚でき
るとしています。その規約を変更するためのロビー活動
を行い、現在、その規則 は保留になっています。

宗教指導者たちは、その法律の変更を望んでいませ
ん。コーランには、具体的な年齢の記載はありません。

バンサモロでは、それ（早すぎる結婚）は、法的にも文化

的にも認められているのです。BARMMは政策立案を

行っている状態ですが、変化は国レベルでも起こさなけ

ればなりません。

(NGO, ラナオ・デル・スル州, KII)

SenseMaker®のデータで明らかになった課題について、誰
が変化の推進を担うべきかというファシリテーターの問いか
けに対して、データ分析に参加した大人たちは、コミュニティ
レベルで社会規範の変化を推進するサポートをトップダウン
で行えるとすれば、法律を制定する必要があると述べた。し
かし、話し合いの中で出てきた法律の目的は、必ずしもユー
スのウェルビーイングや社会的性差の解消といった方針を促
進するものではなかった。例えば未婚のユースのグループで
は、「駆け落ち禁止」の法律の導入が話し合われたが、子ど
もの権利侵害からユースの 「選択」に議論の対象が移った。

参加型分析に参加した大人、既婚・未婚の女の子は、子ども
の結婚を防止・抑制、または許可するファトゥワ（イスラム法
に基づく決定）を含む既存の国内法や地域のガイドラインを
よく知らなかった。ウスタッズ（イスラム教の教師）やコミュニ
ティの宗教指導者との話し合いに基づく参加者たちの知識
は、早すぎる結婚の「概念」が容認され一般的な慣習である
ということだった彼らは、宗教指導者たちが早すぎる結婚が
子どもにどのような影響を及ぼしているかについて話し合うこ
とと、この問題に取り組むためのアイデンティティ活動を、主
な提言として挙げている。

強制 移住と生活の不安
調査の結果から、貧困・収入創出活動がないこと・質の高い
教育へのアクセス不足・家族の名誉など、早すぎる結婚を生
む背景となっている要素が、強制移住や人道的危機の下で
増幅されたことがわかる。また、KIIにより、強制移住という状
況に特有の早すぎる結婚のリスクが浮き彫りになった。

貧困、収入創出活動の不足、質の高い教育へのアクセス不
足
KIたちは、危機的状況下で家族の生存のリスクが高まるにつ
れ、極度の貧困が早すぎる結婚の主な原因となっていると強
調した。彼らは、強制移住で安定した収入の道を失った親
は、家族の基本的ニーズをほとんど満たせず、経済的負担を
軽くするために娘に結婚を強要する傾向があると説明した。
SenseMaker®のストーリーや参加型グループ活動でも、こ
のことが裏付けられた。ストーリーでは、紛争による強制移住
で親が生計手段を失った家庭ほど、厳しい貧困に直面して
いることが分かった。ストーリーやKIIでも、思春期の女の子を
結婚させることは、ダウリー（持参金）だけでなく、裕福な家庭
や政治的に影響力のある家庭に嫁がせることでリソースや政
治的な保護が得られ、親の責任や庇護の負担が軽くなること
が示された。
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マラウィ包囲網の前は 、私の家族はまだ完全な状態で
した父は漁師として働き、マラウィで獲物を売っていまし
た。マラウィが包囲された時、避難していた私たちは
家々を歩いて卵を売って生活していました。地元の 村
に戻ったとき、私はまだ独身で、両親が私を結婚させた
がっていることを知りました。当時はアラビア語を勉強し
ていたのですが、やめざるを得ませんでした。4年生の
時でした。

最初に両親が私を結婚させたいと知ったとき、私は同
意したくはなかったです。でも、両親は宗教的な人がい
いと言っていたので、それで承諾したんです。私たちは
結婚しました。 親が決めた結婚なので、最初は彼を無
視していました。まだ彼のことをよく知らなかったので、
喧嘩をすることもありました。当時はまだアラビア語の
勉強をしていたのですが、彼が私の勉強をサポートで
きなくなったので、結局やめざるを得ませんでした。

今、夫は農夫として働いており、収穫期には州 に帰っ
ています。 時々、私も一緒に行きます。収穫期には7日
間ほど滞在し、植え付けの時期が過ぎたら 家に帰って
くることもあります。時には、生活費を稼ぐために運転
手をすることもあります」

(思春期の既婚女性、12～14歳、ラナオ・デル・スル州、
SenseMaker®)

データにからは、強制移住中あるいは紛争下で暮らす思春期
の女の子は、避難先のコミュニティ住民からの嫌がらせや、
教材がない、あるいは使えないという理由で質の高い教育を
受けるのが一層困難になっていることがわかる。前述したよう
に、思春期の女の子が学校をやめると、結婚する可能性が高
くなる。

学校内にはピアネットワークや安全な空間もあります。 
なかには安定した良い学校もありますが、一般的に、
特に学校が監視されていない紛争下の地域では、そう
でない 学校もあります。マラウィ市の学校は農村部の
学校より質が良いので、家族は子どもをマラウィ市に
行かせようと頑張ります。結局、貧しい人々が取り残さ
れてしまうのです。 

(NGO, ラナオ・デル・スル州, KII)

ラナオ・デル・スル州で避難生活を送る12～14歳の未婚
の女の子たちは、避難民家族の教育と収入創出活動が
今すぐに必要な実態を訴えた。思春期のウェルビーイン
グ活動で彼女たちは、仮設避難所や避難先のコミュニ
ティで暮らす思春期の子どもたちのイラストやプロフィー
ルを紹介した。

図12：思春期のウェルビーイング活動で、ラナオ・デル・スル
州マラウィの12～14歳の避難民の 女の子たちが作成した「問
題を抱えていない」思春期の女の子の絵。

調査結果

例えば、ラナオ・デル・スル州では、強制 移住や暴力的な紛
争 の際に、一族や家族からの結婚への圧力が悪化したと、
KIたちは述べた 。一族がより大きくなり、より大きな影響力を
持つように、マラウィ包囲網後、一族のリーダーの命令で娘
や親族の若い女性は結婚させられたと言う。
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「問題を抱えていない」ユースは、バランガイの住人
で、愛情深い家族に育てられ、良い学校で勉強すること
ができ、安定した収入のある両親を持ち、家族が所有す
る土地と家に自分の寝室を持っていると説明があった 。
一方、マラウィでの武力紛争のために避難生活を送って
いるというユースは「問題を抱えている」と説明され
た。



 彼女は 12歳の女の子で街角で揚げバナナを売って
います。全部売れないと、母親に叱られます。揚げバ
ナナを食べることは禁止されていて、お腹を空かせて 
しまいます。人道支援でもらった学用品を使い、友達
に教えてもらうように頼みます。授業の声が聞こえる
ように教室の外に座ってバナナを売ることもあると言
います。

DSWD から受け取る救援物資はすでに終わりました

が、彼女の両親はいまだに新しい仕事を見つけること
ができない。以前は農業を営んでいました。長女として
家族に頼られ、彼女の売り上げで米や肉を買っていま

す。
(避難民の思春期の女の子 、12～14歳、思春期の

ウェルビーイング活動、ラナオ・デル・スル州)

家族の名誉

ラナオ・デル・スル州のコミュニティ住民の参加者とKIは、避
難民が一時的に避難する避難施設 や仮設の避難場所は出
会いの場であると同時に、セクシュアル・ハラスメントが発生
するスクのある場所だと指摘した。 KIs KIはさらに、セクシュ
アル・ハラスメントの噂で社会から受けたスティグマや家族の
恥を打ち消すために、娘を強制的に結婚させる親もいるた
め、セクシュアルハラスメントによって女の子が結婚するリス
クは高まっていると述べた。

強制移住に特有の早すぎる結婚のリスク

シェルターの代償
KIIのデータから、強制移住によって、女の子が親戚と結婚
させられる可能性が高まることがわかる。マラウィ包囲網や
その他の武力抗争で強制移住を余儀なくされた家族は、親
族の家に身を寄せ、支援を求めた。ラナオ・デル・スル州の
KIIでは、住まわせてくれたお礼として親が受け入れてくれた
家の息子に娘を差し出していたことが報告された。

IDPに娘がいて、受け入れ先に息子がいる場合、感
謝の気持ちからお礼として結婚を取り決める のです。 
通常、ほとんどの家が一間で、それぞれの部屋はあり
ません。女の子のプライバシーは全くありません。 こ
れは、避難所でも同じです。布一枚で仕切られている
家もあります。家族はみんな一緒に寝ています。

また、受け入れ先のなかには、布一枚で同じ家に大
勢が一緒に寝泊まりしているところもあり、これは現在
も続いています。 それは、仮設避難施設でも同じで
す。もともと一家族用として設計されています。

16歳くらいの女の子がいる家族でもプライバシーはあ
りません。受け入れ地域のIDPや受け入れ先のコミュ
ニティでは、15歳のユース女性が結婚する話がよく聞
かれます。 

(NGO, ラナオ・デル・スル州, KII)

人道支援
また、KIIでは、国際支援団体や国内の援助機関が提供する
人道支援が、避難民家族の間で早すぎる結婚を拡大させる
一つの要因になっていると指摘された。ラナオ・デル・スル州
とマギンダナオ州の数人のKIは、家族単位で配られる支援
物資をもらう別の受け皿を作るために親が娘を強制的に結
婚させようするため、人道支援セクターによる人道支援がそ
の動機づけになっていると指摘した。

紛争や強制移住があった場合、大事なのはサービス
が受けられること。だから、強制された早すぎる結婚
が普通に行われてしまうのです。避難民家族は援
助や物資を1家族1パックしか受け取れないため、親
は娘を結婚させ、その娘を別世帯としてカウントさせ、
彼女の分も受け取れるようにします。こうした状況下
では、生き残ることが最大の目標なのです。

 (NGO, マギンダナオ州, KII)

思春期の女の子のための
支援・ケア・保護を担う地域
システム
BARMMには構造的に早すぎる結婚を生活の中に根づかせ
る環境やジェンダーに関する社会規範があっても、思春期の
女の子たちやその家族、コミュニティはレジリエンス（回復力）
を持ち続けている。たとえレジリエンスが、思春期の女の子が
シングルマザーとして生き抜く力を意味するとしても
だ。BARMMでは、思春期の女の子を支援・ケア・保護するた
めに取り入れられたASRHの社会規範フレームワークの下
で、地域のリソースとなる人材や組織が現在持っている力を
各レベルで発揮する姿が見受けられる。

思春期の女の子の適応能力
調査データやコミュニティ参加型分析での話し合いから、両親
やケア従事者、有害な社会規範・ジェンダー規範、環境的要
素（社会経済的不平等、法的環境など）が思春期の女の子の
意思決定に影響を与えることが明らかになっているが、
SenseMaker®のデータは、思春期の女の子が課題を克服し
てコミュニティに前向きな変化をもたらす可能性を持っている
ことを示している。
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図14：この三角バランスの上にストーリーを配置すると、ス
トーリーの中でモチベーション があることを示しているという
集団が大きく（27％）、何らかのサポートを見つけた人も同じ
くらい多い（29％）にもかかわらず、サポートとモチベーショ
ンの両方が存在するというストーリーははるかに少ない
（5％）ことがわかる。知識（18％）とサポート（29％）、知識
（18％）とモチベーション（27％）の間にも同様のパターンが
見られる。

図13 .  変化に関する回答者の傾向に見られるバランス（女
の子 /女性と男の子 /男性別で実施）

図14のパターンを見ると、SenseMaker® 参加者は、紹介し
たストーリーの中で「実現するためのサポートとモチベーショ
ンの両方がある（5%) 」とは感じていないことがわかる。この
パターンは、ユース自身が自分のストーリーを三角バランス
の中に置いた位置でもストーリーの内容でも同様に示されて
いる。このことから、思春期の女の子ひとり一人が健康で安
全に大人へと成長するために今持っている能力を活かす上
で、ユースと支援者その他リソースの間の関係性を強めるこ
とが非常に重要なことがわかる。同様に、ストーリーでも、
「実現するための知識とやる気の両方がある（8%)」と感じて
いないことも読み取れる。したがって、思春期の女の子の能
力（例えば、計算、読み書き、金融リテラシー、問題解決など
の知識とスキル）を養うプログラムが、知識とモチベーション
について彼女たちが感じているギャップを埋めるのに役立つ
可能性がある。

調査結果

SenseMaker®のデータでは、女の子の方が男の子よりも、
紹介されたストーリーを「伝統を守る」ためにしたことと受け止
める傾向が弱く、思春期の女の子の方が男の子よりも、変革
の担い手になる可能性が高いことが示された。この傾向は、
思春期の女の子に限られたものではなく、図13が示すよう
に、女性一般にみられるパターンである。全体として、
SenseMaker®のデータから、特に女性の間では、伝統と急
激な変化（変わってほしい）が拮抗していることがわかった。
女性、男性ともに3分の1（30%）の語り手は、ストーリーに登
場する 人々が変化を望んでいると回答しているが、女性の
語り手 （37%）は男性の語り手(27%)に比べ、少しずつでも何
らかの変化 （良い点を受け入れ、悪い点をなくす）を望んでい
た 。

しかし、ジェンダー別で最も大きな違いは、伝統を守ることを
強調するエピソードを紹介した割合が、女性（8％）に比べて
男性（17％）は2倍を超えて多かったことである。このジェン
ダー別による違いはすべての年齢を通じて見られ、思春期の
男の子に見られるパターンは男性全体のパターンと非常によ
く似ていた。 さらに、SenseMaker®のデータでは、12～14歳
の既婚男女の参加者は、伝統を守ることばかりを重視するよ
うなストーリーは紹介しておらず、このことは、既婚ユース男
女が早すぎる結婚を根づかすジェンダー・社会規範の変革に
向けて協力する可能性を示している。ただし、該当する人数
が少数であるため、これに基づく一般化には注意が必要であ
る。
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最後に、この図はユースが「知識とサポートの両方がある
（6%)」と感じていないことを示しており、これは思春期の女の
子の意思決定力と表現の自由を強化することを目的としたエ
ンパワーメント・ワークショップによって軽減される可能性があ
る。 追加分析によると、男性はストーリーの中で「やる気があ
る（３２%）」、女性は「知識がある（23%) 」と感じており、年齢
差ではなくジェンダー差があることがわかるが、要素を複合す
ると、男女とも割合は低くなる。

KIIやストーリーのデータから、思春期の女の子は子どもや家
族の世話の責任 、家事の責任を一手に担っている ことが示
唆される。例えば、思春期の女の子のストーリーには、女の
子は弟妹の面倒を見る責任があり、母親の家事を手伝うた
めに学校を中途退学する話が出てくる。しかし、彼女たちのス
トーリーは、強制移住や紛争に直面する女の子たちを含め、
思春期の女の子たちがいかにレジリエンス（回復力）を持ち
合わせているかを示している。 ストーリーは、紛争下で強制
移住を余儀なくされ、終わりの見えない不安の中、家族のサ
ポートもなく、基本的サービスも中断・欠如し、経済不安に直
面してもなお、思春期の女の子たちが現状を打開し、生き続
けるその能力を浮き彫りにしている。結婚そのものが、自ら置
かれた状況下で利用可能な手段を用いて生き延びる能力の
表れといえる場合もあった。またストーリーは、追い詰められ
て結婚から逃げる能力も示している。

思春期の女の子のストーリーには、経済的・身体的・心理的
な虐待のために夫と離婚したり別居したりした話が出てきた。
さらに、SenseMaker® や参加型のグループ活動から、多くの
ユースが、自分の子どもが自分たちと同じような経済的困難
や結婚に関する問題に決して 直面しないように、将来の世代
のために異なるあり方を作り出したいと考えていることがうか
がえる。

語り手が女性 語り手が男性

変わってほしい 変わってほしい良い点を受け入れ
悪い点をなくす
良い点を受け入れ
悪い点をなくす

良い点を受け入れ
悪い点をなくす

伝統を守る 伝統を守る

ストーリーは何を伝えていますか

あなたのストーリーの中であなたは...

何をすべきかを知っている 実現に向けてサポート
されていると感じる

やる気がある



当時はまだ幼かった のですが、母が亡くなり、父が再
婚したときのことは今でも覚えています。子だくさん
だったため、父は 私を養うことができなくなり、私は叔
母と暮らし始めました。

6年生の時にお金がなくて学校に行けなくなり、レスト
ランで働いて 叔母の手伝い をしていました。そして 結
局、祖母と一緒に暮らすことにしました。家族は私を結
婚させた のですが、お見合い結婚だったし、私は結婚
が嫌だったので、数ヵ月で別居しました。夫と別居後、

父の実家に戻り、ALS（代替教育システム）で勉強しま
したが、経済的な理由で数カ月で再び中断せざるを得
ませんでした。また叔母のところに戻って、仕事を手
伝っています。もう一人の叔母が仕立て屋をやってい
るため、私は今、彼女のところに行く予定です。その
後、マニラで食料品店をやっているので、マニラに行っ
て、働く予定です 。

(既婚女性、12～14歳、ラナオ・デル・スル州、マラ
ウィ）

叔母のおかげで、夫と私は出会いました。彼女のボー
イフレンドは、たまたま私の夫の友人だったのです。
叔母がボーイフレンドと会うときは、いつも私が同行し
ていたからです。ある日私たちは 、叔父がついてきた
のに気づかず、私は その人と結婚しなければならな
いこと になったんです。私は彼のことが好きではあり
ませんでしたが、私たちのしたことが一族の恥だと言
われたので、仕方なくです。 

泣いて、結婚したくないと叫びましたが、どうすることも
できなかったのです。彼を本当に愛していなかった
上、 まだ子どもを持つことは考えていなかったので、
子どもを持つまでに２年かかりました。自分はまだ未
熟なことがわかっていたからです。いろいろなことを
やって、人生を楽しみたかったんです。しかし、最終的
には、すでにここにあるものを受け入れなければなら
ないことに気づきました。だから、2年かかったので
す。

今は子どもが二人いて、子どもの一人は来年から学
校に行くかもしれません。夫が定職に就いていないの
で、私は海外で働きたいのですが、子どもがまだ本当
に小さいんです。子どもたちには、私と同じような経験
はさせたくないのです。人並みに貧しさから抜け出し
て、まともな生活をして、豊かさを味わわせてあげたい
です。

(既婚女性、18～19歳、スールー州）

両親と家族の適応能力

両親
娘のケア、サポート、保護において、親は極めて重要な役割
を担っていることがデータで示されている。 During t思春期の
ウェルビーイング活動では、どの州のグループも、思春期の
子どもたちのウェルビーイング全般に100%責任を負わない
までも中心的な役割を果たすのは両親であることを確認し
た。 すべてのグループの参加者が、親は子どもの道徳的・宗
教的指導や、経済・保健・心理社会上/教育上のサポートを中
心的に行い、その責任を担っていると述べている。参加者
は、教師をしている母親や両親が自営業をしているなど、「問
題を抱えていない」ユースの親には、安定した収入と生計手
段があると解説した。また、そのような親は安定した安全な住
居を提供してくれるという。

親は子どもの性格や行動をよく理解し、家庭内でどの
ような行動が適切かを明確にする必要があります。実
際に育て、一番大きな影響を与えるのは親なのですか
ら、親は、子どもの行動を誰かのせいにしてはいけま
せん。私たちは、子どもたちに適切な模範を示し 、指
導する ために、子どもたちに対する私たちの行
動や言葉に注意しなければなりません。 

(女性ケア従事者/コミュニティリーダー、参加型グルー
プセッション、バシラン州）

親は子どもたちに正しい情報と指導を与える存在で
あり、まさに問題を共有する場所なのです。

(思春期の既婚女性、 15～17歳、
参加型グループ活動、スールー州）

和の挨拶! 私が今の夫とFacebookで出会ったの
は、18歳でジョロのノートルダム寺院で学んで いた時
でした。 最終的に 、会ってデートをするようになりまし
た。ある日、父は私たちが一緒にいるところを見られ
てしまい、怖くてどうしたらいいのかわからなかった。

そこで、いっそのこと一緒に暮らそうかと思ったんで
す。家に帰ると兄に罰せられるかもしれないので、怖
かったんです。その後、彼氏に連れられて彼の家に行
き、結婚式を挙げました。夫がいい人でよかったで
す。しかし、彼の母親と姉妹は違いました。私の話を
でっち上げて、近所の人に嘘の噂を流しているので
す。私は口答えもしないし、騒ぎたてもしません。夫が
良い人で、私をないがしろにしないのが幸いです。私
は学校を卒業します、シャア・アッラーに捧げます。そ
の後、仕事を探します。その後、仕事を探します。 ま
た、私が早く結婚したことは、両親にとって苦痛であっ
たと思いますが、両親には感謝しています。

(思春期の既婚女性、18～19歳、スールー州）
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早すぎる結婚の原因であるフェイスブックにはまる子ど
もたちを指導するのは 、親の大切な役割です。

(思春期の既婚女性、 12～14歳、参加型グループ活動、
スールー州）

図15：回答した12～19歳の思春期の女の子846人のうち、親
に話を聞いてほしいという声が強く、特に母親（440人）が多
かった。その他の主要な大人は、父親（n=300）、政府関係者
（267）、ソーシャルワーカー（244）であった。

家族・親族
親以外の親族のサポートの役目 というのは、データ上では

やや曖昧なところがある。KIIやストーリー、参加型コミュニ
ティ分析で彼らは、両親と子どもが衝突した際に間に入って
仲介役をしたり、前向きな影響を与えたり、サポート役を務
める、あるいは経済的に助けたり、強制移住してきた親戚を
受け入れたり、姪や孫の女の子や妹の面倒を見たりするこ
とも考えられると述べられている。さらに、健康に関する情報
源としての役割も担っていると述べられている。参加型グ
ループ活動に参加したラナオ・デル・スル州とバシラン州の
未婚の思春期の女の子たちは、SRHの情報源として母親、
叔母、姉、祖母などの女性の親族を挙げていた。

また、SenseMaker®の参加者は、大家族（例えば 叔父、叔
母など）が有害な噂を流したり、圧力をかけている場合があ
るとも 述べている。その他、兄弟からの罰を恐れたり、姉妹
の間の愛情や緊張関係など、きょうだい間などでも家族の力
学が働く状況に陥る恐れがあると、データは示している。参
加型コミュニティ分析において、女の子とユース女性たち
は、特にユースと家族、コミュニティとの関係など、世代を超
えて信頼関係を築く必要性を確認した。

一番印象に残っているのは、親子間の信頼関係に関
するストーリーです。なぜなら、それは女の子の人生
を本当に左右するものだからです。 

(既婚女性、18歳、参加型コミュニティ分析）

家族の信頼関係が必要です。どんな噂話が流れて
も、うのみにする前にまず真偽のほどを確かめるよう
にしましょう。

(大人 コミュニティ住民、参加型コミュニティ分析）

より広い地域の支援システムに内在する可能性

調査結果

SenseMakker®のデータと参加型コミュニティ分析ディスカッ
ション、そして参加型グループ活動に より、親は早すぎる結婚
から子どもを守る存在であることが確認された。 コミュニティ参
加型分析セッションでデータを分析したすべてのグループが、
子どもを教育し信頼する形であれ（大人グループ）、子どもを
意思決定に参加させる形であれ（既婚の思春期の女の子グ
ループ）、早すぎる結婚を避けるためには親の存在が重要で
あると感じていた。

また、SenseMaker®のストーリーは、早すぎる 結婚の強要に
ついて行動変容の道筋も示していた。大人の親は、子どもの 
うちに娘を無理やり結婚させたことを後悔している。行動変容
に影響を与えるという点では、図15のグラフが示すように、12
歳～19歳の思春期の女の子の グループにとって、両親、特
に母親（440人）が自分たちの話を聞いてくれることが特に重
要であることがわかる。また、程度は低いものの、思春期の女
の子は、自治体関係者（267人）やソーシャルワーカー（244
人）にも話を聞いてもらいたいと考えている。19歳未満 の女の
子については、ストーリーの中で父親（300人）よりも母親（440
人）の方が影響力が強いというデータが出ている。コミュニティ
参加型分析では、早すぎる結婚を実際に経験しているユース
の生の声に対する意識を高めるための教育的支援を求める
声が、ユースだけでなく大人からもあがった。
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あなたのストーリーを聞くべき人は誰か？

その他

言いたくない

保健員

ソーシャルワーカー

教師

自治体職員

自分のコミュニティ/家
族/一族のリーダー

宗教上の権威者 

自分のパートナー/彼
氏/彼女

配偶者

友人

兄弟

姉妹

祖父

祖母

母親

父親

自分だけ



未婚の女の子12〜14歳。マギンダナオ州 コミュニ
ティマッピング活動

既婚の思春期の女の子15～17歳。ラナオ・デル・スル州 コ
ミュニティ・マッピング活動

図  16、17: どの州の思春期の女の子も、マスジドやマドラ
サはコミュニティの思春期の子どもにとって安全な場所だ
と認識していた。

教育制度と教師
結婚と教育には、さまざまなつながりがある。参加者のストー
リーの中で言及されているように、結婚は教育を中断させる
ことも多いが、特に参加者が結婚を肯定的に受け止めてい
るストーリーの中では、リソースの提供という形で結婚が教
育継続の支えとなることもある。簡単に言えば、結婚しても教
育に戻れれば、幸せになれるということだ支えてくれる配偶
者は、これを実現する上で非常に重要な役割を担っており、
親に経済的な余裕がなくなった場合、多くのユース女性らが
将来の教育を確保する必要に迫られ結婚に追い込まれるこ
とも少なくない。

調査結果

コミュニティリーダー
Web of Support活動では、参加型グループの参加者全員
が、議長や指導役といったバランガイの職員をユースのため
のリソースとして挙げた。「コミュニティに暮らすユースのニー
ズがわかっているのだから、バランガイの議長には、様々な
問題を把握し、解決策を打ち出す責任がある」というのが、参
加者らの意見だったスールー州の15～17歳の未婚の女の子
はこう説明している。「彼（バランガイ議長）はバランガイ全体
の子どもたちの問題を一番よく知っている人だから、アブサヤ
フ・グループ（テロリスト・グループ）に加わらないように、そし
て生活を良い方向に変えるように、住民たちと話すべきだと
思います」 ラナオ・デル・スル州の18～19歳の未婚の女の子
は、彼女のコミュニティのバランガイ議長は「学校に通ってい
ない者も含めて、例えば鍛冶屋など、ユースに仕事を紹介し
ています」と述べている。 同様に、バシラン州とスールー州の
参加型グループもユース支援の中心は市長だとし、スールー
州の18～19歳の既婚女性は、「市長はリーダーであり、住民
たちの生活状況を知っているはず」なのだからと言う。

法執行機関、軍隊、コミュニティに根ざした平和維持活動
KIIや参加型グループセッションでは、思春期の女の子とその
家族を武力紛争やテロから守るために各コミュニティには何
層もの保護策があることが分かった。 バシラン 州とスールー
州の参加型グループ参加者（ほとんどが思春期の男の子・男
性）は、コミュニティではまず、フィリピン国家警察（PNP）、　
AFP、バランガイの平和維持活動チーム（BPAT）が保護にあ
たると述べた。スールー州の15〜17歳の未婚の女の子は、
PNPは「地域内の違法薬物を阻止し、銃を持つ者を逮捕する
役割を担っている」と説明した。スールー州の女性ケア従事
者/コミュニティリーダーによると、AFPの民兵組織である市民
武装部隊（CIFGU）は、「子どもを兵士として採用 するテロリ
ストと戦う」ために州内のボランティアから隊員を募っていると
いう。参加者は、コミュニティにおけるリソースと サポート に
関する話し合いで、BPATについても言及した。BPATはバラ
ンガイ職員と村の自警団で構成され、地元警察と連携してバ
ランガイでの自主警備による平和維持、法・秩序の維持に努
めている。

イスラム教関連施設
SenseMaker®や参加型グループの参加者の多くは、宗教が
早すぎる結婚を促進するものではないにせよ、支持するもの
であると認識していたが、マスジドやマドラサなどの宗教施設
やMRLを、ユースが利用できるコミュニティの資産ととらえて
いることもわかった 参加型グループセッションでは、どの州の
ユースもマスジドやマドラサを、ユースが頻繁に訪れ、主に教
育、カウンセリング、イスラム教の指導などのサポート やサー
ビスを受けられるコミュニティ内の安全な場所として認識して
いた（コミュニティマッピング活動の様子は図16と17を参照）。
ラナオ・デル・スル州の年齢の低い未婚の男の子やマギンダ
ナオ州のユースも、マスジドをユースがSRHに関するイスラ
ムの原則を教わる場所として認識していた。 前述したように、
コミュニティでは「良いムスリム」であることが高く評価されて
いる。
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参加者は、「ヒジャブをつけている」「1日に5回祈りを捧げる」
「礼儀正しく公正な」者など、信心深いユースは、「行儀が良
い」「正しい行いをする」「尊敬できる」「役に立つ」と見てい
た。KIによると、MRLやイスラム教の宗教学者、特に中東で
訓練を受けた者や/または アラビア語の読み書きができる者
は、コミュニティでリーダーとして大きな影響力を持つという。
そして、結婚可能年齢などの宗教書の文章や家庭での意思
決定に影響を与える他の社会規範をコミュニティがどう解釈
するかは、宗教指導者に左右されると、KIは解説した。



私のいとこは、両親が苦労していたので、早く結婚しな
ければなりませんでした。彼女の 夫は経済的に余裕
があり、義理の 両親は彼らが 住む場所を確保してく
れていました。いとこは今、学校に通っていて、義理の
両親が彼女の勉強をサポートしています。いとこが早く
結婚したのは、叔父叔母 が勉強にお金をかけられず、
学校に行くなと言うこともあったからで、最終的に叔母
が嫁がせることにしたのです。そうやって、彼女
は学校に戻れたのです。

(既婚女性、15～17歳、ラナオ・デル・スル州）

若いのにもう結婚して子どもがいる知り合いがいます。
彼らは（男性か女性かには触れていない）配偶者と子
どものため、また、ミルクを買うお金を稼ぐために 働い
ています。もう子どもがいるから学校には戻れな
いし、かわいそうです。私は今6年生で、一生懸命勉強
しているので、彼らのようにはなりません。母は洗濯の
仕事をして、父は大工として働いている ので、両親の
手伝いをしたいです。勉強を終えて、兄妹を助ける
こともできるようになりたいです。

(未婚女性、12～14歳、スールー州）

教育を継続することで長期的により確かな支えができるか
もしれない。だから、多くの家庭は子どもを学校に通わせる
ために犠牲を払う。 参加型グループ分析でも、このことは、
結婚と自分の夢の実現の間でどう折り合いをつけるかをめ
ぐる話し合いにはっきりと表れていた。

学校まで歩いて往復するだけ。ときどき遅刻したとき
は、授業に参加しないこともあります。学校の行事が
あっても用意するお金がないと、お金を借ります。学
校をサボって海藻を採ってきて売ることもあります。

私は他に9人きょうだいがいますが、4人は亡くなりま
した…私は学校で必要なものを買うために海藻 集め
を手伝っています。私の両親は、私たちの生活に必要
なものを買うために、海藻集め をしています。私もた
まにそういうのを手伝ったりしています。学校の勉強
が大変なときも、授業をサボって海藻集めに行く こと
もあります。 Iまた、母やきょうだいの体調が悪いとき
は、授業をサボります 。学校に戻ると先生に怒られる
のですが、事情を説明しようとします。 海藻が未熟だ
と苗にならないから、待つ訳にはいかない場合もあり
ます。食べるものがなければ、我慢します。 潮の流れ
が強くないときは、ただ海藻を拾うこともあります。

ココナッツの殻を探して炭にし、(それを売って)コー
ヒーや砂糖を買います。奨学金をもらって勉強を終え
て、両親の苦労に報いることができればと思います。

(未婚女性、18～19歳、スールー州)

Web of Supportのグループ活動で、どの州の既婚・未婚ユー
スもユースを支える存在として、教師を最も頻繁に挙げた。
スールー州の12 ～14歳の未婚の女の子は「彼ら（教師）は
正しいマナーを教えてくれます。なぜなら、ユースは最近、親
に反抗したり、頑固で、授業をさぼる者も多いですが、教師が
いると怖がって言うことを聞きます」前述の通り、思春期の女
の子は、思春期のウェルビーイング活動で、「教師」を「良い」
「安定した」職業として挙げている。教師は、早すぎる結婚プロ
グラムの中でロールモデルとして中心的役割を担う、また親子
間に信頼を築く後押しとなる可能性を持っている

政府の保健・社会サービス機関 

どの州のKIも、BARMMでは、ユースとその家族が利用できる
主な保健・社会サービスの提供や調整を政府の各機関が主
導しているという。ユースを含むコミュニティに対する主要な社
会サービスの提供者として、いくつかの特徴的なプログラム
が、KIや参加型グループ参加者から挙げられた。各州のKIが
紹介したのが、DWWDのPantawid Pamilyang Pilipino 
Program（4Ps)だ。4Psは、新生児から18歳までの子どもたち
の保健・栄養・教育の向上を目的とした、国の「最貧困層」世
帯を対象とした条件付き現金給付プログラムである。

あるKIは、このプログラムでは、子どもが学校に通い、バラン
ガイの保健所で定期的に健康診断を受けることを条件に、家
族に毎月現金が給付されると説明した。DSWDは、4Pや持続
可能な生計プログラム（SLP) など、幅広い社会サービスプロ
グラムを実施しているという。Web of Support活動でも、ユー
スたちはDSWDをコミュニティのユース支援を行う存在として
認識していた。 マギンダナオ州のすべてのサブグループの参
加者とラナオ・デル・スル州の18～19歳の既婚女性は、4Ps
プログラムついて明確に語った。4Psプログラムでは、15～24
歳のユースを対象にしたユース育成プログラムで「情報と意識
喚起のセッション」が行われていると数人のKIが述べたが、こ
うしたプログラムの規模に関する追加情報は提供されなかっ
た。

KIと参加型グループ参加者は、ユースとその家族に保健・社
会サービスを提供している組織として、自治体、バランガイの
所・保健所、保健省（DOH）などを挙げた。 
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図18：12～14歳の未婚の思春期の男の子、Web of Support
活動、バシラン州。

ソーシャルメディアとテクノロジー
分析方法を問わず、参加者からソーシャルメディア

（Facebookなど）や携帯電話が早すぎる結婚の拡大要因とし
て挙げられたが、携帯電話などの新しい機器は思春期の
ウェルビーイング活動で「問題を抱えていない」ユースの在り
方につながるリソースとして、どの州やサブグループでも高く
評価されていた。

ソーシャルメディアとテクノロジー
分析方法を問わず、参加者からソーシャルメディア

（Facebookなど）や携帯電話が早すぎる結婚の拡大要因とし
て挙げられたが、携帯電話などの新しい機器は思春期の
ウェルビーイング活動で「問題を抱えていない」ユースの在り
方につながるリソースとして、どの州やサブグループでも高く
評価されていた。携帯電話は物質的な豊かさを指すだけでな
く、思春期の学習に役立つ存在として受け止められていた。
思春期の参加者は「学校のための機器」とは、思春期の子ど
もたちが学校の勉強をこなすために携帯電話で情報にアクセ
スするためのリソースのことだと説明した。マギンダナオ州の
KIや参加型コミュニティ分析セッションに加わった参加
者、COVID-19の影響下で、教育を継続し家庭外の仲間とつ
ながる手段として、ソーシャルメディア、携帯電話、その他の
テクノロジー（コンピューターなど）の価値が高まったと述べ
た。

KIIのデータによると、ソーシャルメディアが女の子の早すぎる
結婚のリスクを軽減した可能性も示している。マギンダナオ
州の数人のKIは、早すぎる結婚の事例がソーシャルメディア
上でますます 可視化され、自治体の各機関に注意を促す手
段になっていると指摘した。KIIは、Facebookで早すぎる結婚
について投稿することは、この問題に対する意識を高め、問
題の深刻さを改めて認識することにつながると指摘した。

既存の子ども保護制度に欠けるもの

思春期の女の子をサポート・ケア・保護するために働く人材
や組織の力はあるとする一方で、データからBARMMの子ど
も保護システムに欠けているものが浮き彫りになった。それ
は、思春期の子どもを中心としたプログラム、人道主義的な
プログラム・サービス、早すぎる結婚の対策プログラム、さら
に情報・プログラム・サービスを通じて思春期の女の子を効
果的に支援するための戦略が含まれる。

調査結果

どの州やサブグループの参加型グループ活動でも、ユースと
その家族に対する支援は州総合保健局（IPHO）、市町村保
健ユニット（RHU）、および/または主にバランガイの保健所
（BHS）を中心に行われているとした。IPHO、RHU、BHS
は、行政上は地方行政単位（LGU）の組織の一部である
が、DOHの一部として運営され、家族計画、性と生殖に関す
る健康、HIV/AIDsや女の子と女性を対象としたその他の保
健関連サービスを提供している。ラナオ・デル・スル州のKII
は、マラウィ市の市社会福祉開発局（CSWDO）の自治体が
運営するソーシャルワークと子どもの保護プログラムについ
て語った。 ラナオ・デル・スル州のあるKIは、1ヵ所ですむ「ワ
ンストップショップ」に言及。その中にはマラウィ市の保健施
設にある子どもの保護サービスがあり、近隣の避難所に住
むユースや受け入れ先にも提供されていると述べた。また、
スールー州の参加者は技術教育サービス開発局（TESDA)
をユースのための重要なリソースとして挙げ、ラナオ・デル・
スル州の参加者はそれよりもはるかに少ない程度ではある
が同様に挙げた。 バシラン州のKIによると、TESDAは標準
的な職業技術教育だけでなく、特にユースを対象にした価値
観の形成も行っている。

INGOとNGO
KIと参加型グループの参加者は、INGOやNGOが 思春期の
女の子をどのように支援・ケア・保護しているかについても議
論した。マギンダナオ州とラナオ・デル・スル州の大人を中心
とした参加型グループ参加者は、住民たちは「赤十字」（赤十
字国際委員会） 、ユニセフ、世界食糧計画(WFP) 、オックス
ファム・インターナショナル、アクション・アゲインスト・ハン
ガー 、プラン・インターナショナル、セーブ・ザ・チルドレン、コ
ミュニティ・ファミリー・サービス・インターナショナル（CFSI ）と
いったINGOや人道支援機関から支援を受けていると報告し
た。

マギンダナオ州の16～19歳の既婚男性とケア従事者/コミュ
ニティリーダーはともに、避難先で子どもたちに安全な場所を
提供している組織としてセーブ・ザ・チルドレンを挙げた。
ヤギンダナオ州とラナオ・デル・スル州の各グループの参加
者は、以下のNGOを挙げている。

• フランスの人道支援団体である技術協力開発機構（通
称「ACTED」）（男性マア従事者/コミュニティリーダー、
マギンダナオ州）

• 紛争下のコミュニティのための社会経済・インフラプロ
グラム「平和で豊富なコミュニティ・プログラム
（PAMANA）」（女性ケア従事者／コミュニティリーダー、
マギンダナオ州）

• 武力紛争や軍事的虐待の被害者に法的支援を行う代
行 法律 NGO「アイディアルス・インク」（女性ケア従事
者/コミュニティリーダー、マギンダナオ州）

• 環境悪化と気候変動、貧困、紛争と緊迫した社会関
係、弱いガバナンス に焦点を当てたNGO「エコウェ
ブ」、ミンダナオ島を拠点に「校舎の改修や子どもたち
に学用品を提供するなど、学校に必要な改善」を行って
いるNGO「バレー ・ミンダナオ」（女性ケア従事者/コミュ
ニティリーダー、ラナオ・デル・スル州）
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ユースを中心とした総合的プログラムに欠けるもの 

調査結果から、BARMMには思春期のユースを中心としたプ
ログラムが不足していることが明らかになった。さまざまな情
報源から得られたデータによると、既存のユース向けプログラ
ムは、ユースの多様性に配慮しつつ、彼らの特定のニーズと
優先事項を満たすためにユースと共同設計された多部門から
成る総合的取り組み（すなわちユース中心のプログラム）を開
発するのではなく、むしろ住民レベルでの意識向上と情報の
普及に焦点が置かれていることがわかった。ほとんどのKIは
思春期向けのプログラムが自分たちの州にはあるとしなが
ら、そのプログラムは年齢、ジェンダー、民族、能力、配偶者
の有無、子の有無、学校の状況などを考慮して思春期の多様
なニーズに合うように開発されたものではなかった。. 特
に、SenseMakker®と参加型グループで、コミュニティのユー
スが利用できるリソースやサポートに関する話し合いで「ユー
ス」または「ユース中心」のプログラムに言及されることはな
かった。 さらに、研究参加者が、ユースが主導するプログラム
を取り上げたり、これらのプログラムの複数の段階でユースの
意見を聞いていると述べる場面もなかった。例えば、ユースグ
ループへの参加、プロジェクトの設計や分析協議への参加、
ユースアドバイザリーフォーラムへの参加について語られるこ
ともなかった。

マギンダナオ州では、KIは数少ないながらも、年齢が高めの
ユースや学校に通っていないユースなど特定のサブグループ
を対象としたユースプログラムを紹介した。 しかし、プログラム
の効果、規模、頻度、期間、プログラムがユースと一緒に設計
されたかどうかに関する情報は紹介されなかった。一方、バン
サモロ人権委員会（BHRC）が、思春期のユースや15歳以上の
ユースを対象としたアドボカシープログラムを実施していること
は紹介された。活動内容は、いじめ防止のための 啓発、労働
法の基礎、女性や子どもに対する暴力 など、子どもの権利に
関連するものである。TBHRCは、イスラム教における子どもの
権利について取り上げたラジオ番組を定期的に放送してい
る。ある KI は、DSWD が アンラッド・カバターン（直訳すると
「ユース育成または成長」）を実施していることを指摘し、「人格
形成と前向きなライフスタイルの促進、意識喚起と家庭生活
志向、経済発展を基盤とした、学校教育を受けていないユー
スのための包括的プログラム」であると述べた(マギンダナオ
州政府社会サービス提供者）。

子ども ・ユース福祉プログラムでは、法律に抵触した 
子どもたちが対象となります。 コミュニティのユースを
動員してセッションを作り上げ、プログラムを準備しま
す。ユースの能力を高め、異なる状況と彼らを保護す
るさまざまな法律を理解させるための情報・教育
キャンペーンが行われています。

(社会サービス提供者、ラナオ・デル・スル州、KII）

プログラムはどれも同じです。若いユースの具体的な
ニーズに基づいたサービスはないです。プログラムの

内容 は、妊産婦の健康、子どもの保健ケア、家族
計画です。ARH（思春期の生殖に関する健康 ）はあ
りません。未婚の女の子が病院に来て 、腹痛がする 
というふりをして、超音波検査をする頃には出産間近
だとわかるんです。   たいてい、母親か姉と一緒に
やって来ます。

 (NGO, ラナオ・デル・スル州, KII)
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また、別のKIは、マギンダナオ州政府が、マギンダナオ州の
15歳～30歳までのユースのための具体的な活動や取り組み
を実施するための戦略を概説した3年間の州ユース開発計画
や、ユースに関する州の条例を起草していることを紹介し
た。KIによると、この条例が成立すれば、より長期的な政策
の枠組みとして機能することになるという。

一方、バシラン州、スールー州、ラナオ・デル・スル州では、
ユースを中心と したユースプログラムへの取り組みが極めて
少ないことがデータで示されている。バシラン州のあるKIは、
ユースのプログラムのほとんどは政府、特にRHUが主導して
いると言及した。しかし、他のKIは、RHUのユースプログラム
が資金不足のために活動を停止していると指摘した。バシラ
ン州の参加型グループ参加者は、イサベラ市などのLGUが、
早すぎる結婚、10代の妊娠、子どもの権利に関する啓発活
動を定期的に行っていると述べた。

スールー州のKIたちは、政府以外でユースプログラムに取り
組んでいる団体を挙げた。CSOのスグ教育者フォーラム・イ
ンク、地元NGOのバンサグ・ババエ（「誇り高き女性たち」）、
スールー州女性評議会（SPWC）は、SRHR、子どもの権利、
早すぎる結婚、　GBV、生計に関する啓発・教育プログラムを
行っている。しかし、参加型グループ活動から、これらのユー
スプログラムは住民に周知されていないことがわかった。

スールー州の参加者が挙げたNGOのプログラムは、ユース
のための職業技術訓練プログラムであるTESDAのみだっ
た。そうした中でマギンダナオ州のあるKIが、法に抵触する子
どもたちに焦点を当てたマラウィ市CSWDOの子どもとユース
のプログラムの設計と実施にユースが参加していると述べた
のは、特筆に値する。

M: COVID-19以降、CEFMの発生率に変化は認め
られましたか？増加ですか、減少ですか？

P: Facebookでは、早すぎる結婚に関する投稿が目
に見えて増えています。 私のFacebookのアカウント
や友人からの投稿を見ると、個人的にそれを実感し
ます。心配ではありますが、逆に言えば、早すぎる結
婚の発生を議論する際のエビデンスとして役立ちま
す。こうしたソーシャルメディアへの投稿を通し
て、CEFMが現実の問題であり、単に 議論をするた
めや、女性の権利を擁護する市民社会・団体によっ
て作り上げられたものではないことが可視化されてき
ています。実際におきているのです。Facebokを見て
ください。

(NGO, マギンダナオ州, KII)



まず、彼ら（人道支援側）は、WASH（水と衛生）、シェル
ター、食料といった必要不可欠なニーズに対する支援を
行います。その後、教育や保護など、欠けている要素に
気づきます。ワーキンググループのメンバーが現場でこ
うした活動を進める中でCEFMという新たな課題に直面
するのです。そのため、CEFMを中心にした取り組みで
はなく、CEFMの活動は後回しになるのが常です。今
は、その対応すらされていません。CEFMをサポートし
ている組織や機関はほとんどありません。

OCEFMに対する取り組みを行っているのは、GBVなど
の保護問題に政策提言する者だけです。保健、レクリ
エーション、教育 (グループ)...すべてのグループが、こ
の問題に取り組む必要があるのです。CEFMを含む女
の子の問題に現在取り組んでいるのは、ひとつのサブ
グループのみというのが実状です。

 (人道支援NGO、ラナオ・デル・スル州、KII）

思春期の女の子に情報、プログラム、サービスを提供する 際
に障壁となるもの

調査データは、分析に用いられたARSHのための社会規範フ
レームワークの各領域（個人・社会・組織・リソース）を超え
て、情報、プログラム、サービスを通じて思春期の女の子を支
援することには様々な障壁があることを示している。思春期
の女の子が、既存のプログラムにアクセスして利用しない背
景として、思春期の子どもにやさしいサービス・組織間の連
携・持続可能な資金、これらがないことと治安の悪さなどが考
えられる。

思春期の子ども にやさしいサービスの不足

KIIのデータは、思春期の子どもに適したサービスがないため
に、思春期の女の子がサービスを利用したり、情報にアクセ
スしたりすることができないことを示している。 どの州のKIも、
サービスを安心して自信をもって使えなかったり、あるいは、
自分のコミュニティにそうしたサービスやプログラムがあるこ
とを知らないために、女の子たちが「気後れしている」と指摘
した。いくつかのKIIでは、プログラムスタッフが思春期の子ど
もたちに戸別訪問による働きかけを行っても、子どもたちは
彼らから隠れてしまうため、サービスやプログラムが利用でき
ることを周知できないと指摘されている。バシラン州のKIIは、
保健プログラムを通したユース支援が特に困難な理由を次
のように語った。

調査結果

人道的プログラムとユースが利用できるサービスに欠けるも
の
データからもう一つ欠けているものとして浮かび上がったの
が、人道的なプログラムとユースが利用できるサービスだ。ラ
ナオ・デル・スル州とマギンダナオ州のKIはこうした欠点につ
いて話し合ったが、スールー州とバシラン州のKIからは、自
然災害や暴力発生時のサービスやプログラムがないことや、
避難民を対象とした具体的なプログラムのニーズについて報
告されることはなかった。ラナオ・デル・スル州とマギンダナオ
州のKIは、紛争下で強制避難したユースが利用できるメンタ
ルヘルスや心理社会的サポート、質の高い教育、生計手段、
レクリエーション・プログラムがないことを認めた。 

上述の通り、紛争下の地域や避難民のコミュニティでは質の
高い教育を受けることができず、それは長期的にユースやそ
の家族、コミュニティの健康と成長に悪影響を及ぼしている。 
ラナオ・ロデル・スル州とマギンダナオ州の数人のKIは、マラ
ウィ包囲が最も激しく行われていた頃には、強制避難した
ユースのためのレクリエーション活動などのプログラムが可
能だったが、危機的状況が長期化する中、ユースのための 
プログラムが広く必要とされているにもかかわらず、マラウィ
では少数の人道支援団体だけが活動を継続しているのが実
状だと述べた。

ラナオ・デル・スル州のあるKIは、「仕事もなくブラブラしてい
る」ユースを狙った過激派グループの勧誘を防ぐ仕組みとし
て、ユースプログラムの重要性を強調した。思春期の男の子
と女の子は、ともに過激派に兵士として採用されるリスクがあ
り、ラナオ・デル・スル州の数人のKIは、採用された女の子は
早すぎる結婚のリスクにさらされていると語る。また、採用さ
れるリスクのある女の子や逃れて戻ってきた女の子を対象と
したプログラムはないと説明した。特に、バシラン州とスー
ルー州では、コミュニティのユース支援に中心となって活動す
るINGOや国内外の人道支援機関をどのグループも挙げな
かったのは注目すべきである。

早すぎる結婚対策プログラムに欠けるもの

BARMMでは、早すぎる結婚の防止やリスクの軽減、既婚の
女の子のニーズへの対応を主な目的としたプログラムが
データから明らかになることはなかった。調査参加者は、早
すぎる結婚の限られた側面に取り組むプログラムはどの州
にもあることを確認したが、具体的にBARMMにおける早すぎ
る結婚の予防と対応を目的としたプログラムとしてKIが挙げ
たのは、オックスファム・インターナショナルの「女の子と女性
に対する暴力に対処するための空間づくり」（以下、空間づく
り）だけだった。しかし、このプロジェクトは、データ収集時点
ですでに終了していた。空間づくりは、オックスファム・イン
ターナショナルとフィリピンのパートナー団体であるユニフィル
ウィメンとアル・ムジャディラ開発財団によってラナオ・デル・
スル州アウとマギンダナオ州で実施された。KIによると、この
プロジェクトでは、アドボカシーとロビー活動、コミュニティの
組織化、意識向上、収入創出支援などが行われていた。

アエバシラン州とスールー州では、参加者は早すぎる結婚に
関するプログラムの実施を確認できなかった。 KKIは、バシラ
ン州とスールー州では、思春期の保健・保護といったより幅
広いプログラムの一部として、早すぎる結婚を含めたGBVに
関するアドボカシーと意識啓発が行われていると指摘した。
ただ、短期的な取り組みが多く、資金の流れも信頼性の低い
ものだと、KIは述べた。 
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ユース向けのプログラムやCEFMのプログラムの不足は、他
の州よりもスールー州で顕著であった。スールー州で実施さ
れている早すぎる結婚プログラムとして、ARMMにおける生
殖に関する保健サービスのアクセス向上プロジェクト
（ARCHES)を挙げたKIも数人いたが、オックスファム・イン
ターナショナルとフィリピンのパートナー団体ピナイキロ
（PINK)が実施するこのプログラムの主目的は早すぎる結婚
に対応し防止することではなく、あくまでもSRHRサービスへ
のアクセスを向上させることだった。スールー州の他のKIたち 
は、同州でCEFMプログラムが実施されていないことを確認し
た。 特に、各コミュニティにおけるユースのためのリソースや
サポートについて話し合う際に、どの州の参加型グループ参
加者も早すぎる結婚プログラムに言及しなかったのは特筆す
べきだ。



例えば、15～17歳を対象に行う性的搾取と虐待の防
止活動（PSEA)では保健が話題の中心ですが、それ
でも彼らは参加を拒んだり、隠れたりするので、私た
ちは困難を感じています

(政府保健官、バシラン州、KII）

KIは、サービス提供者や親の態度についても言及した。 サー
ビス提供者の態度や、GBVの報告書に 対する地元の役
人やサービス提供者の対応が否定的なために、ユースは早
すぎる結婚を含むGBVの報告を躊躇してしまうのだ。こうした
対応には、正当な手続きなしにGBVの事例を取り下げたり、
事件を正式に記録しなかったり、内々に解決してしまったりな
どが含まれる。AKIによると、こうした形でコミュニティ住民ら
がGBV事例の報告やサービスの利用を否定的にとらえるよう
になり、それが、ユースがプログラム参加に消極的な現状に
つながった可能性がある。KIはさらに、親が子どもを思春期
プログラムに参加させたがらないことも、主な障壁になってい
るとしたが、その根拠は示されなかった。

組織間の連携不足
どの州のKIも述べたように、部局・組織間の連携不足が、プ
ログラムやサービスを通じて思春期の女の子を支援する上で
大きな障害となっている。KIIのデータからも、各組織には連
携のためのラインやプロセスが設けられているかもしれない
が、連携は情報交換や役割の確認が中心で、より広い社会
変革に向けた戦略と開発目標に基づいて早すぎる結婚その
他ユースの抱える問題への取り組みに向けて連携を強化す
るものではないことがわかる。マギンダナオ州の政府系CSO
は、早すぎる結婚に関するデータが全体的に不足しているこ
とに加え、早すぎる結婚の事例の集計を担当するPNPと自治
体の社会サービス部門間の連携不足も、データ不足と誤りに
つながっていると説明した。

「データの収集と報告が主な課題でしょう。こちらから
積極的に事例の発掘に取り組まなければ、報告書は
ゼロになってしまいます。マギンダナオ州警察では、 
GBV事例を記載したピンク色の記録簿（女性や子ども
が関係する事件の警察の記録簿 で、女性デスク担当
の警官が管理し、その警官は 事件のプライバシーと
機密を守ることを任務としている）があります。

しかし、それにもかかわらず、報告書があるのは2つ
の自治体だけです。 他の地域で事例がゼロでないこ
とは分かっています。私たちは、当事者同士で解決す
ることにしたり、まったく報告しないことを選択したりす
ることを恐れています。しかし、ゼロといってもデータで
あることに変わりはありません。それが何を意味する
のか、それを踏まえて私たちはどのような行動をとる
べきなのでしょうか。

(政府CSO、マギンダナオ州、KII）

持続可能な資金の不足
また、ユースを対象としたプログラムやサービスのための持
続可能な資金の不足も、障壁として、ほぼすべてのKIが共通
して挙げた。前述のように、バシラン州で思春期プログラム
の実施を主に担うRHUは、資金不足のために実施すること
ができなかった。汚職もその理由のひとつかもしれない。思
春期プログラムの実施責任者が資金を吸い上げたり、「架空
のプログラム参加者」がいるなど、汚職に言及するKIも数人
いた。マギンダナオ州のKIIでは、以前のプログラムでの経験
が語られた: 

写真撮影だけで、実際のセッションは行われないこと
がほとんどです。 架空の住民をただプログラム参加
者リストに載せているだけなのです。

(政府、マギンオ州、KII)

治安の悪さと暴力の脅威
また主な障壁としてどの州のKIも治安の悪さと暴力の脅威を
取り上げた。ラナオ・デル・スル州とマギンダナオ州のKIは、
紛争の長期化と強制移住がサービス提供の妨げになってい
ると指摘した。KIは、「武装勢力や武装集団による武力衝突」
など、治安の悪さと暴力のリスクでスタッフが安全を感じられ
ず、サービス提供者やプログラムスタッフを採用できないこと
やスタッフの離職率が高いことに言及した（政府、自治体保
健、バシラン州、KII)。

また、治安の悪さは支援を受ける側にとっても障壁となる。
ユースは暴力を恐れてサービスやプログラムを受けようとしな
い。ある バシラン州の自治体関係者は「治安の悪い環境の
ため、自由に教育にアクセスできず、平和と秩序に関する情
報やサービスを受けること自体が難しい」と説明する。マギン
ダナオ州の現地で活動するNGOスタッフは、家族が一族や
家族の暴力に巻き込まれているユースは家を出ないため、
サービスやプログラムを利用することができないと話した。

「リド（一族の争い）もあるからです。家族がリドに関わると、安
全のために家族が外出を控えるようになるんです。」
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本調査を通して、ユースの抱える主な課題、早すぎる結婚の
主な要因、ユースの女の子自身が持つ逆境への適応力、そ
してBARMMにおける早すぎる結婚のリスク軽減の可能性
を持つ地域の支援システムが明らかになった。 調査結果
は、差別やスティグマ、質の高い教育の不足、早すぎる妊娠
など、ユースが抱える主な課題のほとんどが、早すぎる結婚
を拡大させる要因にも結果にもなりうることを示している。 
BARMMのユースの生の声は、経済的不平等、ジェンダー
不平等、強制移住、そして紛争下で思春期の女の子がリ
ソースを求めて声を上げることもたどり着くこともままならな
いという圧倒的状況によって不公平にも生み出されている。
こうした複雑で混乱した状況にもかかわらず、調査データの
分析に参加したKIや思春期の女の子を含むコミュニティ住民
らは、この調査で用いたASRHの社会規範の枠組みの全領
域にわたって、早すぎる結婚に対処しコミュニティ内の既婚
の女の子のニーズを満たすための具体的な解決策を見出し
た。

女の子を結婚に向かわせる強制移住特有の新たなリスクの
存在が考えられるが、本調査は、紛争下の強制移住により
早すぎる結婚のリスクが一層深刻化しているという新たなエ
ビデンスのひとつとなる（早すぎる結婚をなくすための世界
プログラム, 2021; Leigh他, 2020, Hunersen 他, 2021）。 

また、調査結果は、早すぎる結婚に関する既存の規範を守
る（あるいは守らない）と決断する人々の決断力が、BARMM
の社会規範と結婚の慣習を支えていることを示している。同
時にデータは、BARMMのジェンダー規範が意思決定におけ
る思春期の女の子の声をどれほど大きく制限しているかも
示している。早すぎる結婚の拡大要因は、女の子と女性の
機会を奪い彼女たちを社会的経済的に追い詰める家父長
制とジェンダー関係に支えられていることを裏づけている
（Greene、 Stiegvater 2019）。調査結果は、南アジアで最近
実施された複数国における早すぎる結婚調査の結果と同様
に、早すぎる結婚が思春期の男の子に比べて思春期の女
の子が不当に影響を受けるジェンダー差別の一形態である
ことを明らかにした(Leigh他,2020）。思春期の女の子が、交

際や婚前交渉をすることによって人付き合いで守るべき決ま
りや彼女たちに与えられた役割から逸脱すると、親から早す
ぎる結婚を強要される可能性があることがデータで示されて
いる。

調査結果によれば、思春期の男の子も結婚を強制されるも
のの、女の子より結婚の決定に関して主体性を持っているこ
とが多いようだ。 SenseMaker®とKIIのデータ、コミュニティ
参加型分析によると、家族や社会の中に力関係を生むジェン
ダー規範のために、女の子は両親や家族、より広くコミュニ
ティに対して義務感を感じており、自分の願望を犠牲にして
結婚に応じていることが浮き彫りになった。

一方、ユースが既存の規範から逸脱した新しい交流方法
（ソーシャルメディアやテキストなど）を利用するようになるに
つれて社会規範が揺らぎ始め、より広くコミュニティの中に不
安が生まれている実態も調査結果は示している。 一部の思
春期の女の子（および男の子）が自分たちの力で18歳未満
での結婚を選択していることを裏付ける調査結果もある
（Leigh他, 2020）。

しかし、GreeneとStiefvaterによれば、決定権は思春期の女
の子のウェルビーイング（幸せ）と大人への健全な成長を阻
む社会規範と不平等な力関係によって形成されているという
（2019）調査結果は、結婚が唯一の選択肢あるいは結婚せ
ずに思春期の女の子として直面する課題から逃れる最善の
道だと考えて、女の子たちが結婚を決意する姿を浮き彫りに
している。直面している様々な課題（貧困、虐待、質の高い教
育へのアクセス不足など）が、結婚すればよい方向に向かう
という誤解にたきつけられ、女の子たちは結婚を選択する。し
かし、女の子 が持つ意思決定力はもろく、まもなく尽きてしま
うことが調査結果から明らかだ。
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本調査では、BARMMの強制移
住・紛争下のコミュニティにおけ
る早すぎる結婚の主な要因を以

下のように特定した:

思春期の女の子たちの意思決定力の弱さ

自己犠牲と使命感

家の名誉を守るために行う思春期の性のコ
ントロール

貧困と安定した収入創出活動へのアクセス
の不足

質の高い教育へのアクセス不足

早すぎる結婚をめぐるイスラム教の様々な
解釈

法的環境の整備

01
02
03
04
05
06
07

ディスカッション

結婚生活はしばしば差別を生み、中途退学、貧困、児童労
働、孤立、虐待、ネグレクト をもたらす。個人・社会・制度・リ
ソースさらに人道主義的領域に内在する機会を様々なレベ
ルかつ複数のセクターで流動的に活用することで、根深い社
会・ジェンダー規範を変革し、思春期の女の子たちが、暴力
やそのリスクもない幸せで健康的かつ充実した生活を送り、
経済・市民生活・教育など様々な領域に社会の一員として力
を発揮する可能性に道を開くことができるかもしれない。

この研究では、状況次第で早すぎる結婚の要因は顕著に
様々な形で現れており、これは最近発表された早すぎる結婚
の研究概要（Psaki他, 2021）を裏付けるものである。例え
ば、貧困（特に、学費を支払うための世帯収入の不足により
中途退学すること）は、どの州でも根本的な要因として浮かび
上がった。しかし、ラナオ・デル・スル州とマギンダナオ州で
は、早すぎる結婚は政治力やリソースを強化する手段と受け
止められていて、バシラン州とスールー州のデータではこうし
た要因は現れなかった。

調査結果から、避難民の女の子や紛争下で生活する女の子
にとって、早すぎる結婚の根本的なリスクは高まっていること
がわかる。しかし、社会に深く根付いた規範や不平等な力関
係に基づく根本的な要因に比べれば、強制移住中に新たに
生まれた要因（人道支援など）は、外部の取り組みで比較的
容易に対処できるとも考えられる。ただ、人道支援が娘を結
婚させるきっかけにならないよう改善するなどのシステム面で
の活動では、早すぎる結婚の根本的な要因に取り組むことに
ならない。しかし、こうしたわかりやすい活動が早すぎる結婚
のリスク軽減につながる可能性はある。
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さらにデータから、ユースを中心とした人道的な早すぎる結婚
のプログラムは欠陥が多く、思春期の女の子と彼女たちに影
響を与える人々を効果的に支援する上で妨げになっている
実態が明らかになった。早すぎる結婚の中心的要因に取り組
むためには、思春期の女の子とその家族、さらに彼女たちを
ケアし保護するコミュニティそれぞれが持つ適応を含め、すで
にある地域のユース支援システムを強化しなくてはならない。

社会・制度・リソースの各領域
にある様々な障壁が、思春期
の女の子が自らの意思決定に
基づいて行動する自律性の実
現の妨げとなっていることを考
えると、個人レベルの取り組み
だけで早すぎる結婚をなくすこ
とはできない。

したがって、早すぎる結婚・ジェンダー差別と経済
的不平等の根底にある要因を取り除くためには、

社会（社会およびピアネットワーク、家族構成、社会資
本とサポート、ポジティブな逸脱者＊説明はP２３）、

制度（政策と法律、教育制度、政府の仕組み、経済
政策、宗教上の組織）、リソース（生計、所得水準）

の各領域での取り組みが必要である。 
これは、社会・制度・リソースの各領域で
取り組むことにより、支配的なグループと
社会的・経済的に困難な状況にある

グループの力関係を変える取り組みといえる
（Blankenship, 2006年）。

BARMMの思春期の女の子、大人のコミュニティ住民、各組
織の関係者らとともに特定した早すぎる結婚の中心的要因に
取り組む必要性と優先事項（解決策を含む）を以下に示した。
女の子と女性が教育・保健・市民生活・経済の機会に平等に
アクセスできることを含めて、自立した意思決定を実現するに
は、これらの解決策とともに社会・経済・法的環境の向上に
向けた経済的・政治的取り組みも行う必要がある。

ジェンダー規範と結婚の意
思決定

調査結果から、ジェンダー規範によって力関係が生まれ、思
春期の女の子がいつ、誰と結婚するかを決める意思決定力
が弱まっていることがわかる。その代わりに、女の子の人生
の重要な意思決定をするのは両親である。両親は既存の規
範に則って決断し、娘を結婚させる際もその規範に従う。



親は、早すぎる結婚にどんな弊害があろうと家族の名誉を守
ろうとするが、親、特に母親には女の子の結婚リスクを軽減
する力が眠っていること示すデータもある。思春期の女の子
が健やかに成長するためには、親のサポートと指導が不可
欠である。必要な教育やサポート教材があれば、親は子ども
たちに、社会の権力力学や健全な人間関係など、年齢に応じ
た包括的SRHについて教育することができる。包括的な性教
育とジェンダー・トランスフォーマティブなプログラム を通じ
て、思春期の性の厳格なコントロールにつながる有害な規範
を崩せば、女の子の早すぎる結婚のリスクを軽減することが
できるかもしれない。

コミュニティ参加型分析に参加した思春期の女の子たち
は、SenseMakerÈのデータに示されるような変化への願望
を個人としても集団としてもはっきりと口にすることはなかった
48ページ参照）。しかし、世代間の関係、特にユースと家族、
コミュニティ社会との関係を中心に信頼関係を築く必要性が
指摘された。結婚のリスクを軽減するために思春期の女の子
が持つ適応力を強化する個人・社会レベルの解決策として、
世代間の対話、親のカウンセリング、女の子の能力向上への
取り組みなどの行動変容プログラムが挙げられた。

文化と宗教
調査結果から、イスラム教と地元の文化的伝統がコミュニティ
の基盤であり、安全な空間、信仰、人としてのあり方などの形
で、ユースとその家族にとって非常に大きな支え・リソースに
なっていることが明らかになった。しかし、一部の学者の解釈
では、コーランには女性と女の子を差別する権力・ジェンダー
力学が働いているとされ、そのため、女の子は初潮を迎えれ
ば（12歳でも）、男の子は15歳で結婚する慣習が認められて
いる。この解釈には非常に大きな議論の余地が残されている
が、特定の伝統的・宗教的指導者たちに強く支持されてい
る。こうした解釈が社会的規範となり、権力者（MRL、伝統的
指導者、コミュニティ指導者など）から固く支持されている実態
が、様々な方法で得たデータからも明らかになっている。

同時に、これらの指導者は、親やコミュニティの規範に対して
絶大な影響力を持っていることも示唆されている。イスラム教
が結婚の決定を含め、コミュニティ住民の生活に絶大な存在
感と影響力を持っていることを考えると、MRLは思春期の女
の子の結婚に対するリスクを軽減し、既婚のユースの経済
的 、心理社会的、健康上、教育上のニーズに応える推進役
として活動する大きな可能性を秘めている。 彼らは変革の担
い手として、18歳以上の結婚を支持するファトゥワ（イスラム
教の解釈）について教育・啓発を行うこともできる。参加型グ
ループデータ分析に参加したMRLが、まず自分たちのコミュ
ニティで早すぎる結婚に対する意識啓発を行うという形で行
動を起こしたいと述べたことは注目に値する。

ディスカッション

女の子たちには妻、母親、ケアを担う者としてジェンダーに基
づく役割を果たしてほしいという考えから、年長者、一族の
長、MRL、伝統的指導者、その他のコミュニティ指導者などの
大人は、こうした規範に影響を与え、規範はさらに強固にな
る。 データによると、思春期の男の子も早すぎる結婚を強い
れるが、その程度は女の子より低く、結婚に 対する意思決定
の自律性は女の子より高いという調査結果が出ている。例え
ば、SenseMakker Èのストーリーでは、思春期の女の子に
結婚の申し込みを断られた男の子が女の子の両親に許可し
てもらい無理やり結婚させるよう助けてもらう話がある。しか
し、思春期の女の子にも、両親や仲間、自身 の人生に影響
を与える大人たちからのサポートがあれば、意思決定力を高
める可能性はある。前述のように、両親、特に母親は、既婚
の女の子を含む思春期の女の子のサポート役として中心的
存在である。 コミュニティ住民からは、家族内 のコミュニケー
ション、理解、信頼を向上させる手段として、世代間/親子間
のワークショップが挙げられた。

事実にしろ、そう思われているだけにしろ、ユース同士の婚前
関係の噂がたてば一気に早すぎる結婚に進んでしまう強い
影響力があるが、コミュニティには、既婚の女の子を含む
ユースの女の子のサポート役として機能する可能性があるこ
とも様々な方法で得た研究データは示している。参加型分析
に参加した大人とユースのコミュニティ住民、ともに、結婚生
活の現実に対する理解と共感を深めたいという希望を示し
た。参加者からは、宗教指導者やコミュニティ指導者らとの
ワークショップを地元で開くことで早すぎる結婚がもたらす悪
影響について共通の理解を得ることができるのではないかと
提案された。

このような地元でのワークショップは、早すぎる結婚を禁じる
イスラム教の解釈に意識を喚起するなど、あいまいな点を明
確にする副次的効果も期待できる。いかなるプログラムも、
ジェンダー間の力の不公平に対処し、女の子と女性をコミュ
ニティ社会の中で社会的・政治的影響力のある地位に押し上
げるために、ジェンダー・トランスフォーマティブでなければな
らない。ジェンダー・トランスフォーマティブな取り組みとプログ
ラム は、コミュニティ住民が、早すぎる結婚など女の子と女性
に対する暴力の根源であるジェンダー規範に挑戦する機会と
なる。

家族の評判を保つための
思春期の性のコントロール
と義務感
調査結果から、思春期の女の子のセクシュアリティを守るとい
う理由で家族の名誉を守ることが様々な形でBARMMにおけ
る早すぎる結婚の中心的要因となっていたことがわかる。い
う結果につながっていくのかがデータで明らかになった思春
期の女の子が同世代の男の子 と手をつないでいるという噂
がたてば、早すぎる結婚の可能性は生まれる。義務感から両
親の意向に従う思春期の女の子たち。 彼女たちは結婚を家
族のための自己犠牲と受け止め、ほとんど、あるいはまったく
抵抗せず結婚に同意することが少なくない。
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ユースの大半が携帯電話を持っていることを考えれば、
ASRHプログラムやサービス提供をモバイルで実施して既婚
の女の子を含む学校に通っていないユースに代替の学習機
会を提供するなど、コミュニティ支援の形も探ることができ
る。ービス提供をモバイルで実施して既婚の女の子を含む学
校に通っていないユースに代替の学習機会を提供するなど、
コミュニティ支援の形も探ることができる。

調査結果

ピア・サポート
調査結果によると、ユース、特に避難民や既婚者には社会
力とピア（同世代の仲間）のサポートが非常に不足している
が、ユースの女の子の社会力を高める機会は存在している。
コミュニティ参加型分析、ストーリー、参加型グループ活動の
なかでは、勉強を続けるための安全と何らかのリソースを確
保するために、結婚に代わるもの の必要性が一様に言及さ
れた。コミュニティ参加型分析では、他の女の子たちが結婚
や中途 退学、「不適切な」性的行為 を行うなどの「あやまち」
を犯さないように手助けすることが議論の中心となった。この
こと は、ユースが自分たちの状況をコントロールできると認
識していることや、早すぎる結婚や婚前交渉に対するスティ
グマにも関係がある。しかし、仲間とのつながりを増やし、健
全な関係を築くことは、やはり支えになり得る。

早すぎる結婚やその他のSRHの問題について対話と話し合
いを促進できるコミュニティ内の安全な空間を拡充すること
で、思春期の女の子の仲間同士の社会力を強化できる可能
性がある。コミュニティ参加型分析のファシリテーターは、思
春期の女の子は普段から自分の意見を述べたり他の意見を
聞く機会が少ないため、積極的に参加するだろうと実感して
いた。ただ、 学校を基盤とするグループや組織は、成績上位
者「だけ」が参加でき、それ以外のユースはあまり歓迎されて
いないと感じているようであった 。さらに、SenseMakerÈの
データ収集に参加した既婚のユース男女は、ともに思い切っ
た変化を望む傾向があり、思春期の女の子の同世代は、早
すぎる結婚への道を断つようなジェンダー・トランスフォーマ
ティブな変化に適応していける可能性が示唆された。

思春期の交流: 恋愛結婚と

ソーシャルメディア
携帯電話（テキスト など）やソーシャルメディア（Facebookな
ど）は、特に大人 コミュニティのメンバーやKIから、 早すぎる
結婚の要因 と見なされていたこれらのコミュニティ住民にとっ
て、携帯電話やソーシャルメディアは、思春期の子どもたちが
異性とつながるためのツールであり、思春期の男の子と女の
子がデートや親密な関係を通じてことにつながるという。大人
がユースのソーシャルメディアや携帯電話の利用に対して不
満を示した のは、技術の進歩や社会規範の変化のなかで、
ソーシャルメディア上のユースの行動に自分たちの力が及ば
なくなっていることも一因である。結婚は強制されることもあ
れば、カップルが自ら望んですることもある（「恋愛結婚」）。対
面であれテクノロジー上であれ、異性と付き合うことは社会的
な逸脱行為とされるが、思春期の子どもが結婚を望む場合、
親からの抵抗はほとんどない。ソーシャルメディアやテクノロ
ジーにまともに取り合わないコミュニティ住民やKIもいたが、
携帯電話やテクノロジーについては、特に学業に必要な情報
やCOVID-19のロックダウン時に教材にアクセスしたり、ユー
スにSRHR情報を提供するための手段となる強みとしても言
及された。
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調査結果

さらに、コミュニティ指導者らがオンラインでの嫌がらせやいじ
め、その他の子どもの保護をめぐる懸念を軽減するために思
春期のオンライン安全ガイドラインに関するコミュニティ主導
型ワークショップを開催する、あるいは携帯電話やソーシャル
メディアの使用について大人とユースの間の不信感を軽減す
るために自由な話し合いの場を設ける際は、NGOやINGOが
サポートにあたる必要がある。.

生計と経済的機会
KII、参加型グループ、SenseMakerÈのデータは、生計訓練
と、収入創出機会や女の子を学校に通わせるための条件付
き現金給付を組み合わせることで、子どもを結婚させる強い
経済的要因 を軽減 する可能性を示している。しかし、収入の
問題が女の子たちの経済的機会と富を生む可能性を狭める
有害なジェンダー規範を永続させることがないよう、こうした
外部の取り組みやリソースは、ジェンダー・トランスフォーマ
ティブなプログラムと組み合わせて実施しなくてはならない。
さらに、こうした取り組みがコミュニティにおける持続可能な社
会変革の原動力となるためには、ダウリー（持参金）の慣習
や女の子を家族にとって「経済的負担」だと考える人々の意
識を払しょくすることが必要だ。参加型コミュニティ分析では
生計訓練、収入創出機会、現金給付が主に話し合われた
が、どのグループの参加者からも、早すぎる結婚の軽減プロ
グラムに政府機関を関与させることが提案された。

正式・非正式教育
調査結果は、教育が各コミュニティで高く評価されていること
を浮き彫りにした。 人々は世代を超えて、ユースが教育を受
けることを望み、多くの人が上級の学位を取得することを望
んでいる。教育もまた、早すぎる結婚を生む背景のひとつで
ある。様々な方法で得たデータから、学校に通っている女の
子の方が、学校に通っていない女の子よりも結婚する確率が
低いことがわかる。たいていは両親が学費を払えないことが
原因で女の子が中途退学すると、教育に代わる唯一の道とし
て結婚を余儀なくされる。18歳未満のすべての子どもたちが
質の高い教育にアクセスできるよう、4Pなどの政府プログラ
ムを拡大する必要がある。さらに、避難民、少数民族、妊娠
中、既婚のユースなど、社会的経済的に困難な状況にあるグ
ループが学校で疎外されることがないよう、政策や社会・行
動変革のためのプログラム を実施していかなくてはならな
い。
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提言



この研究から、ユース支援を担う既存の地域システ
ムの支援の下で思春期の女の子たちが課題を克服
し、コミュニティ変革の先頭に立つ可能性が浮き彫り
になった。 しかし、この支援システムには欠陥や弱
点があるため、以下のことを実現するためにはフェミ
ニスト団体、CSO、NGO、政府機関、INGOその他
関係者らによる外的サポートが必要である。

(1)ユース支援を担う既存の地域システムの欠陥を
埋め、強化する。
(2) 現在の力関係の基盤となっている家父長制を崩
壊させ、早すぎる結婚など女性と女の子たちを苦し
める有害なジェンダー規範の継続を阻止する社会・
経済・法的環境をつくる。

したがって、BARMMにおけ
る早すぎる結婚の要因と影
響を緩和するためには、コュ
ニティ主導のプログラムを中
心に既存の支援システムの
欠陥を埋めて強化するため
の取り組み、さらにジェン
ダーと社会経済的公平性を
推進する政策を組み合わせ
て実施する必要がある。

コミュニティ主導のプログラムは既存のコミュニティの強みを
生かし、男女問わず子どもたちが意思決定に参加してコミュ
ニティ自身による解決を目指す機会を提供する。コミュニ
ティ主導のアプローチであれば、思春期の女の子特有の
ニーズと実状に合わせた防止対策・サービスの開発、さら
にそれぞれのコミュニティで異なる形で現れる早すぎる結婚
の要因への対処が、より確実になるだろう。調査の結果、早
すぎる結婚に取り組むためには、あらゆる領域（個人、社
会、制度、リソース）で早すぎる結婚の基盤となり拡大の要
因となっている規範と行動（ジェンダーや社会経済的不平
等など）に対する背景知識と専門知識が必要であることが
明確になった。 したがって、フェミニスト団体やジェンダー平
等に取り組む各団体は指導役という重要な役割を担って早
すぎる結婚に対処・防止するための取り組みに参加するべ
きである。

早すぎる結婚を防止・対策する上で、早すぎる結婚の啓発
プログラムや女の子のエンパワメントプログラムだけでは十
分ではない。早すぎる結婚のプログラムはコミュニティ主導
で行われ、かつ、ユースとその家族、コミュニティのための
プログラムとサービスにある欠陥を状況に応じて埋める取り
組みと合わせて実施されなくてはならない。経済的不平等
とジェンダー不平等が早すぎる結婚の根源であることを考
えると、個人と社会のみを対象とした取り組みではなく、　
BARMMにおける社会経済的平等とジェンダー平等を促進
する取り組みでなくてはならない。
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01
以下の活動を通じて、強制移住
や人道危機的状況に置かれた
コミュニティが主導するプログラ
ムについてその設計・実施・評
価を支援する。

地方政府、 国やコミュニティベースのフェミニスト組
織、およびINGOは、各コミュニティの強みを生かした
参加型のアプローチにより、コミュニティ主導型プログ
ラムをコミュニティ自身が設計・監視・評価する能力を
強化する必要がある。

NGOやフェミニスト団体など、人道主義的開発に従事
する者はコミュニティ主導型プログラムが必ずジェン
ダー・トランスフォーマティブ、かつジェンダーと社会経
済的平等と促進するものとなるよう、コミュニティと協
調して取り組まなくてはならない。 コミュニティ参加型
分析グループによると、プログラム は有害な社会的慣
習をこわし、特にゴシップや噂の力を根絶し、いじめや
差別に対処する必要があるという。

資金提供者やBARMM政府は、教育を受け市民生活
や経済的機会を追求したいという願望を含めた女の
子の力を高めるだけでなく、彼女たちが置かれている
社会・経済的状況にも取り組むコミュニティ主導型プロ
グラムに対して、投資を行うべきである。

1.1

1.2

1.3

1.4

1.5

02
以下の行動を通じて、思春期の
女の子の能力の不足を補い強
化し、早すぎる結婚のリスクと悪
影響を軽減する。

注：コミュニティと共同で思春期の女の子の能力育成プログ
ラム を設計する人道主義的開発の政府関係者は、取り組み
の効果を裏付ける最新データをプログラム設計に反映させ
るべきである。

BARMMの初等 ・高等・技術教育省（MBHTE）、保健
省、社会福祉・開発省などの政府関係者は、既婚・妊
娠中の思春期の女の子に対するプログラムやサービス
の欠陥を補わなくてはならない。 例えば、これらの関係
者は、結婚し妊娠した女の子が教育、生計、 SRHRと
MHPSSサービスを含む保健ケアへのアクセスを継続
できるように、直接的支援とサポートサービスを提供す
る必要がある。

2.1

提言

プログラムへの提言
この調査では、BARMMで早すぎる結婚を拡大させている各
領域（個人、社会、制度、リソース）における要因と、女の子と
その家族、コミュニティが持つリスク軽減に必要な適応力につ
いて報告した。したがって、セクターの枠を越えて人道主義的
開発に従事する者は、各コミュニティへの働きかけと調整をす
すめ、社会（社会的及びピアネットワーク、家族構成、社会資
本と支援、前向きな逸脱者）・制度（政策と法律、教育システ
ム、政府の仕組み、経済政策、宗教上の組織）・リソース（生
計、所得）の中でどういったアプローチを優先するか、住民た
ちが決められるよう後押しする必要がある。 フェミニスト組
織、CSO、NGO、政府機関、INGO、その他の関係者らは、コ
ミュニティと協調して以下のことを行うべきだ。

1) 強制移住や災害の影響下にあるコミュニティが、コミュ
ニティ主導のプログラム目標を達成するために必要な
能力、人的・財政的リソース、ツール、調整能力を確実
に 持つようにする。

2) プログラムがジェンダー・トランスフォーマティブな変革
を実現するよう設計されていることを確認する。

3) ユースの支援を担う既存の地域システム（包括的な性
教育、MHPSSサービス、公式・非公式教育など）にある
欠陥を埋めて強化する。

本調査では以下のとおり、セクターの枠を越えた協調の下、
速やかに人道主義的開発プログラムに取り組むことを提言す
る。
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この研究の結果、ユースのニーズと優先事項の多様性
が明らかになった。したがって、BARMMにおいて早すぎ
る結婚の防止と対応に取り組むすべての関係者（フェミ
ニスト、国家、政府、非政府、コミュニティベース）は、プ
ログラム設計に情報を提供するために、この情報を得る
ための安全で倫理的なメカニズムを確立することを含
め、思春期主体の最新かつ正確なニーズと能力評価に
基づいたプログラム設計 を確実に行う必要がある。

ユース主導のニーズと能力評価は、早すぎる結婚プロ
グラム を推進するニーズとともに、彼ら自身の能力を高
める機会になる。詳細はプラン・インターナショナル
（2020）の「Adolescents in Crisis Programming Toolkit」 
を参照。

実際にコミュニティ主導型プログラムの設計に携わった
経験のある関係者らは、男女問わずすべての若者が暴
力とそのリスクのない生活が送れるよう、男の子と男性
も女の子と共に活動の中心になるよう必ず参加を呼び

かけるべきである。 例えば、KIと参加型コミュニティ分析
グループでは、イスラム教指導者やバランガイ職員、伝
統的指導者といったコミュニティ指導者などコミュニティ
の実力者が男の子や男性との話し合いの場でファシリ
テーターを務め、ジェンダー平等と経済的平等を生み出
す前向きな男らしさを広めていくことが提案された。バン
サモロ・ダルル・イフタ、ダワフ・マサジッド委員会、フィリ
ピンのハヤトゥル・ウラマなどの主要宗教評議会は、政
府機関やフェミニスト団体と協力し、宗教指導者や伝統
指導者の間で早すぎる結婚に関する議論を進め、イス
ラム家庭における子どもの権利を反映した早すぎる結
婚に関する中心メッセージをつくる必要がある。



政府による人道的な開発プログラムでは、思春期の女の
子たちが安全に交流し、遊び、同世代の仲間のネット
ワークを築き、学び、彼女たちのニーズに合った情報や
サービスを利用できるよう、それぞれのコミュニティで利
用できる安全な空間を増やすことを検討すべきである。
人道的な環境において、早すぎる結婚を含むジェンダー
に基づく暴力を軽減するための思春期の若者の安全な
スペースの有効性に関する証拠が限られているため、規
模拡大の前に更なる調査が必要である。ただし、人道上
の危機的状況下でユースの安全な空間が早すぎる結婚
を含むジェンダーに基づく暴力を軽減させる効果につい
て証拠が少ないため、規模拡大の前にさらなる調査が必
要である。

バンサモロユース委員会と州、市、自治体、バランガイの
Sanggunian Kabataan（ユース協議会）は、バンサモロ
のユース開発アジェンダに早すぎる結婚を緊急課題とし
て含めるべきだ。LGU、INGO、NGO、CSOと協力して、
各コミュニティは、思春期の若者の間に信頼を築き、深刻
な差別やいじめを軽減するために、メンターシップやピア
ネットワークなどのユース主導の同世代また、子どもと
ユースの意識を高め、早すぎる結婚を防止し、そのリスク
に対処する能力をサポート するための情報キャンペーン
やユース同士のピア・エデュケーション（学びあい）に予
算を割くべきである。 女性に対する暴力防止と、人道上
の危機的状況下で行う際のヒントについては、 Raising 
Voices SASA! コミュニティ動員アプローチを参照。 

政府による人道的な開発プログラムでは、結婚や親密な
パートナーに思い描く理想や早すぎる結婚にもつながる
家庭内暴力に対処し、さらにユースの女の子が結婚後
パートナーから暴力（IPV)を受ける高いリスクにさらされ
ている現状と闘うために、既婚未婚問わずユースを対象
にしたライフ・スキル/生活技能講習会を共同企画するこ
とを検討すべきだ。内容的には、ジェンダーによる役割と
責任、育児のための経済的準備、健全な人間関係の構
築と共同意思決定のためのコミュニケーション、SRHの
知識とアクセスの向上、サ ポートとヘルプの求め方な
ど、ジェンダートランスフォーマティブなものとする。 ライ
フ・スキル/生活技能講習会は、若い夫婦が健全な関係
を築き、妻となった女の子への虐待やネグレクトのリスク
を下げる ために彼らを 強化・支援することを目的とした
専門サービスと連動させることができる。ただし、ライフ・
スキル/生活技能プログラムが早すぎる結婚を防止する
効果を裏付けるデータには矛盾もあるため、人道上の危
機的状況下でライフ・スキルプログラムが早すぎる結婚
を防止する有効性については、規模拡大の前にさらなる
調査が必要である。

MBHTEには、セクシュアリティ、人間関係における力関
係、安全なセックスと妊娠、妊産婦ケア、避妊と家族計画
などのテーマを含む包括的なセクシュアリティ教育
（CSE）をすべてのユースが受けられるようにするという
任務が政府から与えられており、その責任を果たすべき
である。さらに、セルフケア、メンタルヘルスに関する啓
発、あらゆる形の暴力の軽減・把握・支援を求める方法
を強化する必要がある。

2.2

2.3

2.4

2.5

03
以下の行動を通して、思春期
の女の子の家族と地域社会に
既存のユースをサポート・ケア
する能力を強化する。

政府が運営する条件付現金給付と社会保護プログラム
である「社会福祉・開発改革プロジェクト」（4Ps）は、そ
の支援対象を子どもを持つユースや若い養育者にまで
拡大し、最も弱い立場にある家庭を対象に女性の貯蓄
グループや小規模融資など収入創出機会を提供するべ
きである。

親業への取り組みは各コミュニティのニーズに合わせ
て、エビデンスに基づくカリキュラムにするべきである。
したがって、カリキュラムには、子どもの保護、ポジティ
ブな親業、子どもの権利、女の子と女性の権利、イスラ
ム家庭での親業が含まれ、早すぎる結婚の意思決定に
おける親の前向きな役割に関するグループディスカッ
ション、親が家庭でSRHRに関する前向きなメッセージや
情報を発信するためのスキル構築支援 、早すぎる結婚
につながる噂が広まった状況下での 大人の役割、信頼
を深めるための親子関係の強化、などが考えられる。プ
ラン・インターナショナルのガイダンス「Adolescent and 
Parenting Life skills in Crises」、および「Champions of 
Change Programme Modules on Inter-Generational 
Dialogues」 を参照。

LGUを通じた内務・地方自治省の技術支援は、子どもの
権利と最善の利益が確実に守られるよう、何度となく緊
急事態下に置かれるコミュニティにおいて、早すぎる結
婚、親密なパートナーからの暴力、いじめなど、開発と
人道セクターにまたがる保護の懸念に対処する公式・非
公式のコミュニティ組織の連携を強化する必要がある。

3.1

3.2

3.3
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CSEプログラムの対象を親やケア従事者に拡大する場
合は、思春期の若者やその親、ケア従事者、影響力の
あるコミュニティ住民、社会サービス・開発省
（MSSD)、MBHTE、保健省とその住民開発委員会、バ
ンサモロのイスラム諮問委員会と共同で設計にあたり、
確実に理解できる内容にしなくてはならない。カリキュラ
ム開発のサポートは、プラン・インターナショナルの
「Comprehensive Sexuality Education Programme 
Standards」、「Conversations That Matter」、
「Adolescent and Parenting Life Skills Package」 にも
記載されている。



不安と暴力の脅威に対処するために、女性主導の
CSOと人道的開発を目指す各NGOは、コミュニティを
基盤とした平和維持構造を強化する平和構築プログラ
ムを実施し、保健・社会サービスの提供者とプログラム
スタッフ、そしてユースとその家族がそれぞれ安心して
働き、サービスやプログラムに参加できるようにする必
要がある。

3.4

04 以下の行動を通じて、ユースを支
援する制度と組織を強化する。

地域児童福祉小委員会（RSCWC) は、コミュニティ、
フェミニスト団体、CSO、NGO、政府機関、INGO、そ
の他主要関係者の調整役として、思春期のウェルビー
イング（幸せ）を促進するプログラムや政策を監視し、
地域全体で避難生活を送るユースのための政策とプロ
グラムの計画・実施・監視・評価の調整にあたるべきで
ある。

また、地域児童福祉小委員会は、早すぎる結婚プログ
ラムへの投資、統合、学習を増やすために、ユースプ
ログラムに関して、国およびINGOのサービス提供者
（開発・人道領域 の両方）と政府機関の間の調整を強
化するべきである。

子どもの保護とジェンダーに基づく暴力 （CPGBV）
ワーキンググループ (WG)は、CPとGBVの人道支援
機関の間、さらにBARMMの政策・プログラム関係者と
の間の調整を支援し、強化または統合されたプログラ
ム が、危機と強制 移住の期間とその後の女の子、家
族、コミュニティのニーズを満たすようにする必要があ
る。

初等 ・高等・技術教育省は、生徒と教師の定着率を高
め、BARMMのユースの教育成果を向上するために、
既存のツールやINGOのパートナーシップを活用すべ
きである。

さらに、初等・高等・技術教育省は、ユース、特に既婚
の女の子など社会的経済的に最も困難な状況に置か
れたユースが確実に学びとライフ・スキルを身に着ける
機会を持てるインクルーシブな環境をつくるために、
ユースの教育・経済参加に向けた投資を共に増やす
べきである。

社会サービス開発省は、CPGBV WG の CEFM タス
クチームと LGU を通じて、将来の大規模な人道的災
害や紛争に関連した再度の強制移住に備え、子どもの
保護と問い合わせシステムが迅速に強化され、早すぎ
る結婚対策が幅広い人道的対応の中で優先されるよ
うに、準備計画が実施されていることを確認すべきであ
る。

4.1

4.2

4.3

4.4

4.5

4.6

4.7

4.8

4.9

05
女の子や女性に対する有害な
ジェンダー規範の根源である家
父長制の崩壊を促すことができ
る以下のアプローチを通じて 、
変化 を可能にする社会経済環
境を強化する。

5.1 資金提供者、BARMMの政策立案者、サービス提供
者、NGO、INGO、CSO、その他の組織は、家父長制のシス
テム・構造の解体、経済的平等の促進、ジェンダー差別に
対処するプログラムの実施に向け、長期の資金調達と人材
への投資を行う必要がある。このプログラム は、MSSD と
バンサモロ女性委員会 が調整にあたるべきである。資金提
供者やBARMM政府は、しっかりとしたプログラム評価を含
めた長期的な早すぎる結婚の防止・対策プログラム のため
の資金と投資を増額し予算に計上するべきだ。

このプログラムには、コミュニティ主導のプログラムや、結婚
年齢を上げて早すぎる結婚に対応・防止するための戦略を
より機能的に実施するための部門横断的な取り組みが含ま
れ、教育、保健、生計、MHPSSサービスその他のサービス
と組み合わせて条件付現金給付を利用することが考えられ
る。
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社会サービス・開発省は、フェミニスト団、NGO、INGO
と協力し、早すぎる結婚など特定のCPGBVのリスクに
対処するサービス提供者の能力を強化すべきである。
これには、ユースにやさしい保健・社会サービスを実現
するため、直接サービスの提供にあたる者を対象にし
た明確な意義と態度を身に着けるトレーニングの実施
などの活動が含まれる場合がある。

人道支援に従事する者は、避難民家族が受け入れ先
の家族に頼らざるを得ない状況に陥らないよう、避難
施設へのアクセス向上や定住への移行などの支援
サービスと並行して経済的機会を増やすよう努めるべ
きだ。

人道支援に従事する者は、娘を結婚させて別の家族単
位を形成させ、別個の支援パッケージを受け取らせる、
という動機を親に与える現在の仕組みについて議論す
るべきである。配偶者の一方が18歳未満の世帯の登
録方法を見直し、そのような事態を抑止する必要があ
る。

人道支援に従事する者は、避難施設や一時避難場所
でのGBVリスク軽減・防止プログラムを強化し、避難民
の女の子や女性に対するセクシャルハラスメントを防止
し、こうした場所の全体的な安全性を向上させなくては
ならない。



5.2

5.3

BARMM災害発生に関する緊急行動、内務省、地方政
府の見直しでは、災害リスク軽減と緊急時計画を拡充
して、事前に配置された支援と分配計画の共有を行
い、避難民と受け入れコミュニティの間でリソースへの
公平なアクセスを確保しなくてはならない。

社会福祉開発省および地域児童福祉小委員会は、セク
ターを越えて連携し、BARMMにおける早すぎる結婚の
発生状況についてデータベースを構築し、監視する必
要がある。また、子どもの保護のための地方協議会 、
例えば人身取引や子ども・女性への暴力に対する地方
委員会、特にBARMMにおけるCPGBV WGと連携した
活動が求められる。

政策と提言に向けた提案
調査結果から、BARMMでは、思春期の女の子が結婚後ス
ティグマやいじめを受けることが非常に 多いにもかかわら
ず、早すぎる結婚が一般的に受け入れられていることがわ
かった。 また、データ収集の時点でのBARMMの既存の法
的枠組みは、ジェンダー不平等の永続化を許す環境をつくり
出しており、女の子、女性、コミュニティおよび各組織には有
害なジェンダー規範を拒否する法的後ろ盾がないため、早す
ぎる結婚のリスクと発生率が悪化している実態が明らかに
なった。

1987年7月6日、大統領府はフィリピン家族法に署名し、結婚
の法定年齢を18歳としたが、例外的に、 イスラム教徒のフィ
リピン人と先住民族は早すぎる結婚を認める慣習的な婚姻
法を実践できるとした。

2021年12月10日、大統領府は共和国法第115961号（共和
国法第115961)を可決し、18歳未満の者の結婚を禁止し、法
律違反に対する罰則を定めた。また、この法律には早すぎる
結婚防止のためのプログラムの実施を促進するための具体
的な措置も盛り込まれているこの法律は、データの収集・分
析が完了後、上院と下院で制定された。しかし、実態としては
むしろ、ユースの女の子が早すぎる結婚のリスクに脅かされ
ないジェンダー平等がすすんだ女の子と家族を支えるコミュ
ニティづくりを確実にすすめ、既婚の女の子がさらなる被害を
受けないよう、法律をどのように実施するべきなのか、この調
査で得たエビデンスを通して知る結果となった。

以下の政策提言は、新しい法案と全体的な政策環境が、
エビデンスに基づくアプローチによって確実にBARMMに
おける早すぎる結婚の軽減と対応を支援することを目的と
している。すべての政策が効果的に実施され広く周知され
るためには、長期的かつ十分な経済的、人的、構造的リ
ソースによる支援が必要である。

06
共和国法第115961号の説明
責任 は、以下の行動を通じて
果たされるべきである。

6.1

6.2

6.3

6.4

BARMM議会、地域政府機関、LGU、資金提供者ら
は、適用される法律と政策についてBARMM内の地域
関係者間およびコミュニティ間で周知がすすみ知識が
深まるよう、共和国法第115961号の説明責任と社会
への浸透に向けて資金その他必要なリソースを配分す
る必要がある。

州、市、町、バランガイレベルの地方政府は、共和国法
第 115961号を採択し、地域での適用を認める条例を
制定する。条例は、共和国法第11596号に関する意識
啓発キャンペーンも含むものとし、早すぎる結婚に関す
る法的枠組みが新しくなったことへの周知を図るべきで
ある。また、条例には、早すぎる結婚のプログラムに加
え、早すぎる結婚のリスクにさらされている女の子やす
でに結婚している女の子、強制移住した女の子に対応
するためのプログラム を含めるべきである。さらに、条
例では、女の子の支援向上に向けて、事例管理を含む
コミュニティに既存の子ども保護システムを強化する戦
略の骨子を明らかにする必要がある。

国会、社会福祉開発省、初等 ・高等・技術教育省、内
務省・地方政府などのBARMM地方政府機関は、既婚
あるいは結婚経験のある女の子が共和国法第115961
号によって、決してこれ以上被害に遭わないよう、連携
する必要がある。法の改正案は、既婚の女の子のニー
ズと優先事項に確実に対処し、さらなるスティグマや孤
立、権利の制限を受けることがないよう、既婚の女の子
の実体験から得た情報に基づいたものでなくてはなら
ない。 フェミニスト団体、NGO、各コミュニティ、そして
女の子たちと直接協力しながら、共和国法の適用に
よって起こりうる予期せぬ結果を把握し、既婚の 女の
子を保護するための戦略を固める必要がある。

女性主導のフェミニストCSO、ユース組織、国連機関、
人道支援関係者は、法的プロセスを通じて思春期の女
の子を保護する修復的司法 の実践を提唱すべきであ
る。

修復的司法には、非合法な行為 への対応に家族やコ
ミュニティの関与を増やすための様々な非公式の方策
が含まれる。上記の関係者らは、思春期の女の子が結
婚後や出産後にさらなるスティグマを受け孤立に陥るこ
とがないよう、そのためのシステムが確実に整備される
よう、思春期の女の子に参加を求めるべきである。
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6.5 既婚の女の子とその家族、コミュニティ、伝統的なイス
ラム教の宗教的指導者は、そのようなシステムの設
計、実施、そして監視を主導し、それ が確実に状況に
対応した既婚の女の子のニーズと優先事項に沿った
ものになるよう目指さなくてはならない。

07 以下の活動を通じて、公平な子
どものケアなどのジェンダー平
等と社会経済的平等を促進す
る経済・社会構造改革政策を
提唱し、実施する。

7.1

7.2

BARMM政府、フィリピンのプラン・インターナショナル、
国連機関、資金提供者らは、思春期の女の子や女性
が男の子や男性と力を合わせて市民活動や啓発活動
のスキルを高め、彼女たちにかかわる政策の立案と実
施に意味のある貢献を果たすことができるよう、研修、
プログラム、柔軟な資金提供に投資すべきである。女
性主導のフェミニストCSO、ユース組織、その他の国の
人道支援機関は、それぞれの強みを生かした参加型
訓練方法を用いて、ユースとコミュニティが早すぎる結
婚の啓発活動 を推進できる能力を養うべきである。

これは、経済・社会変革のための政策立案と実施に向
け、州や地域レベルのさまざまな訓練機関と密に 連携
して行われるべきである。また、BARMM政府は、ユー
ス自身が保護の促進を後押しできるよう、コミュニティを
基盤とする地域の監視・執行システムにおけるユース
の役割と関与を強化すべきである。

 BARMMにおける早すぎる結婚の政策では、根強い
ジェンダーと社会経済的不平等の基盤となっている経
済システムと構造に取り組むべきである。こうした政策
には、女の子や女性の正規・非正規の教育・学習機会
へのアクセスや、公平な労働参加 と報酬へのアクセス
を増やすような、ジェンダー平等を促進する構造的な経
済政策への取り組みが含まれるかもしれない。

08
フェミニスト主導の政策提言を
強化するとともに、他のすべて
の地域の政策や規制を見直し、
以下の活動を通して早すぎる結
婚の禁止と不公平なジェンダー
規範への取り組みを進める。

8.1

8.2

8.3

BARMMの主要省庁、政府指導者、ユース主体の組
織、CSOは、フェミニスト組織と連携の下、早すぎる結
婚の政策と啓発活動 が公平な経済・社会の変化を促
すようにすべきである。啓発活動には、既婚の 学校に
通っていないユース、イスラム教徒や先住民、避難民
のコミュニティが含まれるべきである。

BARMMの省庁は、コミュニティ主導の啓発活動を支
援し、その支援の下で早すぎる結婚の根絶を求める活
動家と女性主導のフェミニストCSOが、MRL、伝統的な
コミュニティ指導者さらにユース自身と協力して、子ども
の権利と早すぎる結婚の法的枠組みに対するフェミニ
ストのアプローチを強化するプログラムを主導していく
必要がある。

BARMM議会は、ジェンダーと開発に関する条例と、早
すぎる結婚の禁止、性と生殖に関する健康と権利の促
進、思春期の妊娠の防止と共和国法11313（安全地帯
法）の実施、ジェンダーに基づくセクシャルハラスメント
排除に関連する政策の見直しを行い、それらが共和国
法115961の実施と整合していることを確認しなくては
ならない。その見直しに基づき、議会は大統領令1083
の改正案を提出し、それによってセーフガードが導入さ
れ、共和国法115961の実施において子どもとユース
の最善の利益と福祉が確実に維持されることが可能に
なる。
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01 調査にあたる研究者は、調査結果をもとに、思春期の若者を含むコミュニティと協力してコミュニティ主導
の早すぎる結婚プログラムの厳密な評価を実施し、危機的状況下にある女の子のニーズに応えるととも
に早すぎる結婚を終わらせるために何が有効で何が有効でないかについてエビデンスの土台を固める
べきである。評価については、活動のどの要素が効果的であるか、また、女の子とその家族の健康、
ウェルビーイング（幸せ）、経済、市民生活に対する取り組みの長期的影響の評価を目的として行う。

現場で活動にあたる者が思春期の女の子たちのニーズに合ったプログラムやサービスを提供し、早すぎ
る結婚を防止し、それに代わる機会を提供できるよう、さらなる研究によって結婚後の実体験を一層深く知
る必要がある。

早すぎる結婚が招く重大な結果が中途退学であり、これは女の子とその家族の収入や健康に世代を
超えた悪影響を及ぼす。しかしながら 、人道的な危機的状況下で既婚の女の子の教育へのアクセス
を改善する効果的な戦略を裏付けるエビデンスは乏しい。避難民や結婚した女の子が学校に通い続
けるた めの持続可能な解決策を見つけるためには、研究者と問題の当事者が調査で得た知見を社
会生活に還元して現状を改善することを目的とした実践と研究を統合したアクションリサーチが必要で
ある。

BARMMにおける早すぎる結婚の広がりに関する実態調査は、州レベルの自動福祉協議会と連携して
PSAが実施し、最もリスクの高いコミュニティ（例：避難民、低所得者、学校に通っていないユース）を対象
としたジェンダートランスフォーマティブなプログラムの設計に役立てるべきだ。その調査結果は、政策や
プログラム改革のためのエビデンスに基づいた提言を通じて、ニーズとリスクが最も深刻なコミュニティへ
のリソースを増やすために活用されるべきだ。

この調査により、思春期の女の子（および男の子）が安全に遊び、交流し、社会性を身に着け、学び、
ニーズに応じたプログラム やサービスを受けられるコミュニティ空間が明らかに不足していることが判明
した。
しかし、思春期の女の子の安全な空間が、人道的危機的状況下での早すぎる結婚の防止と対策に効果
的 なアプローチとなるのかについては、さらに調査が必要である。思春期の女の子の安全な空間を評
価する際には、安全な空間がどの程度ユースの多様な集団の間に信頼を築いて仲間同士の関係を育
み、コミュニティ内の深刻な いじめ、差別、スティグマに対抗しうる場として機能するかについても調査す
る必要がある。

02

03

04

05

06

提言

研究提言
この研究は、BARMMにおける様々な状況下で、複数領域
にまたがって早すぎる結婚を拡大させている複雑な要因に
ついて、エビデンスの不足を埋める一方で、思春期の女の
子と家族、コミュニティ、さらに早すぎる結婚のリスクから彼
女たちを守る、より広い地域システムが持つ適応力と可能
性を明らかにした。 また、社会経済的不平等やジェンダー
不平等を解消することの重要性も浮き彫りにした。しかし、
研究で明らかにできていない欠陥もまだ残っている。

本研究で裏付けられた欠陥に基づき、今後の研究につい
て以下の提言を行う。
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ユースのソーシャルメディアの利用と早すぎる結婚の因果関係を明らかにするためには、さらなる調査が
必要だ。さらに、ユースとその家族にとって何が早すぎる結婚のきっかけとなり、その後模索を経て、拒否
あるいは受け入れるまでの意思決定の過程をさらに理解する必要がある。
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本研究は、早すぎる結婚の既存のリスクが、強制移住や紛
争下でさらに悪化していることを裏付ける現在進行中のエビ
デンスの集積の一端を担うものである。女の子を特に結婚に
向かわせるような強制移住 特有の新たなリスクの存在も浮
かび上がる中で、本研究は、思春期の女の子やコミュニティ
の人々と協働 することによってエビデンスの不足を埋め、紛
争やそれに伴う強制移住を余儀なくされた思春期の女の子
のニーズと優先事項の理解に役立てることができた。その結
果、一部の地域だけに特有な要因も含み、BARMMにおける
早すぎる結婚の8つの要因が明らかになった。

1. 紛争や災害に関連した強制移住
2. 思春期の女の子の意思決定力の弱さ
3. 自己犠牲と義務感
4. 家族の名誉を守るためのユースの性のコントロール
5. 貧困と安定した収入創出活動へのアクセス不足
6. 質の高い教育へのアクセス不足
7. 早すぎる結婚をめぐるイスラム教の解釈の違い
8. 法的環境の整備

また、紛争による強制移住やその他の人道的危機により、
上記の要因が早すぎる結婚につながるリスクを悪化させて
いることも実証された。

親や仲間、周囲の圧力で早すぎる結婚に同意せざるを得
なくなり、親や家族への義務感から自分の願望を犠牲にす
るユースの女の子たち。そのほとんどは、早すぎる結婚を
めぐる自身 の決断に対して当事者意識を持っており、中に
は自ら早すぎる結婚のきっかけをつくる者や、貧困や児童
労働、スティグマを免れる道と考える者、また、イスラム教
では一般的で許容される行為だと信じている者もいる。

注目すべきは、思春期の女の子には逆境に対処するレジ
リエンス（回復力）があり、困難を乗り越え、コミュニティ変革
の先頭に立つ可能性を持っていることも明らかになったこと
だ。SenseMaker®のデータからは、女の子よりも"伝統を守
る "傾向の強い思春期の男の子に比べ、思春期の女の子
たちは有害な社会文化規範に立ち向かう可能性が高いこ
とが示されている。これは、家父長制社会の中では、男の
子と男性が権力を持っていることを映し出しているとも言え
る。

コミュニティ主導のジェンダートランスフォーマティブなアプ
ローチでBARMMにおける早すぎる結婚の防止と対策を行
うことが、女の子の潜在能力を発揮する後押しになりうる。
そのためには、政府、フェミニスト団体、CSO、NGO、　
INGO、その他主要関係者らとの連携とともに、BARMMにお
けるユース支援システムの強化とジェンダー平等・社会経
済的平等を推進する取り組みと政策が求められている。

調査の結果、早すぎる結婚の
根底にはジェンダー・社会経済
的不平等があり、そのため思春
期の女の子は自分の人生の決
断をする際に声を上げられない
実態が確認された。
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